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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　深崎暮人
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　第一章　日常崩ほう壊かい







　なんでこんなことになってしまったんだろう──『闇ヤミ』の魔ま乖かい術じゆつ師し、ヨルミルミ・シュトレンベルグは最近、つくづくそう思うのであった。


「さぁて、そろそろ食事にしようじゃないか！」


　明るく声を出したのはナイトである。ナイトはいつになくにこやかな表情を浮うかべ、重苦しいこの場の空気を和やわらげようと四苦八苦しているのがはっきり見て取れた。顔は笑っていても不自然なくらい汗あせばんでいるし、声も白々しいまでに大きい。


「…………」


「…………」


　そんなナイトにひたすら沈ちん黙もくを返すのはヨル、そして隣となりに座すわるナナであった。


「…………」


「…………」


　ナイトたちが今いる場所は、ナイト邸ていのリビングである。時刻は夕刻。世間一いつ般ぱんではそろそろ夕食にしようかという時刻である。そして、テーブルの上には色とりどりの湯気を立てる料理が並べられているのであった。


「ほら、食べてみようじゃないか、なかなか美う味まそうだぞ」


　ナイトはそんなことを言いながら、目の前の皿に手を伸のばす。すると、それを肯こう定ていする声が隣から発せられた。


「そうだね、うんそうだ、その通り。これはなかなかうまくいったと自負しているよ。味に関しては自信がある。遠えん慮りよ無く食べて欲ほしいね。あぁ、もちろん心配いらないよ、毒なんて入ってないからね、心配なら僕が毒味してあげるよ」


　ナイトの隣に座っているサクラリスがそんなことを言っている。その声がなおさら、ヨルの神経を逆なでして、ヨルは何かをこらえるように奥おく歯ばを強く嚙かみしめた。


　なんでこのようなことになっているのか──全すべての元げん凶きようはこの女、サクラリスにある。





　数週間ほど前──ナイトたちの前に突とつ如じよとして姿を現した『異イ』の魔ま宴えん参加者、サクラリス・アリヤ・ゾルグ。『天テン才サイ』の異名を持つ、最さい高こう峰ほうの魔乖術師の一人である。


　サクラリスは端たん的てきに言えば、異色の魔乖術師であった。才能がありすぎる故ゆえに他人の感情を理解することができないのだ。サクラリス自身、自分のその欠点は自覚しており、それを克こく服ふくするために、ナイトの友人になろうと接せつ触しよくしてきたのである。


　紆う余よ曲きよく折せつの末、ナイトはサクラリスと友人関係になった──その経けい緯いはヨルからしてみればはなはだ不本意なものであったが、ナイトがそれで納なつ得とくしているのだから、今いま更さらうるさく言う気はない。ヨルだってそこまで狭きよう量りようではない。


　しかしその後の展開はいただけない。


　サクラリスはそれ以降、毎日のようにナイト邸に押おしかけ、朝から晩まで居座るのであった。そうこうしているうちに、サクラリスが外見に反して、実じつ年ねん齢れい四歳さいの幼女であることが判明した。


　サクラリスほど、その外見から本質を見み抜ぬくことが難しい存在もないだろう。サクラリスが見み目め麗うるわしい少女であることは間ま違ちがいない。だが、あまりにも整いすぎて一種の芸術品が動いているようにしか見えず、人にん間げん離ばなれした印象が強いのも事実だ。角度によって色の変わる不思議な髪かみといい、薄うすい色の肌はだといい、小こ柄がらな瘦そう軀くといい、全てが組み合わさって年齢不ふ詳しよう、国こく籍せき不詳、性別不詳という謎なぞの雰ふん囲い気きを生み出しているのであった。


　ウソか本当かは知らないが、サクラリスは自じ称しよう四歳である。だが、外見上、サクラリスはナイトやヨルとそう年は変わらないように見える。少なくともナナよりは確実に年上に見える。そんな美少女が毎日やってきて、そしてナイトのそばをウロウロしながら、ことあるごとにイチャイチャするのだ──ヨルにとってそれがどれほど面おも白しろくない出来事であるか、説明するまでもないだろう。


　いや、別にナイトの私生活に関してどうこういう気はないけれど、同居人として、パートナーとして、最低限のマナーというものがある。この家にはナナだっているのだから、教育上よろしくないことをしてもらっては困るのだ。


　当のナイト本人は──サクラリスをもてあましていると言っていい状態だ。


　当初かなり気軽に友人関係を結んだものの、今では結構後こう悔かいしている。そもそもサクラリスは男だとばっかり思っていたのに、女の子、それもそんな年下の相手だとは思わなかった。


　性別が違ったくらいで、露ろ骨こつに態度を変えるようなことをナイトはしないが、それでもやはり、多少のとまどいは覚えてしまう。そもそもナイトとて十六歳の少年。異性経験は決して豊富ではない。外見上、自分と同い年の相手に露骨に接近されれば戸と惑まどうのも無理からぬことである。


　サクラリスはナイトとの友情をはぐくむと目的を定め、ことあるごとにナイトに接触してくる、物理的に。


　具体的に言うと、ナイトの隣をついて歩いてくる。極力離れようとしない。そしてなにかきっかけがあれば手や肩かた、腰こしなどを触さわってくる。スキあらば体をピッタリ寄せ付けてきたりするのだ。


　サクラリスに言わせると「肉体の物理的接触は、心理的な距きよ離りすらも縮めるのだよ」ということらしい。そしてそこでもサクラリスは非ひ凡ぼんな才能を発揮したのである。


　人間は誰だれでもパーソナルスペースというものを持っている。いわゆる、対人関係における距離感だ。親しい人間ならば自分の近くにいても構わない、けれど見知らぬ人間が必要以上に近づいてくれば不ふ愉ゆ快かいである──その距離感のことである。そしてサクラリスは、それを計るのが上う手まいのだ。


　ふと気づけば、サクラリスはナイトのそばにいる。別に気配を消して忍しのび寄よってきたわけでもないのだが、気づいたら距離が縮まっている。その存在感に全く違い和わ感かんが無く、むしろ自分の隣にいて当然と錯さつ覚かくすることさえある。そして気づくと、肩に手を回されていたりする。それも周りの人間に指し摘てきされるまで気づかないほど自然な仕草だったりする。


　サクラリスはそのようにしていつのまにかナイトのパーソナルスペースに侵しん入にゆうしているのであった。そのことに気づいて文句を言おうとすると、言われる前に距離を離す。そのタイミングもまた絶ぜつ妙みようで、何か言いたくても、そういうときに限って近くにいない。ほとぼりが冷めたくらいのタイミングでシレッと戻もどってくる。


　そんなわけで、ナイトはいつのまにかサクラリスに対してかなり心を許すようになっていた──恐おそろしいことに、ナイト自身、ほとんど無自覚なままである。


　当然ヨルから見れば面白く無いどころか、不愉快な出来事である。まるでパートナーを横取りされたような気分だ──でも、ヨルも積極的ではないにしろ、ナイトとサクラリスの友人関係を認めたわけだし、今更そのことに文句を言うわけにもいかない。一度決めた物事をあとからどうこう言うのは、フェアではないとヨルは考えているのだ。


　必要以上にサクラリスがナイトにベタベタしているのには文句を言うけれど、「これくらい友達なら当然だよ」とサクラリスに反論されると、なぜか強く言い返せないのだ。


　なにしろサクラリスは弁が立つ。ヨルがなにか文句を言えば、論理的に反論してきて、いつのまにか論破されてしまうのだ。ヨルはそれが悔くやしかったので、わざと難しい日本語の言い回しやドイツ語の古語を使って煙けむに巻まこうとしたのだが、サクラリスはヨル以上に巧たくみに言葉を使って反論してくるのだ。『天テン才サイ』相手に舌戦を挑いどむことの空むなしさを痛感しただけの結果に終わった。


　そんな経緯があったおかげで、サクラリスは上じよう機き嫌げんなのかもしれないが、ヨルの不快度は鰻うなぎ登のぼり、ナイトはその間に立って右往左往するだけという、悪あく循じゆん環かんが繰くり返かえされるのであった。





　そして本日、さらなる事件が起こった。サクラリスが唐とう突とつに


「僕が夕食を作るよ」


　と言いだしたのだ。


「いきなりなに？」


　と、ヨルも思わず聞き返したものだ。


「言葉通りだよ。こうやっていつもごちそうになっていては悪いからね。日ひ頃ごろのお礼の意味も込めて、腕うでによりをかけてごちそうを作ってあげようと思ってね」


　悪びれもせずに昼食を口にしているサクラリス。ほぼ一日中この家に入いり浸びたっているサクラリスは、三度の食事もここで食べるのである。最初こそ文句を言っていたヨルだが、三日連続サクラリスの反論でけちょんけちょんに論破されて以来、なにも言わないようにしている。


「食費は払はらっているとはいえ、こうやって毎日ごちそうになっているとさすがの僕も胸が痛むというものだよ。こう見えても僕は奥深い性格でね、遠慮という日本的美学も知っているんだ」


　いけしゃあしゃあと言うサクラリス。平然と眉まゆ一つ動かさずに言うその姿は、ある意味大物であった。


「お断りね」


　ヨルはキッパリ拒きよ絶ぜつした。


「我わが家の台所はわたしが管理しているの。他人に触ふれられたくないわ」


「ナイト君はどう思う」


「え？」


　ヨルの言葉を無視して、サクラリスがナイトに話を振ふる。


「僕の手料理を振る舞まおうかと思うんだけど、家主の君はどう思うのかな」


「いや、それはまぁ……いいんじゃないのか？」


「ナイトッ！」


　ヨルが思わず悲鳴を上げる。ナイトは、あれ、なにかまずいこと言ったかな、みたいな驚おどろきの表情を浮かべている、まずいどころの話ではない。


「ほら、家主の許可はもらったよ。これなら『闇ヤミ』も文句はないよね」


「……ぐっ」


　反論できずに歯ぎしりするヨル。それはまぁ、この家はナイトの家であって、ヨルはあくまで居い候そうろうしているだけだ。ナイトが許可したのにヨルが反対する道理はない。




[image: ]


　サクラリスは万事をそつなくこなす才能の持ち主だから、きっと料理だって人並み以上にできるのだろう。日頃のお礼に料理を、というサクラリスの提案も、特別不自然な物でもない。


　でも、ナイトには反対して欲しかった。


　サクラリスが『天テン才サイ』という二つ名にふさわしい魔ま乖かい術じゆつ師しであることはヨルも認めるところである。純じゆん粋すいな魔乖術師としての技量、魔ま力りよくの総量、魔ま乖かい咒じゆ構成の理論から実じつ践せんまで、全てにおいてサクラリスはヨルやナイトを上回っているだろう。というより、サクラリスを超こえる魔乖術師が現在地球上に存在するか、疑わしいレベルである。


　ヨルとて自分の実力にはそれなりの自信があったので、サクラリスの存在はかなりショックである。無論魔ま宴えんの戦いはやってみなければわからないが、まともにぶつかればサクラリスが勝利するであろうことは間違いなかった。


　そんなサクラリスと自分を比べたとき、ヨルに勝まさっている点があるとすれば──ナイトと過ごした時間である。たった半年ほどではあるが、ナイトに関することならサクラリスにだって負けはしないはずだ。


　ナイト邸の日々の食事はヨルが用意している。それはつまり、ナイトから信しん頼らいされているということで、料理に関してはヨルの不ふ可か侵しん域いきなのだ。それをサクラリスにあっさりと侵しん犯ぱんされて……面白いはずがない。


「その……毎日の献こん立だてはもう考えてあるの。いきなりの変へん更こうはできないわ」


「でもヨル姉様、さっき夜のご飯、なに作るか悩なやんでたですよね？」


　傍かたわらのナナが余計な口を挟はさんできた。この子は……いったい誰の味方だ！


「どうやら問題なさそうだね」


　微び笑しようと共にサクラリスが言う。サクラリスが微笑ほほえんでいるのは普ふ段だんと変わらないが、今はその笑みが勝かち誇ほこっているように見えて、ヨルはますます苛いら立だちをつのらせていった。


「まぁ、いいじゃないか、ヨル。君もいつも大変だろうから、たまには人の料理を食べるのも……」


　余計なことを言いつのるナイトを睨にらむヨル。ナイトは、なにか地じ雷らい踏ふんだかな、というような情けない表情になった。


「……えぇ、そうね。家主様がそうおっしゃるなら、ご馳ち走そうになってみようかしら」


　不ふ機き嫌げんながらも、ヨルは表面上にこやかな笑みを浮うかべてそう言った。精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいだが、せめてもの反はん撃げきでもあった。


「決まったようだね。今晩は楽しみにしておくといいよ」


　微笑と共に、抑よく揚ようの乏とぼしい声で告げるサクラリス。ヨルはそのまま頷うなずくのもしゃくだったので、憎にくまれ口ぐちを叩たたいた。


「あらそう。でも残念ね。よく考えたらうちにはたいした材料の買い置きがなかったはずだわ」


「うん、知っているよ。心配無用さ。材料はもう手配しておいたから、もうすぐ届くはずだよ」


　なるほど、準備は万ばん端たんというわけか……これ以上なにを言っても完全な負まけ惜おしみにしかならないと悟さとり、ヨルは押おし黙だまった。





　そんなやりとりの末、『天テン才サイ』の手料理というものを食べることになった。午後になると運送会社が食材らしき箱をいくつも運んできた。サクラリスはそれらの食材を台所に並べると、傍はた目めから見ても見事な手て際ぎわで調理を開始したのであった。


　なにかあったら文句をつけてやろう、と底意地の悪い考えに支配されていたヨルだったが、そのヨルから見てもほぼ完かん璧ぺきな手順で、文句のつけようがなかった。使い勝手のわからない初めての台所で、よくそれだけ動けるなと感心するくらい手慣れた様子であった。


　野菜を次々と切りながら、まだ生きている魚をさばき、油を温め、肉の下味をつけ、オーブンに火を入れ、スープのあくを取り……一目見ただけでも、数種類の料理を同時進行で作っているのが見て取れた。それだけでサクラリスの料理の腕が並なみ大たい抵ていではないことがわかる、しかも動きにほとんど無む駄だがない。


　そうやって数時間の調理の末に並べられたのが、テーブルいっぱいの豪ごう華かな料理というわけだ。ヨルも見たことがないような料理が所ところ狭せましと並べられている。普段四人で食事をするには少し大きく感じるテーブルが、今は小さく見えるくらいだ。しかもこれだけの数の皿が並べられながら、一つとして同じ料理が存在しない。これだけの数を作るのにどれだけの手間がかかっているのか……


「さぁ、早さつ速そく食べて欲ほしいね。料理には持続時間ってものがあって、料理が一番おいしいのは完成直後、温かいうちって決まっているんだよ。まぁ、作ってから時間がたった方がおいしいものもあることはあるけどね、なれ鮨ずしとか」


「なら、食べようじゃないか」


　促うながされて、ナイトが明るい声で言う。一方のヨルは、苦々しくつぶやいた。


「……四人でこの量、多すぎるでしょう、常識的に考えて」


　日頃四人でも余よ裕ゆうのあるテーブル一いつ杯ぱいに並べられた料理の数々……それはまぁ、確かに多すぎるだろう。


「こんなにたくさん同時に並べたら、全部食べる前に料理が冷めちゃうじゃない」


「うん、その通りだね。なかなか鋭するどい指摘だ、『闇ヤミ』」


　首しゆ肯こうするサクラリス。


「でも大だい丈じよう夫ぶさ。僕の友人であるナイト君ならこれくらいペロリと平らげてくれるはずさ」


「え!?」


　いきなりの無茶振ぶりに、ナイトは思わず驚きの声を漏もらした。


「いや、無茶を言うな」


「無茶じゃないさ」


　サクラリスが肩かたをすくめる。


「ナイト君の身長と体重、体たい脂し肪ぼう率りつを考こう慮りよして計算すると、胃の容積は最大で三リットル以上にはなるはずさ。これくらいの量は食べられるはずだよ」


　三リットルって、それは食べ過ぎな気がする。


「大丈夫、量は多く見えるだろうけど、あっさりした味付けにしてあるから」


「…………」


　ヨルはそう言われても、あまり面白くなさそうな顔で料理に手をつけようとしない。いったいなにが気にくわないのか……


「いただきますです」


　と、今まで静かだったナナが手を合わせ、手近な皿の料理を自分の皿に取った。食しよく欲よくをそそる香かおりに我が慢まんできなくなったようである。


「……おぃしいですっ！」


　ハンバーグらしきものをモグモグと食べたナナが、途と端たんに顔を輝かがやかせた。


「すごくおいしいですよ、おいしいです！」


　おいしいを繰くり返かえしながら、ナナはガツガツと、一心不乱に食べ出した。確かにハンバーグは子供の好物だ。しかもナナの食べているそれには、薄うす切ぎりにしたパイナップルがのせてあった。パイナップルもナナの好物だ。気に入らないはずはないだろう。


「どうやら、『歪ワイ』は気に入ってくれたようだね」


　微笑を浮かべてサクラリスが言う。その表情が勝ち誇っているように見えるのは、気のせいだろうか？


「どれどれ」


　ナイトもとりあえず近くにあった料理に手をつける……


「これは……」


　端たん的てきに言って、うまかった。すごくおいしい。ナイトが食べたのは、卵料理だった。見た目はオムレツのようだが、食べてみると今まで味わったことのない衝しよう撃げき的な味だった。


　まず、外側の卵からして違ちがう。柔やわらかく、中心近くは半熟に近いが、卵が流れるような生焼けではない。そして全く生なま臭ぐさくなく、それどころかまろやかで甘あまい香りが漂ただよってくる。卵になにか香こう辛しん料りようが混ざっているようで、それと合わさった香りがナイトの食欲を倍加させてきた。卵の中には具が入っている。小さめに切った野菜と、何かの肉らしきもの。その正体はわからなかったが、どちらも卵とすごく合っていた。全体的な調和というか、味わい、コク、歯は触ざわり、のど越ごし、後味、全すべてが完璧といってよかった。もしこれが本物のオムレツだとしたら、ナイトが今まで食べていたオムレツなんて、子供の作った卵焼きだ。


「くっ、この味は……」


　ヨルも一口食べて、驚いた表情を浮かべている。その顔は悔くやしそうだ。そして悔しそうにしながら、目の前の料理を黙もく々もくと食べていく。この様子を見る限り、ヨルも料理の味には文句のつけようがないようだ。


「すごくおいしいですよ！　ナナこんなおいしいご飯、今まで食べたことないです！」


「ぐっ……」


　ヨルがすごい顔で歯ぎしりしていた。それはそうだろう、ナイトはため息をつきたくなった。


　ナナのことだから悪意を込めて言ったわけではないのだろうけど、ナナが普段食べる食事はヨルが作っている。そのナナがこんなおいしいものを食べたことがないと言うならば、それはつまりヨルよりもサクラリスの方が料理が上う手まいと認めたのと同じである。


　でも……ナイトも目の前の料理を眺ながめて思った。ヨルもそれなりに料理が得意というか、かなりの腕うで前まえだとは思っていたけれど、上には上がいるものである。ヨルの料理も美う味まいのは間ま違ちがいないが、サクラリスの作ったものの方が技術的には上だろう。


「まだあるから、どんどん食べてね」


　と、サクラリス自身は一いつ切さいハシをつけないまま、席から立ち上がって台所へ向かう。見ると、台所にはまだ火にかけた鍋なべが置かれてあった。ここにある以外にもまだあるのか？


「今テーブルに並べておいたのは、時間がたって冷めても比ひ較かく的てき味の変化が少ない料理だよ。食べ時の限られた料理は、適てき宜ぎ用意していくから」


　言いながら、サクラリスはナイトやナナが食べ終えた皿を片付けていく──気づいてみれば、目の前の皿が空になっていたのである。おいしさのあまり夢中になって食べてしまったのだ。


「こっちのなんか、今が最高の食べ頃ごろだ」


　と、サクラリスは新しい大皿を持ってきた。皿の上には大きな魚が丸ごと一いつ匹ぴきのせられている。薄うす茶ちや色いろのスープの上、何種類かの野菜と共に魚がのっているのである。なにかの煮に魚ざかなか？


「蒸むし料理だよ。今が一番美お味いしいから、取り分けてあげよう」


　サクラリスは慣れた手つきで魚を切り分けて、皿に盛りつけてヨルとナナに渡わたした。


「ナイト君には一番美味しいところをあげよう」


　サクラリスが皿を片手に近づき、ナイトの隣となりに座すわった。


「はい、あーん」


「ぶっ！」


　あろうことか、そのままサクラリスはハシで蒸し魚を持って、ナイトの口元に差し出してきたのである。なんだ、これは？　まさか食べさせようというのか？　こんな場所で！


「な！　ちょ、ちょっと！　あ、あ、あ、あなたたち、何やっているのよ！」


　案の定、ヨルが顔を赤くして叫さけぶ。


「なにって、見ての通りナイト君に食べさせてあげようと思ってね」


「ナイトは子供じゃないわ！　そんなことしなくても、目の前に置いておけば勝手に食べるわよ！」


　ナイトが何か言う前にヨルが言う。まぁ、その通りであるが、でもその言い方だとまるでナイトがペットの動物のようである。


「わかってないようだね、『闇ヤミ』は」


　サクラリスが肩をすくめた。その仕草は、無知な子供を哀あわれむような態度にも見えた。


「何度も言うけれど、全ての料理には食べ時ってものがあるのさ。料理って言うのは刻一刻と変化するもの、一番美味しい瞬しゆん間かんっていうものが必ずあるんだよ」


　サクラリスは手の皿を差し出した。


「たとえばこれだって、ただの蒸し魚じゃない。今が最高においしいのさ。魚の芯しんの骨まで火が通るかどうかの瀬せ戸と際ぎわ、中心部にかすかに血が残っているけれど、決して生ではないこのギリギリのタイミングがおいしいんだよ。今より早かったら生臭さが残っていた。今より遅おそかったら、余熱で中心まで完全に火が通ってしまう」


「それはわかったけど、だからってなんでナイトに食べさせることになるの！」


「その料理の最高のタイミングってものは、作った僕自身が誰だれよりもよく知っている。なら僕が最高のタイミングで食べさせてあげてこそ、最もおいしく食べられるってものさ」


　サクラリスの言い分にも確かに納なつ得とくできる部分はあるが、やはり人に食べさせてもらうのは、気き恥はずかしい。ナイトは当然、断ろうとした。


「サクラリス、やっぱり……」


「はい」


　だが断ろうとしてナイトが口を開いたその瞬間、すばやくサクラリスのハシが、ナイトの口の中に差しいれられた。


「なっ！」


　ナイトは驚おどろきと、口の中のもののせいで声も出せなかった。そしてまさか、このまま口の中のものをはき出すような汚きたないことをするわけにもいかない。やむを得ず、口の中のものを嚙かんでみた。


　──すごく美味い。


　何かの魚らしいが、それはナイトが今まで味わったことのないものであった。口の中の身を嚙みしめると、その肉から濃のう縮しゆくされた魚のエキスがしみ出てきて、口いっぱいに広がっていく。魚の臭みはカケラもなく、芳ほう醇じゆんで豊かな味わいを持つ極上のエキスであった。魚の身は嚙みしめるほどにホロホロと口の中で崩くずれていき、その食感もまた最高の一品であった。


「……美味い」


　ナイトは思わず感かん嘆たんの声を漏らした。それだけ衝撃的な味わいだったのである。


「気に入ってもらえたようだね。無論この僕の作った料理なんだから、最高のものであるのは間違いないけどね」


　相変わらず自信たっぷりなサクラリスのセリフ。だが、実際この料理を見れば、サクラリスの言葉が間違いではないということがよくわかるだろう。


「はい、ナイト君」


　と、ナイトがわずかに口を開いたその瞬間を逃のがさず、サクラリスは巧たくみにハシをナイトの口の中につっこんできた。またもナイトはそのままモグモグと、入れられた魚を食することになった。


「あ、ズルイですよ、先生ぇ」


　それを見たナナが食事の手を止め、ナイトに近づいてくる。


「ナナも先生ぇに食べさせてあげるですよ～」


　と、料理の皿を片手に持ったナナが、笑顔で言う。なんていうか、どうもサクラリスに対たい抗こう意識を燃やしているようだ。ナイトは口の中のものを飲み込んでから言った。


「いや、ナナ。そういうのはいらないからな、もう……」


「ですです」


「ぶっ、こら、うわっ！」


　イスの上に乗ったナナが、料理の皿をナイトの口元に押しつけ、ハシで強引に口の中へと押し込んできた。


「ぬっ、ぐっ」


　マズイ。い、息がつまる。でもここで吹ふき出したら料理が周囲に飛び散って、大変なことになってしまう……ナイトは苦肉の策として、ナナの流し込む料理をほとんど丸呑のみしながら口いっぱいに詰つめ込んで、なんとか食べることに成功した。


「さすがナイト君。なかなかの食べっぷりだね」


　サクラリスがそんなのんきなことを言ってくるが、ナイトは汗あせを流しながら口を必死に動かしていた。今のは、想像以上に苦しい。こんな食べ方続けたら、体がもたない。


「えぇ、全くもって、大した食べっぷりね、ナイト」


　いつのまにかナイトの背後に移動していたヨルが言う。その声は、なにかを必死に押し殺しているかのように震ふるえていた。


　待って欲しい、ヨル。なんでそんな笑顔なのに、こめかみが引きつっているんだ。そしてその手に持った料理の大皿は何だ──ナイトは口に食べ物を詰め込んでいるために、声にならない悲鳴を上げた。


「ナイト。二人の差し出す料理をおいしく食べられるんですもの。まさか、わたしの食べさせてあげる料理が食べられない、なんてことはないわよね」


　まずい、ヨルは本気だ。顔は笑顔なのに、目が全然笑っていない、というか、目が据すわっている。


　ナイトは必死に首を振ふって、ギブアップをアピールしたが、今のヨルにそれは通用しなかった。


「さぁ、ナイト……たぁんと召めし上あがれ」





「……く、苦しい……」


　食事後、ナイトは大きくふくれた腹を抱かかえ、まともに身動きとれないまま、ひっくり返っていた。


　それはまぁ、料理がすばらしくおいしかったことは認めよう。サクラリスの言葉通り、量は多かったけど意外にあっさりしていて、食べやすかったのも認める。けれど……あの食べさせかただけはないだろう！


　結局あの後、ヨルにナナ、サクラリス、三人が交こう互ごにナイトに無理矢理料理を食べさせようとして、逃にげ場ばのないナイトはその全てを食べる以外に選せん択たく肢しはなかったのである。


　なんていうか、あの三人がお互たがい張り合って我先にナイトに食べさせようとして、もうおなかいっぱいだからいらない、なんて言ったらそれこそ殺されそうなくらい剣けん呑のんな空気だったのだ。ナイトはその試練に直面し、見事全てを食べきったのである。自分で自分を誉ほめてやりたい。というか、思い出すとなんだか涙なみだが出てきた。


　これはあれだ。ノドに管を通して強制的にエサを食べさせるという北京ペキンダックやフォアグラのガチョウのような気分だ。脂し肪ぼう肝かんになったらどうしよう。


「先生ぇ、大だい丈じよう夫ぶですか？」


　と、ソファでひっくり返っているナイトにナナが近づいてきた。食事は終わって、サクラリスは後片付けをしているはずだ。ヨルの姿も見えないので、それを手伝っているのかもしれない。


「先生ぇおなかいっぱいですか？」


「あぁ、おかげさまでな」


　行ぎよう儀ぎが悪いが、寝ねたまま答えるナイト。ナナは嬉うれしそうに頷うなずいた。


「ですぅ～。先生ぇに喜んでもらえたなら、それはナナの本能ですよ～」


　すごい本能だな！　おそらくは本望、もしくは本ほん懐かいと言いたいのだろう。そして予想通りではあるが、この子に皮肉は通じない。


「苦しそうですね、先生ぇ」


「あぁ……少し食べ過ぎた」


「ですです。ナナそう思って、いいもの持ってきたですよ」


　と、ナナがなにかを差し出してきた。コップに入った水と、何かの錠じよう剤ざいだった。


「お薬です。これ飲めば、楽になるですよ」


「胃腸薬か」


　確かに今日は食べ過ぎた。このままだと胃がもたれて大変なことになる。薬を飲んでおいた方がいいかもしれない。


「ありがとう、ナナ。もらうよ」


　上半身を起こして、ナナから薬と水をもらう。正直水も入らないほどの満腹状態なのだが、小さな錠剤くらいはなんとか飲めるだろう。


「ですです～。その下剤を飲めばスッキリするですよ」


「ブゥゥッ！」


　口から水ごと薬を吹き出した。な、なんて言った、この子は？


「あぅ～、先生ぇ汚いですよ～」


　ナナが眉まゆ根ねを寄せ、布ふ巾きんで飛び散った水をふいていく。ナイトは咳せき込みながら言った。


「下剤なんていらん！　君は俺を殺す気か！」


　今のこの状態で下剤なんか飲んだら、いったいどうなるのか……想像したくない。


「です～。ナナ、失敗しちゃったですか？」


　シュン、と、小さくなるナナ。ナイトは悪くないのに、小さな子にこんな態度に出られると途と端たんに罪悪感がこみ上げてくる。


「ま、まぁナナ。あまり気にするな。失敗は誰だってするものだからな」


「ですよね！　ナナ気にしないです～」


　……あいかわらずクヨクヨしない子だ。それはこの子の長所なのかもしれないけど、もう少し反省したって罰ばちは当たらないと思う。


　ナイトはソファの上に座ったまま、なにもすることがないので、ボーッとしていた。というか、満腹で動く気がしないのである。思考回路もあまり働かないし。


　本当は寝っ転ころがっているのが楽なのだが、ナナがそばにいるので行儀が悪い姿を見せるわけにもいかず、こうして無理矢理体を起こして座っているのである。


　一方のナナは、用は済んだはずだが、ナイトの向かいに座ったまま、動こうとしない。自分で用意してきたコップを両手でもって、中のジュースをチビチビ飲んでいる。ナナを追い返す理由もないので、好きにさせておいた。


　そのまま、数分の沈ちん黙もくが流れただろうか。ナナが、ポツリとつぶやいた。


「先生ぇ、いいですか？」


「ん？」


　なにやら、改まった様子である。ナナにしては珍めずらしい。いったい何事だろう？


「先生ぇ、あの人のこと、結局どうするですか？」


「あの人？」


　聞き返すまでもないだろう。今の状じよう況きようにおいてあの人というと、サクラリスのことを指すに決まっている。


「先生ぇ、いつまでこんなこと続けるですか？」


「続けるのか、って言われてもな」


　それはナイト自身悩なやんでいることだ。


　人の感情を理解できないというサクラリス。現在ナイトとは友人関係にある。そしてサクラリスはサクラリスなりに、ナイトに好意を抱いだいているようである。わざわざ料理を披ひ露ろうしてくれているのだから、間ま違ちがいないだろう。


　サクラリスは確かに敵の魔ま乖かい術じゆつ師しだ。いや、だったというべきか。


　サクラリスは魔ま宴えんの参加者であり、ナイトたちの敵だった。だがサクラリスは自らの保有していた『異イ』の魔道書『如イ何カなる異イ界カイの怪カイ書シヨ』をヨルに譲じよう渡としたのである。現状、サクラリスとの敵対関係は解消されている。


　それ以上にナイトは、サクラリスが悪人だとは思えないのである。いや、サクラリスは唯ゆい我が独どく尊そんというか、他人を寄せ付けない雰ふん囲い気きがあって善人とは言えないけど、けっして話の通じない相手ではないと思う。そんなサクラリスがナイトに自らの悩みを相談してきたのだ。ナイトの人ひと柄がらとして、そんな相手を無視するわけにはいかない。できればサクラリスの望みを叶かなえてやりたいと思っていた。


「まぁサクラにも多少無茶なところはあるけど、悪人じゃないと思うんだ。あいつが俺と友人になりたいなら、俺も拒こばむ理由はないさ」


「……先生ぇ、それでいいんですか？」


　ナナが、静かに尋たずねてくる。


「先生ぇ、他にやることたくさんあるのに、そんなことまでやろうとして、本当にいいですか？」


　それは無論、サクラリスと和解したとは言っても、魔宴は終わってはいない。まだ二人、まだ見ぬ魔宴参加者が残っている。その戦いが終わらない限り、ナイトたちに安息はない。


　だが現状、ナイトの知りうる限りで最高の魔ま乖かい咒じゆ技術を持つサクラリスと友好関係を結んでおくことは、今後の展開上、有意義なはずである。


　もちろんナイトはそんな打算的な考えのみでサクラリスに近づいたわけではないが、サクラリスを拒む必要がないのも事実である。


「でも先生ぇ、それって、ナナ達じゃダメってことですか？」


　ナナが、鋭するどく尋ねてきた。


「ナナと先生ぇとヨル姉様、今まで三人でうまくやってきたです。そこにあの人まで入ってくるってことは、先生ぇは三人じゃ満足できなかった、ってことですよね？」


　言われてみれば、たしかにそう解かい釈しやくもできるな、とナイトは思った。けれど、そう思われるのは心外である。


「そういうわけじゃないさ」


　やんわりと否定するナイト。


「俺とヨル、最初は二人だった。そこにナナも加わって三人になった。二人だけじゃ満足できないからナナを受け入れた訳じゃないさ。ナナにとって俺たちと一いつ緒しよにいるのが最上だと思ったから、だから受け入れたんだ。サクラも同じことだよ」


「ですか～」


　ナナが神しん妙みような様子で頷く。


「ナナはそれでもいいですけど、ヨル姉様は納なつ得とくしてないですよ」


「……ナナもそう思うか？」


　ナイトは重いため息をついた。ヨルとサクラリスの問題は、やはり無視できない問題のようだ。


　そもそもヨルは、ナナがこの家に来たときもあまりいい顔をしなかった。ナナはヨルになついていたけれど、ヨルはナナに対して冷れい淡たんな態度しか見せなかった。数か月以上の時間がたって、ようやく今のようにうち解けるようになったのである。


　ヨルが特別頑かたくなであるとは思わない。むしろ問題は、八や祖そ同士の確かく執しつである。系統の違う魔乖術師同士はかなり不仲であるらしい。どの八祖にも所属しないナイトにはピンと来ないのだが、ナナのように人見知りしない性格の方が珍しいようだ。


　そのナナでさえ、サクラリスに関してはなかなかうち解けようとしない。やはりこの問題は、ナイトではどうしようもないのだろうか？


「ヨル姉様、今のままじゃ、かわいそうですよ。ナナ、見てられないです」


　かわいそう？　どういうことだ？


「先生ぇ、本当にわからないですか？」


　ナナが、かわいそうな子供を見るような目でナイトを見てきた。ナイトは慌あわてて答える。


「いや、でも、ヨルだって、普ふ段だんは別に態度もそこまで変わらないし……」


　サクラリスが来てからヨルも不ふ機き嫌げんそうに見えるけれど、それはまぁ、ヨルが不機嫌なのはいつものことだし、なんだかんだ言ってサクラリスを拒きよ絶ぜつもしないのだから、ヨルなりに受け入れてくれていると思うのだが……


「全然ダメです。先生ぇさっぱりわかってないですね」


　ナナが小さな肩かたをすくめてつぶやく。


「こんなの、おバカさんなナナでもわかる簡単なことですよ。先生ぇって、頭いいのに、こ～ゆ～ことって鈍にぶいですよね」


　……ナナに鈍いって言われた。ショックだ、色んな意味で。


「ヨル姉様、本当はすごく寂さびしいですよ。本当は先生ぇと二人っきりになりたいのに、いきなり変な人が来て邪じや魔ましてきて、すっごく寂さみしがってるです」


「ヨルが？」


　それは予想外の言葉だった。ヨルが寂しがっている？　ナイトは最近のヨルの様子を思い返してみた。


　それはまぁ、なんていうか、いつも不機嫌そうっていうか、顔をしかめていることが多かった気もするけれど……でもナイトが声をかけると、なんでもない、って答えるし、少なくとも寂しそうな様子は全然見えなかった。


「……いや、そんなことないだろう」


　ヨルは強い女性だと、ナイトは思っている。そのヨルが寂しがっている姿は想像できない。少なくともヨルは、そんな態度を決して表に出そうとはしないだろうし、変に気き遣づかうのはかえって失礼に値あたいするだろう。


　だがナイトの答えを聞いたナナは、むしろムッとしたようだった。


「先生ぇ、本気ですか？」


　その声はナナにしては珍しく、怒おこっているようにも聞こえた。


「本気でそう思ってるなら、ナナ先生ぇをけ～べつしないといけないです」


　軽けい蔑べつ？　それはまた、嫌きらわれたものだ。


「先生ぇ、結局、先生ぇは誰だれが好きなんですか？　ヨル姉様とナナと、どっちの方が好きなんですか？　答えて欲しいです」


　いきなり重い問いかけだ。ナイトはどう答えたものか悩んだが、ナナのいつになくまじめな態度に、真しん剣けんに答えねばならないな、と考えた。


「……どっちも好きだよ」


　ナイトは、そう答える。


「二人とも好きさ。順位がつけられないくらい、二人とも大好きだよ」


　それがナイトの本心だ。ウソではない。今や二人は、ナイトにとって家族同然。双そう方ほうが大切な存在であることに間違いはない。


「ナナ、先生ぇのこと好きですよ」


　ナナが、言う。


「ヨル姉様のことも大好きですけど、先生ぇのほうが、もっと大好きです。先生ぇのためなら、ナナの命あげてもいいくらい好きですよ」


　ストレートな言葉に、ナイトも答えた。


「……ありがとう、ナナ。でもな、いくら好きでも、自分の命を簡単に捨てたらダメだ」


「ですね……でも先生ぇ。ナナはいいですけど、ヨル姉様は、たぶんそれだと納得しないですよ」


「どういうことだ？」


　はぁ、ナナはため息を吐ついた。


「それをナナに聞くのは、ルール違い反はんですよ、先生ぇ」


　なんだろう。今日はナナがいつになく饒じよう舌ぜつだ。


　最近、ナナがこういう態度をとることが多い。ナナは普段ボケボケな子供ではあるが、その実鋭い洞どう察さつ力を持っていることをナイトは知っている。でも最近のナナは変だ。言葉にうまくできないけれど、ナナは、なんていうか……らしくないと言えばいいのだろうか？


「でも先生ぇ、気づいてるですか？　ナナもヨル姉様も、そして先生ぇも、いつ死ぬかわからないですよ」


　ナナが言う。口調はいつもの明るい調子だったが、語る内容は重い。


「『天テン才サイ』の人は、すっごく強いですよ。あの人が本気になったら、たぶんナナ達は一秒で皆みな殺ごろしです。ナナ達は、明日あした死ぬかもしれないです。もしかしたら今日死ぬかもしれないです。先生ぇは、そんな状じよう況きようで、今のままでいいんですか？」


　ナナのその問いかけは、ナイトが今まであえて考えてこなかった部分だ。


　わかっている、わかっているさ──ナイトはそう思った。


　諸しよ行ぎよう無む常じようという言葉もある。不変のものなどこの世にないのだ。今の生活が居い心ごこ地ちがいいとして、それが未み来らい永えい劫ごう続く保証はないし、むしろ続かないと考えるべきなのだ。


「先生ぇは、結局誰が一番大切なんですか？」


　ナイトが一番護まもりたいもの、一番かけがえのないもの、それは……


「……ナナもヨルも、どっちも好きだ。二人とも俺の大切な、家族の一員だ。だからその二人が危なくなったら俺はどんなことをしてでも、二人を助けようとする。でも今は、それと同じくらい、サクラリスのことも助けてやりたいんだ」


「先生ぇは、ナナ達全員が同じくらい大切なんですか？」


「俺は……」


　口ごもるナイト。自分自身、その答えがなんなのかはっきりしないのだ。


「…………」


　沈ちん黙もくするナイトを見て、ナナは、呆あきれとも諦あきらめともつかないため息をもう一度吐いた。


「もういいですよ、先生ぇ」


　そう言って、ナナは立ち上がった。


「ナナは別にいいですけど、でもそ～ゆ～こと、はっきり言ってもらわないと、気にする人もいるですよ。そのことだけは、忘れないで欲ほしいです」


　大人びた仕草で首を振ふるナナ。


「ヨル姉様はナナなんかより強い人ですけど、結局はか弱い女の子ですからね」


　そこでナナは、小声で一言だけ付け足した。


「ナナも同じですけどね」


「なんだって？」


「なんでもないですよ」


　ナナはそのままゆっくりと歩き出した。ナイトはその背中にどう声をかけていいかわからず、結局は黙だまったままである。


「……先生ぇ」


　と、部屋の入り口でナナは足を止め、振り返らないままナイトに声をかけてきた。


「もし、あの『天テン才サイ』の人が邪魔なら……ナナがぷっ殺してあげるですよ？」


　静かに、平へい坦たんな声で告げるナナ。背後からはナナの長い髪かみが見えるだけで、その表情は窺うかがえない。


「『天テン才サイ』の人すっごく強いですから、たぶんナナもぷっ殺されちゃうですけど、でもやり方次し第だいで最悪同士討うちくらいにはできるですよ」


「ナナ、もういい」


「先生ぇとヨル姉様のためなら、別にナナ、それでもかまわな……」


「もういい、やめろっ！」


　ナイトは思わず大きな声を出した。ナナもそれで押おし黙る。


「もういいんだよ、ナナ……君は、君のしたいことをすれば、それで……」


　ナイトは、泣きたい気分だった。結局のところ、全すべての原因はナイトなのだ。ナイトのせいでナナにもヨルにも、そしてサクラリスにも迷めい惑わくをかけている。そのことは自分でもわかっているのに、どう解決すればいいのか、自分でもその方法がわからない。
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「……ごめん、ナナ。近いうちにきっと、なんとかする。俺が絶対、なんとかしてみせる」


「ですか～」


「おやおやおやおや、なんだいナイト君。なにか面おも白しろいことでも話しているのかい」


　と、ひょっこり現れたサクラリスがナイトに近づいてきた。


「せっかくだから僕も会話に混ぜてくれないかな」


「……さよならです」


　ナナはそのままプイと、立ち去っていった。


「サクラ……まさか聞いていたのか」


「なんのことかな」


　微び笑しようをたたえたまま、サクラリスはソファに腰こしを下ろした。今のタイミングで会話に割り込んでくるとは、当然タイミングを計っていたとしか思えない。


「勘かん違ちがいしないで欲しいけれど、僕がそんな盗ぬすみ聞ぎきなんて低てい俗ぞくなマネをするような人間だとは思って欲しくないね」


　と、サクラリスは弁明をする。


「でもね、僕にはわかるんだよ」


「なにがだ？」


「全てがさ」


　サクラリスが大きく手を広げた。


「僕はこの世のあらゆる事象を知覚することができる。故ゆえに僕の知らない情報はないのさ」


　大げさなことを言っているけれど、それはつまり……


「……盗み聞きしていたんだろ？」


「いやいやいやいや、だからそれは違う、否いなだと言ったはずだよ。僕はそんなつまらないことはしないさ。こそこそ聞くまでもなく、僕は全てを知ることができるんだ。そしてその力故に、僕は『天テン才サイ』と呼ばれているんだよ」


　と、変わらぬ微笑を浮うかべるサクラリス。その微笑ほほえみは、いわゆるアルカイックスマイルのようであり、その内心を外側から窺うことは難しかった。


「それはそうと、ナイト君。夕食はどうだったかな」


　と、話題を変えてくるサクラリス。そう言えば礼を言っていなかったな、と思い出すナイト。


「あぁ、おいしかったよ。ごちそうさま」


　素す直なおにそう感想を言った。実際サクラリスの料理は量が多い上に食べさせ方に問題があったものの、それ以外は完かん璧ぺきと言っていい出で来き映ばえだった。あの味なら、レストランを開いても問題ないレベルだったと思う。


「君が喜んでくれたなら最上だね」


　と、返事をするサクラリス。


「料理が得意だったんだな」


「そうかい。僕は特別得意とは思ってないけどね。とはいえ、僕に不得手なものはないけどね。概がいして言えば、地球人類に可能なことなら僕にできないことはないよ」


　淡たん々たんと豪ごう語ごするサクラリス。だが、彼女の場合それが自信過か剰じようでもないというのがすごいところだ。


「いや、でも実際あれだけ作れたらたいしたものだろう？」


「うん、そうだね。まぁ確かに、練習なしの初めてにしては、それなりだったかな」


「……え？」


　今、とんでもないことを言わなかったか？


「……なぁ、サクラ。料理って、割と作る方なのか？」


「いや、さっき生まれて初めて作ってみたところだよ」


　……ウソだと言いたい。けれどサクラリスが冗じよう談だんを口にしない人間だということは、ナイトも知っていた。


「本当に、初めてなのか？」


「もちろんさ。まぁ君に喜んでもらえてよかった。あんなものでいいなら、これからも毎日だって作ってあげるよ」


　肩かたをすくめてつぶやくサクラリス。その態度は得意げ……というわけではなく、どことなくつまらなそうな様子だった。


「実際あれくらい、たいしたことはないよ。今の時代、最高の料理なんて、有名なレストランに入ってお金さえ払はらえばいつでも食べられるものさ。そして一度食べれば料理の味なんて簡単に覚えられるからね。後は同じ材料と同じ調味料を用意して、一定の手て間ま暇ひまをかけて調理するだけでほぼ同じ味が再現できるからね、ちっとも難しいことじゃないよ」


　いや、ナイトは料理に関して詳くわしいわけではないが、常識的に考えてもサクラリスの言葉が常人にできるレベルの芸当ではないことは、よくわかった。


　ナイトとしてはもう、ひたすら驚おどろいて感かん嘆たんするだけである。


「やっぱり、お前ってすごいんだな」


「違うよ、ナイト君」


　首を振るサクラリス。


「確かに僕は『天テン才サイ』なんて呼ばれる存在ではあるけれど、実際のところ別にすごくもなんともないよ。だって僕は僕。ただそれだけの存在さ。僕が優すぐれているわけでも劣おとっているわけでもない。そもそもが、僕と人類を比ひ較かくすること自体無意味なんだから」


　相変わらず、なにが言いたいのかいまいちわかりにくいセリフだ。


「人がチンパンジーより賢かしこいからといって、そのことを誇ほこりに思ってもしかたがないよね。僕にとってはそれと同じことなんだ。僕と人類とを比較したところでそこに有意義な結果があるとは思えないんだ」


「ずいぶんな自信だな」


「自信ではないけど、あまりこの話題を続けても実りある結果にはならないようだね」


　サクラリスは静かに頭を振った。


「では話を戻もどすけれど、料理は満足してもらえたようだね」


「あぁ……いろんな意味で満足したよ」


　料理が美う味まかったのは認めるが、できればこんな食事は二度としたくない。


「ならば、遠えん慮りよはいらないよ。これからも毎日作ってあげよう。きっとそれがいいね、うん、それが最上だ」


　サクラリスが頷うなずきながら言う。


「君の日々の食事を観察していて思ったけれど、いささか問題があると思うんだ。それなりの食事ではあるけれど、日々のメニューが似通っているね」


　毎日ヨルが作る食事は、ナイトの好みに合わせて和食中心だ。生きつ粋すいのオーストリア人であるヨルががんばって作ってくれるのだが、レパートリーは広くはないので、どうしてもある程度同じメニューをローテーションしてしまう。


「君の好みに合わせてはいるんだろうけれど、若じやつ干かん栄養バランスに偏かたよりがあるね。塩分が多い上に、カリウムが少ない。日本人はそういう傾けい向こうがあるけれど、長期的に見てよくない傾向だよ」


　確かに日本人が塩分をとりすぎる問題は、テレビでもよく言っている。


「その点、僕なら日々の完璧な栄養調整を行ってみせよう。例えばだけど、前衛タイプの魔ま乖かい術じゆつ師しなら、君はもう少しタンパク質とビタミンＢをとるべきだね。他にも改善すべき問題はあるけど、僕なら全て解決できる。そういうわけだから、これからの食事は僕に任せておいて欲しいね」


　サクラリスはもはや決定事じ項こうを告げるように言ってきた。ナイトは、少し待ってくれ、と遮さえぎる。


「いや、それはいい。サクラ。食事を作るのは今日だけでいいよ」


「なぜそんなことを言うのかな、ナイト君。僕は君のことを思って提案しているんだよ。どこにも反対すべき理由はないはずだけどね。僕らは友人同士なんだから、下手な遠慮など不要だよ」


「遠慮じゃないさ」


　わかっている──サクラリスがよかれと思ってこの提案をしてきたということは、ナイトにもよくわかっていた。だから断るのは心苦しいが、そのことははっきり言わなくてはならない。


「今回は特別だ。俺は元々、ヨルに食事のことは任せていたんだ。その信しん頼らいを、俺の方から裏切るわけにはいかない。毎日の食事の用意は、これから先もヨルに頼たのむよ」


「不可解だね、ナイト君」


　サクラリスは、心底わからない、といった様子だった。


「『闇ヤミ』などより僕の料理の方がおいしかったはずだよ。僕ならもっとバリエーションも増やして、栄養学的に問題ないものを作ることができる。なのに、なんで拒こばむのかな」


「あぁ、つまりだな……」


　ナイトは言葉を探した。サクラリスの好意を否定しているわけではないし、むしろそれは嬉うれしい。だが、断り方が難しい。


「つまり、俺はヨルの作る料理の方が好きなんだ」


「個人の嗜し好こうってことかい」


「そう。確かにお前の料理は美味かったよ。でも、味が上品すぎて、毎日食べ続けたら飽あきそうだ。俺はあいにく育ちが悪いモンでね、体には悪くても、もっと俗ぞくっぽい味が好きなんだよ」


「それはよくない傾向だね。食生活は人間の肉体の根本を司つかさどるものだよ。疎おろそかにしていては君にとっての不利益にしかならない」


「とにかくだ。この家では、料理の仕事はヨルのものって決まっているんだ。腕うでのいい料理人が後から来たって、ヨルを解かい雇こする理由にはならないんだ」


　そう説明すると、なるほど、とサクラリスは頷いた。


「つまり、そういう契けい約やくだったというわけだね」


　契約というと堅かた苦くるしいが、ヨルを信頼して任せているのだから、それでもいいのかもしれない。


「なるほど、不可解ではあるけれど、全く理解できないわけではないね。共有した時間に比例して増す親近感から実益を無視して便べん宜ぎを図る人間の行動、僕とて知らないわけじゃない」


　サクラリスは何事も小難しく言い回すのが好きである。


「あぁ、ＯＫだよ、ナイト君。納なつ得とくしたわけではないけれど、この件に関してはこれ以上とやかくいう気はないよ」


　と、もう一度肩をすくめるサクラリス。声に抑よく揚ようがとぼしいので、本心ではどう考えているのかがよくわからない。


「しかし、これは困ったね。僕の計画が少し狂くるってしまった」


　サクラリスが腕うで組ぐみをして首をひねる。珍めずらしく悩なやんでいるようだ。


「友人である君に僕の親愛の証あかしとして料理をプレゼントしようと思ったんだけど、それほど喜んではもらえなかったようだね」


「いや、料理してくれたことはすごく嬉しかったぞ。ただ、料理はヨルの役目ってだけの話だ」


「うん、わかっているよ。ただこのままだと僕の気持ちが収まらないのさ」


　サクラリスはそういって立ち上がった。


「僕らの友情関係をより強固なものにするためにも、僕は君のために何かしてあげたいと思っているんだ。色々考えてはみたんだけれど、なにをしたら君が一番喜ぶのか、どうしてもわからない。ナイト君。君は何か、僕にやって欲ほしいことはあるかな。欲しいものでもいいよ。なんでも言って欲しい」


「いや、特にはないな」


「それはウソだ。欲よく望ぼうのない人間は存在しない。人間は生きている限り欲よつ求きゆうとは無む縁えんではいられないんだよ」


　それはまぁ、ナイトだって年とし頃ごろの少年なわけで、欲しいものは何もないのかと言われればウソになる。しかしナイトが比ひ較かく的てき無む欲よくな少年であるのは間ま違ちがいないし、サクラリスにお願いしてまで欲しいものなどないというのはウソではない。


「そうだな……力が欲しい、と思うことはあるけれどな」


　何気なくつぶやくと、サクラリスが反応した。


「力？　それはどういうものだい」


「言葉通りだよ。もう少し強くなりたいとは、時々思うことだ」


　ナイトは正直に答えた。


「魔ま宴えんとかを戦っていると、世の中俺より強いやつなんていくらだっていることが、イヤっていうほどわかってくる。そういう連中を倒たおせる力が欲しいとは、たまに思うさ」


「なるほどね……ただ君の言うことはなかなか難しいね。実質問題、君の実力はかなりのものであることは僕が認めよう」


「本当か？」


「そうだね。僕の知る限り、現存する魔ま乖かい術じゆつ師しの中では、十本の指に入るのは間違いないよ、君の実力は」


　魔宴を戦う魔乖術師は、誰だれもがトップクラスの実力である。それと渡わたり合えるのだから、ナイトの実力もそれに近いレベルにあるだろう。


「むろん、僕には遠く及およばないレベルではあるけれどね」


　……さらりと言ってくれた。いや、ナイト自身、サクラリスの段だん違ちがいの実力はわかっているのでいまさら悔くやしい思いなどないが、やはりはっきり言われると複雑な気分になる。


「とはいえ、現状君の年ねん齢れいでその実力なら、焦あせるほどのものではないだろうけどね。実際後数年たてば、君は魔乖術師の中でも三本指くらいは狙ねらえるレベルになるだろうしね」


「でも、俺は今強くなりたいんだ。魔宴を勝ち抜ぬく力が、必要なんだ」


　今まで戦ってきた魔乖術師達──『偽ニセ』のミハイル、『歪ワイ』のエリザベート、そして『先生マイステリン』……誰を相手にしたときも、ナイトは苦戦し、実際殺されたことさえある。ナイトに非ひ凡ぼんな才能があるのは間違いないが、実戦ではその実力が十二分に発揮されているとは言えなかった。


「なるほど……でも、なかなか難しい話だね。君の実力で、短期間で劇的にパワーアップさせる方法というのは、現実的ではないよ」


「まぁ、そうだろうな」


　ナイトだってわかっている。一いつ朝ちよう一いつ夕せきで人は強くなったりしないのだ。


「……まぁ、僕が作った薬を飲めば魔ま力りよくが今の倍になるけど」


「そんなことができるのか？」


　まさか、そんなものがあるとは思わなかった。


「副作用で、一月ほどで効果が切れた後は魔力が元の半分になっちゃうけどね」


「意味がないな」


「無理矢理肉体を改造しても、その反動は必ずあるよ。君の望むパワーアップの方法は、この世に存在しないさ」


　だろうな──ナイトだって、そこまで甘あまい期待をしていたわけではないのだ。


「でも、ここで親友の願いを無む碍げに断ったとあっては、僕も『天テン才サイ』の名折れというものだよ」


　サクラリスはそう言って、部屋の出入り口に向かって歩き出した。


「数日の間ここにはこれないかもしれないけれど、心配はいらないよ。僕なりになんとか手を打ってみようじゃないか」


「どういうことだ？」


「なに。ただ、次にここへ来るときは、きっと君も気に入るプレゼントを用意できると思うよ」


　謎なぞめいた微び笑しようを浮うかべ、サクラリスはそのまま姿を消した。文字通り、搔かき消けすように消えてしまったのである。詳しよう細さいを尋たずねるヒマもない、あっというまのことだった。まさに神しん出しゆつ鬼き没ぼつである。


「……何をする気だ、サクラの奴やつ？」


　ナイトは思わずそうつぶやいた。なにか、どんなことが起こるにせよ、絶対面めん倒どうなことになるだろうな、ということが想像できた。そして、実際その予想は正解することになるのである。





　食事の後自室に引っ込んだヨルは──最近の日課と化してしまった自己嫌けん悪おに陥おちいっていた。


「また、やっちゃった……」


　青い顔でそうつぶやき、後こう悔かいからベッドの上に倒れてゴロゴロ転がるのである。


「違うのよ。別にナイトに対して怒おこっていたわけじゃないのに……」


　食事の時はつい意地になってナイトにつっかかってしまったけれど、あれがヨルの本心ではない。というか、ヨルはサディストではないのだ。好きな人を虐いじめて喜ぶ性せい癖へきなどない。いや、ナイトのことが好きなのかどうかはまた別の問題だが……


「とにかく、このままではまずいわ、色んな意味で」


　そうつぶやいて、親指の爪つめを嚙かむヨル。まずいのはもちろん、サクラリスのことだ。サクラリスの行動は日に日にエスカレートしていると言ってもいい。サクラリスはきっと、ヨルのこの家での居場所を奪うばう気なのだ。


「だいたいナイトもナイトよ。あいつに甘い顔ばかりして……」


　ナイトに怒っているわけではないのだが、不満がないわけではない。ナイトの性格はヨルもよく知っているので、この際細かいことはどうでもいい。得体のしれないサクラリスと友達になって、相手が我わが物顔で毎日押しかけてくるのを黙もく認にんしているのも、まぁしかたない。ナイトはそういう性格だ。頼たよられるとイヤとは言えない、損な性しよう分ぶんである。まぁ、それが美点であるのだが……


　でも、もう少し毅き然ぜんとした、はっきりとした態度をとって欲しい。そう、例えば、ナイトが一番好きな相手が誰であるかとか……


「って、それはまずいわ」


　ハッとするヨル。


「もしそれで、わたし以外の人が好きとか言われたら……」


　立ち直れないかも……小声でつぶやくヨル。想像すると、なんだか本当にそうなりそうな気がしてきた。ネガティブな思考に陥ると、どこまでも転がり落ちるタイプである。


「ナイトって……わたしのこと好き……なのかしら？」


　なんだか自信がない。でも、こっちだって今まで色々とアプローチしてきたんだし、さすがにナイトが鈍にぶくたって、いい加減気づいたって……


「……よく考えたら、告白したのってわたしだけでナイトは返事すらしてないってこと？」


　なんだか、自分の記き憶おくを探さぐるとそんな気がしてきた。


　そうだ。この前もそんなことで悩んだけど、結局サクラリスが来てドタバタして、うやむやになった気がする。そもそもヨルが告白したこと自体を、ナイトは知らないのではないだろうか？


「それはまぁ、わたしもあんな時に言ってしまったのはタイミングが悪いけど……」


　エリザベートにナイトが操あやつられているとき、ヨルは確かに告白したはずだ。だが、肝かん心じんのナイトが全く覚えていないのならばその告白は無意味だ。そもそも、あの朴ぼく念ねん仁じんで純情なナイトが、ヨルから告白されて、そのまま何事もなく日常生活をおくれるとも思えない。つまり、ナイトは全く覚えてないのだ、あのことは！


「なんてことよ……最悪だわ」


　ギリッ、と思わず歯ぎしりをしてしまうヨルである。これはマズイかもしれない。


　なにしろ、サクラリスがナイトにベタベタしてくるのも大目に見てきた背景には、ナイトと自分は相思相愛だ、というヨルの想おもいがあったためだ。だがそれがただの思いこみで無意味だったとしたら……


「……マズイ、マズすぎるわ！」


　ただでさえ子供相手には弱いナイトだ。何かの拍ひよう子しに口が達者なサクラリスの舌先で丸め込まれて、血迷ってしまう可能性がなきにしもあらず……


「……で、でも、ナイトがサクラに構うのは、捨て犬を拾って面倒を見ているようなものよね。ナイトは優やさしすぎるから……決して、サクラリスに惹ひかれているわけは……」


　ヨルはサクラリスの姿を思い浮かべた。中性的でエキゾチックな風ふう貌ぼう……正直、かなりの美び貌ぼうだ。同性とは思えないほど、人にん間げん離ばなれした容姿をしていると思う、もちろんいい意味でだ。


「で、でも負けてないわよね。わたしだって自分のかわいさには……」


　普ふ段だん口に出すことはないが、ヨルとて年とし頃ごろの少女。その辺りに関してはそれなりに自信があった。


　姿見の前に立って、鏡の中の自分を確かく認にんする。


「そうよ、こうやって見ると……わたしの方がスタイルいいわよね。少なくとも、胸とかは勝っているわ」


　どちらかというと瘦そう身しんなサクラリスは、肉感的なボリュームに乏とぼしい。ヨルはちょっと肩かたを寄せたりして、胸を強調するポーズをとってみた。


「そうよ、わたしの方が上よね。これならナイトだって……」


　でもナイトがその辺りを気にしているそぶりは見たことがない……いや、待て。サクラリスは確かに肉付きは薄うすいけど、その分スラリと均整のとれた体つきだ。恐おそろしいほど小顔だし、手足も長く、モデル並みの体形だ。ナイトも肉感的な女性より、そういう均整のとれた体の方が……


「まずいわね」


　だとしたら、やはり問題だ。今までヨルと一つ屋根の下に暮らしていながらヨルの色いろ香かに迷わなかったのも、それが原因か？


「やっぱりナイトは……年下のツルペタ好きなのね！」


　前々から疑っていたロリコン疑ぎ惑わくが再浮ふ上じようしてきた。なにしろサクラリスは、あぁ見えて四歳さいなのだ。ロリコンならば大喜びするシチュエーションである。


「とにかくなんとかしないと……」


「なにをですか？」


「もちろんナイトのことよ」


「先生ぇをどうするですか？」


「それはもちろん……って、ナナ！」


「です？」


　気づけば、いつのまにかナナがヨルの部屋に入って不思議そうに首をかしげている。


「また勝手に入ってきて！　人の部屋に入るときはノックしろって、いつも言っているでしょ！」


「やましいことをしているからですか？」


「やま……そんなわけないでしょ！」


「なら入ってもいいですね」


「くっ」


　ヨルは思わず歯がみした。どういうわけか、ナナは最近口が達者になってきている。いったい誰だれの影えい響きようだか……


「それよりヨル姉様。これからどうするですか？」


「どうするって、なんのこと？」


「『天テン才サイ』の人のことですよ」


　ナナが何気ない仕草で言った。


「ジャマなら、ナナがぷっ殺してあげるですよ」


　え!?　ヨルは驚おどろいてナナを見返したが、ナナはいつもと変わらぬ様子だった。いつもと同じ、無む邪じや気きな様子で告げる。


「ヨル姉様の命令なら、ナナがあの人ぷっ殺してくるですよ」


「……あなたではムリよ」


　静かに、ヨルが言う。


「あなたでは、『天テン才サイ』には勝てないわ」


「ですね～」


　ナナもあっさりそれを認める。


「でも、相打ちくらいならたぶん、ナナでもできるですよ」


「仮にできたとしても」


　ヨルが言う。


「あなたにそれをさせる気はないわ」


「ですか？」


「ナナ。あなたもいい加減、身の振ふり方を考えなさい」


　ヨルは、ベッドに腰こし掛かけてふぅ、と息を吐はいた。


「永遠に今の生活を続けるわけにはいかないんだから」


「ナナ、先生ぇやヨル姉様と、ずっと一いつ緒しよにいるですよ」


「それはムリなのよ、残念だけどね」


　ヨルは冷たく言い放った。


「魔ま宴えんは、いつかは終わるわ。わたし達が勝つにしろ、負けるにしろ、あなたは最後までつきあう必要はないのよ」


「ナナなら心配いらないですよ～」


　ヒラヒラと手を振るナナ。


「ナナは先生ぇやヨル姉様と一緒にいるのが一番幸せですから」


「だとしても、考えておくべきよ」


　ヨルは頭を振って告げた。


「あなたの人生はあなただけのものだから好きにすればいいとは思うけど、あなたにはあなたの責任があるわ。それだけは忘れないで」


「責任ですか？」


「あなたは『歪ワイ』の魔ま乖かい術じゆつ師しなのよ」


　ヨルは八や祖その事情を語った。


「わたしも伝聞だけれど、八祖は今混乱のさなかにあるわ。『歪ワイ』のクライン家が断絶しかかっているというのが最大の問題ね。エリザベートは死亡して、『歪ワイ』にはもうめぼしい魔乖術師が残っていないの。このままだとクライン家は八祖から抹まつ消しようされるかもしれないわ」


「でもナナみたいなおバカさんじゃ、なにもできないですよ～」


「あなたはね、『歪ワイ』当主の直系なのよ」


　この場合、魔ま乖かい咒じゆの実力は問題ではない。血筋を途と絶だえさせるのが問題なのだ。


「八祖は決して一枚岩ではないわ。お互たがいの力量が拮きつ抗こうした危あやういバランスの上で成り立っているの。八祖の一つが消えるっていうのは、見た目以上の大問題よ。その余波で八祖全体の屋台骨が傾かたむきかねないほどのね」


「ですか～」


「あなたは『歪ワイ』として、家を建て直す義務があるわ。もちろん強制ではないけれど、あなたにはその責任があるの。わかる？」


「……難しいこと言われてもよくわからないですよ～」


　ナナが半笑いで答える。その表情からは、ナナの本心はどうしても窺うかがえなかった。


「魔宴が終われば、わたしはあなたとは一緒にいられないわ。わたしが勝ち残ったとしても、『歪ワイ』の八祖直系であるあなたを『闇ヤミ』本家まで連れて行くのは、難しいわね。できなくはないけれど……今の状じよう況きようであなたを連れて行けば、本家の連中はあなたをまつり上げて、『歪ワイ』を復興させようとするわ。あなたも『闇ヤミ』の傀かい儡らいなんかにはなりたくないでしょ？」


　ヨルは静かにナナの肩に手を載のせて、澄すんだ瞳ひとみをまっすぐ見つめた。


「幸いもう少し、考える時間は残されているわ。全すべての決着がつくまでに、自分の将来について考えておきなさい。あなたは決して愚おろかではないはずだから、わかるでしょ？　間ま違ちがってもはぐれ魔乖術師にはならないでね。一生八祖から追われ続けることになるわ」


「……ナナもいいですけど、ヨル姉様も将来のことを考えてるですか？」


「わたし？　もちろんよ。もっとも、今は魔宴に勝つのが先決だけど……」


「なら、先生ぇのことはどうするですか？」


「ナイト？」


　考えていなかったわけではないけれど、改めて聞かれるとやはり動どう揺ようしてしまう。


「ナイトは……」


「ヨル姉様と結けつ婚こんするですか？」


「けっこ……その話は早いわ。少なくとも、そこまで考えたことはないわ」


　変な声を出しそうになって、あわててこらえるヨル。相変わらずとんでもないことをさらりと言う子だ、ナナは。


「ならどうするですか？」


「どうするって……まぁ、ナイトさえよければ『闇ヤミ』本家で保護してあげてもいいけど……」


「それだけですか？」


「それは、ナイトを魔宴に巻き込んでしまったのはわたしなんだから、わたしもそれなりに責任をとってみようと思う所存というかなんというか……」


　だんだんしどろもどろになっていくヨル。心もち、顔も紅潮してきた。


「結局、ヨル姉様はどうしたいですか？　先生ぇのことが嫌きらいなんですか？」


「嫌いって、そんなわけないじゃない。嫌いだったらそもそも同じ家に住んだりしないわ」


「なら好きなんですね？」


「好きっていうより……その、パートナーとして……」


「……それでいいんですか、ヨル姉様？」


　ナナが笑みを消し、無表情に尋たずねる。


「本当にそんなことで良いんですか、ヨル姉様？　ナナ達はいつか、死んじゃうんですよ。今のままで良いんですか？」


　ナナのただならぬ様子に、さすがのヨルも異変を感じた。


「どうしたの、ナナ？」


　いつになく真しん剣けんな様子のナナ。普ふ段だんのボケボケな様子など、今は影かげも形も見られない。


「なら、ナナが先生ぇと一緒に出て行ってもいいですか？　魔宴が終わったら、ナナは先生ぇと二人一緒に世界を旅したいです。二人ならきっと楽しいし、何があってもなんとかなるですよ」


「ダメよ、そんなの！」


　ヨルは自分でも驚くほど大きな声で否定していた。


「そんなの、ダメよ、絶対に赦ゆるさないわ」


「ナナも先生ぇも、ヨル姉様に赦してもらわなくてもいいですよ」


「ダメよ。わたしはこれでも、八祖の一員なのよ。その立場上、はぐれ魔乖術師は見み逃のがせないわ」


「ゆるせないなら、どうするですか？」


「……最悪、力ずくでもあなたたちを止めるわよ」


　険しい顔で言い放つヨル。ナナは、眉まゆを寄せて首をかしげた。


「怖こわいこと言わないで欲ほしいです。ナナ、ヨル姉様とは戦いたくないです」


「そうね、わたしも同じ気持ちよ。実力行使は最悪だわ。平和的な対話でわたしも解決したいの。だからお願い、あまりバカなことは言わないで」


「でもヨル姉様、それでいいですか？」


「なにが？」


　ナナが、静かに告げる。


「自分のルールを人に押おしつけて、言うこと聞かない人には力ずくって、ナナそ～ゆ～のキライです」


「押しつけているわけじゃないわ」


　ヨルが首を振る。


「人間は社会的生物なの。社会で生きていく以上、社会のルールを守る義務があるの。わたし達魔乖術師は、表向き法律に縛しばられていないわ。でも、わたし達にも守るべきルールはあるの。それを守ろうとしない人間を取とり締しまるのも、わたし達のルールなのよ」


「……難しいこと言われてもナナわからないですよ～」


　ヨルは、ハァ、とため息をついた。なんだか、いっつもこの子はこうやって話をはぐらかしてしまう。


「まぁいいけどね……ともかく、わたしにも護まもるべき立場があるの」


「……でもそれって、本当に護らなきゃダメですか？」


「今言ったでしょ？」


「ルールを守るのはわかったですけど、そのせいで好きな生き方できないなら、ナナはルールの方が間違っていると思うです」


「ナナ、その考え方は危険よ。わたしはともかく、他の魔乖術師に聞かれたら異い端たんと思われるわ」


「でも、そのルールだって、人間が作った物ですよね？　人間はどこかで絶対失敗するですよ。そんなのナナだって知ってるです」


「間違っているかもしれなくても、それは護らなければならないの。本当に間違っているなら、確かにそれは正さねばならないわ。でも、修正されるまでの間は、どんなルールであっても護らないといけないの。それがルールよ」


「ルール、ルールで難しすぎるです」


　ナナが、言う。


「でもナナ、ヨル姉様見てると、そんなルールなんて守りたくなくなってくるです」


「なんでそんなことを言うのかしら？」


「だって、ルールを守ってるヨル姉様って、ナナの知ってる人の中で一番窮きゆう屈くつな生き方してると思うです」


「！……」


　ヨルは、絶句してしまった。図星をつかれると言葉が出ないというのは本当なのだと、改めて知った。


　自分は……そんなに窮屈そうに、不自由そうに見えるのだろうか？　子供のナナにはっきり言われるほど、そんな風に見えるのか？


「エリザベート様が言ってたです。気に入らない相手がいるなら、ぷっ殺せばいいです。気に入った相手は、そいつが裏切らないうちにさっさとぷっ殺せばいいです」


「……なにが、言いたいの？」


「ナナ、これでも、ヨル姉様のことが大好きなんですよ、先生ぇの次くらいに」


　ナナが、あっさり言う。


「それでですね、『天テン才サイ』の人って、ナナキライなんですよ」


「…………」


「ナナ、『天テン才サイ』の人って、やっぱりぷっ殺すのが一番いいと思うですよ。なのに先生ぇもヨル姉様も止めるから、ナナ困ったです……でも、ナナお馬ば鹿かさんですから、うっかり言いつけを忘れてぷっ殺しちゃうかもしれないです。だから、ヨル姉様は、黙だまって見てて欲しいです」


「……ナナ」


「先生ぇに怒おこられるかもしれないですけど、それはしかたないです。あの人って、たぶん先生ぇを不幸にするだけだと思うですよ。だからさっさとぷっ殺して、ナナもそのまま相打ちで死ねば、残るのはヨル姉様と先生ぇの二人だけ。これって、けっこ～いい感じだと思うですよね、一番後あと腐くされなくて。後はヨル姉様と先生ぇの二人で幸せになってくれるなら、ナナはそれで満足です……」


　パンッ


　なにかを叩たたく音が響ひびいた。


「……危ないですよ、ヨル姉様」


「クッ」


　ヨルは、反射的に目の前にいたナナの頰ほおを叩こうとしたのだ。だがナナは、恐おそるべき反射神経でヨルの手を易やす々やすと片手で受け止めたのだった。


「……あなた、誰だれ？」


　低い声で、ヨルは問うた。


「です？　ナナはナナですよ」


「違ちがう……違うわ、あなたはナナじゃない」


　確信を込めて、ヨルは言う。


「確かにナナは少し要領が悪かったり頭が悪く見えるけど、実際はそれなりに頭がキレるわ。考え方が極きよく端たんに走ることもあるけれど……でも、少なくとも、今みたいなことを言い出すはずがないわ。ナナがもし本当にいなくなれば、ナイトがどれだけ悲しむか、気づいてないはずがないでしょ。だから、そんなことを言い出すあなたはナナじゃない」


「……ヨル姉様、ナナのことどれだけ知ってるですか？」
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　ナナが表情を消して、静かに言う。


「どんなに科学が発達して、魔ま乖かい咒じゆが発展しても、最後までわからないのは人間の本心ですよ。読心ができる『偽ニセ』の人が騙だまされることだってあるですよ。ナナだって、本心では、ヨル姉様のことぷっ殺したいと思ってるかもしれないですよ？」


「……違う、あなたはナナじゃないわ」


　ヨルがなお、確信を込めて言う。


「ならなんであなたは、今わたしの手を受け止めたの？」


「です？」


　首をひねるナナに、ヨルは説明した。


「ナナの戦せん闘とう技術はわたしやナイトを上回るレベルだわ。でもその反面、ナナは魔ま力りよくが少ない分、魔乖咒は最低ランクの物しか使えないわ。魔乖術師なら誰もが使う物理防ぼう御ぎよの障しよう壁へきすら、ナナは最小限しか使えない」


「ですね」


「そんなナナにとって、戦闘中に相手の攻こう撃げきを受けることは致ち命めい傷しようと同義よ。魔乖術師の攻撃は、下手な軍事兵器より強力なんだから、防御力が紙みたいなナナは、それに耐たえられない──だからナナは、かわすの。銃じゆう弾だんを見切るほど人にん間げん離ばなれした動体視力と反射神経を使ってね」


「…………」


「わかった？　ナナはね、よっぽどのことがない限り、敵の攻撃を受けたりはしないの」


「……ヨル姉様の手くらい、別によけなくても平気です」


「確かにそうかもしれないわ。でもね、咄とつ嗟さの時ほど人間、普段のクセが出るものよ」


「…………」


「…………」


　ナナが、押おし黙った。ヨルも同様だ。だが、ヨルは決してナナを見逃さないよう、正面から見み据すえていた。ナナは、そんなヨルを前に、無表情に立ちつくすのみだ。


「……言いがかりだな」


　やがて、ナナが低い声で呟つぶやいた。


「手を受け止める？　絶対にかわす？　これこそとんだ茶番だ。そんな単純な仕草で人の本質の何がわかるというのか、言いがかりも甚はなはだしい」


「あなた……」


　ヨルが、息を呑のんだ。ナナから感じる気配が、あまりに異質だった。口調も、態度も、魔力の質さえも一変したような印象を受けた。


「君とは多少話をする必要があるようだな……もちろん、君の言う平和的な対話というやつをね」


　ナナが、その赤い眼まな差ざしでヨルをまっすぐ見上げた。




　第二章　魔ま宴えん決着？







　最近ヨルの様子が変だ……ナイトは敏びん感かんにそのことを感じ取っていた。


　いや、こと女心に関して、ナイトが相当な朴ぼく念ねん仁じんであることは自分でもわかっていることだ。そのナイトが気づくくらいなのだから、ヨルの変化は相当露ろ骨こつなものであった。


　しかしヨルが最近、かなり不ふ機き嫌げんな状態であったのはナイトとて知っていた。だが、今のヨルは、単純に不機嫌というわけではなさそうなのである。


　時折物思いにふけるように、ボーッとしている。心ここにあらず、といった様子がたびたび見られるのである。サクラリスのせいで不機嫌なのは知っていたが、何かを思い悩なやむ様子は、なにかナイトに言えない悩み事があるようにも見えた。


　サクラリスに関して、ナイトが勝手に家に迎むかえたり料理を任せたりしたことを怒っているのかとも思ったが、違うらしい。そのことを謝あやまってみたのだが、気にしてない、とあっさり答えられたのだった。


「そう言えば……」


　ふと、ヨルが言う。


「最近サクラって、来ないわね」


　ナイト自身気づかなかったが、いつのまにかヨルもサクラリスのことをサクラと呼んでいる。仲が良いとは言えない二人ではあるが、最悪なほど悪いかというと、そうでもない。現に、こうやって相手を気にかけるそぶりをたまに見せる。


「あぁ、この前数日くらい来ないかも、って言ってたな」


「へぇ、珍めずらしいわね」


　素っ気なく感想を言うヨル。ナイトは、そこで声を明るくしてみた。


「久しぶりに二人きりだし、たまには出かけてみるか？」


「……ナナもいるわよ」


　やはり、味気ない返事しか帰ってこない。不機嫌というわけではなさそうだが、どうも、なにか悩み事があるようである。


「まぁ、たまにはいいじゃないか。気分転てん換かんに散歩くらい出かけても」


　魔宴に参加しているナイト達は、自分の陣じん地ちであるこの赤あか霧ぎり市しから外へ出ることはほとんどない。外へ出ると言うことは、自分のホームグラウンドを捨てるということ。それはつまり、襲おそってくださいと敵にお願いするようなものである。散歩に出かけるとしても、市内から出ることはない。


　しかしそれでも、多少の気分転換になればと思ってナイトは誘さそったわけである。


「……ごめんなさい、ナイト。やっぱり、それはうなずけないわ」


　申し訳なさそうに言うヨル。


「今はあまり、出かけたい気分じゃないの」


「そう、か……」


　ならばしかたない。ナイトとて、無理矢理ヨルを連れ出す気は毛頭無かった。


「…………」


「…………」


　しかし、こうやって重苦しい空気の漂ただよう家の中に居い座すわるのも、ひどく非効率的な気がする。日課のトレーニングでもするか？　いや、ヨルのことをないがしろにして自分のことをするのも気が進まない。ではどうする？


　ナイトがそんなことを考えていると、玄げん関かんの扉とびらが開く音が聞こえてきた。


「ナナか？」


　いや、違う。玄関から近づいてくるこの気配……


「やぁやぁ、お久しぶりだね、ナイト君。具体的には六十八時間ぶりかな。変わりはないようだね、重ちよう畳じよう重ちよう畳じよう」


　と、相変わらず饒じよう舌ぜつな様子でサクラリスが入ってきた。重畳なんて言葉、日常会話で使う人間を初めて見た。確か、満足って意味だっけ？　ヨルと同様サクラリスも、外国人のくせに難しい日本語が好きなようだ。


「確かに久しぶりだな。なにをしていたんだ？」


「なに、君のためになればこそと思って、色々と準備をしていたのさ」


　サクラリスはそう言って、ほぼこの家での定位置とも言うべき場所のソファに腰こし掛かけた。


「三人とも家にいてよかったね。全員いてくれないと、何度も説明しないといけなくなるからね」


「あ、『天テン才サイ』の人、来てたですか」


　ひょっこりナナも顔を出す。ナナもサクラリスのことがあまり好きではないらしいが、それでも露骨に態度に出すことなく、サクラリスに接している。


「いや、なに、僕なりに色々と考えたんだよ、友人である君たちになにをしてあげるのが一番いいのかを、色々とね」


「……別になにもいらないわ」


　素っ気なくヨルが言うが、サクラリスがそんなことを気にするはずがない。根本的に、サクラリスは他人への配はい慮りよというものが不得手である。いや、不得手と言うよりは、全く気にしていないと言うべきだ。


「まぁそう言わずに。実際のところ君たちが直面している問題というのは、魔ま宴えんなわけだ。僕もそれに力を貸そうと思ってね」


「手伝ってくれるのか？」


　ナイトがつぶやく。それは、『天テン才サイ』と呼ばれるほどの実力を持つサクラリスがナイトたちに加勢するなら、今後の戦いは優位に進むだろう。というより、優勝候補はもう他に残っていないので、他の参加者の実力はヨルやサクラリスよりは下と見るべきである。かなり有利になるだろう。


「君たちは現在『滅メツ』、『偽ニセ』、『歪ワイ』を下し、僕の『異イ』の魔道書も手にしているわけだよね」


「『歪ワイ』の魔道書は無いけどな」


　サクラリスの言葉にそう答える。『歪ワイ』の代表者、エリザベートは現在生死不明の状態。おそらくは死んだと目されているものの、確証はない。魔道書もエリザベートと同時に行方ゆくえ不明になっている。


「いいえ、『歪ワイ』に関しては問題ないわ」


　唐とう突とつにヨルがそう告げた。ちらりと、ヨルは一いつ瞬しゆんナナに視線を向けた。


「なんだって？」


「『歪ワイ』のエリザベートはほぼ確実に死んだと見て問題ないわ。魔道書も、こちらの手の届く範はん囲いにあるから気にしなくてもいいはずよ」


　初耳である。どうしてヨルがそんなことを言い切れるのだろうか？


「わたしもあの後情じよう報ほう網もうを広げてみたのよ──現状問題はないから、わたしの言葉を信じて。近いうちに説明するわ」


　まぁヨルがそこまで断言するなら、ナイトが口を出すことはない。元々ナイトは完全な戦せん闘とう要員で、情報収集や後方支し援えんなどといった役割は全すべてヨルに任せっきりなのだ。今いま更さらナイトから言うことはない。


　サクラリスはそんなナイトとヨルのやりとりを見て、肩かたをすくめた。


「話を続けるよ。魔宴参加者は七名。君たちの敵は残り二名、『無ム』と『時トキ』だね」


「そうなるな」


　そうやって具体的な数字を聞くと、本当に魔宴も最終局面に来ているんだと実感する。最初七人の魔ま乖かい術じゆつ師しが戦うと聞いたときはどうなるかと思っていたが、今や残る敵は二人のみ。その敵も、決して油断していいわけではないが、実力的にはサクラリスやヨルなどよりは劣おとる相手だ。これならなんとかなるかな、という気分になってもいいだろう。


「『　　　　ナナシ』と『地ジ刻コク時ジ獄ゴク』の異名を持つ二人の魔乖術師──その居場所がようやくわかったんだよ」


「本当？」


　ヨルが目を見開く。


「わたしもまだ、その情報は摑つかんでないのに……」


「まぁこの僕が居場所を探さぐるのに二日もかかったんだから、並の人間ではとうてい無理だろうね」


　あっさり言う。つまりヨルのことを凡ぼん人じんだとサクラリスは断言したわけだが、言った本人にはヨルを侮ぶ蔑べつする意図はない。単に、事実を言っただけなのだ。


「簡潔に言うと、『無ム』はグリーンランドに、『時トキ』は南極大陸に駐ちゆう留りゆうして、そこを拠きよ点てんにした」


「なんでそんな場所に？」


　グリーンランドといえば北ほつ極きよく圏けんにある島である。つまり南北両りよう極きよく端たんの位置に、最後の敵が存在するわけである。


「陣地構築が容易だからね」


　サクラリスが肩をすくめる。


「君たちみたいに町中に陣地を構えるのも一つの手ではあるけれど、それは目立ちすぎるっていう欠点もある。実際君たちはこれまで敵に攻せめられ続けているわけだからね」


　確かにその通り。こんな町中にいれば、身を隠かくそうとしても無理が生じる。


「グリーンランドも南極も、世界で最も人口密度の低い地域さ。人がいない分、侵しん入にゆう者を監かん視しするのもたやすい。年中氷に閉とざされた地は、天然の要害だ。魔宴のルールで大人数での攻こう撃げきはほぼ不可能である以上、堅けん牢ろうな拠点構築は重要さ」


　確かにその通りである。実際ナイトたちも、この街を拠点として防備を固めている。


「……面めん倒どうね」


　ヨルがつぶやく。面おも白しろくなさそうな口調だった。


「君達はやりすぎたんだよ」


　サクラリスが言う。


「君達は少し目立ちすぎた。現状、魔宴は君達の一人勝ちに近い状態だ。『無ム』も『時トキ』も、このまま君達と正面から戦っても勝ち目は薄うすいと考えた。だから、防備を固めているんだ。自分にとって有利な場所で敵を待ちかまえた方が、有利になれるからね、魔乖術師の場合は」


　ナイトは、そういうことか、と頷うなずいた。


「つまりこのままだと、お互たがいの拠点から動かなくなるってことか？」


「そうさ。実際過去の魔ま宴えんにおいても長期戦になったことは何度かある。数年単位の長い期間で戦い続けて、ようやく一人を倒たおした、なんて話も珍しくはない」


　残る相手が警けい戒かいすべき実力者でないのはいいが、攻めてこないのではそもそも勝負にならない。


「ヨル、どうするんだ？」


「……こういう場合、弾だん道どうミサイルレベルの、超ちよう長ちよう距きよ離り攻こう撃げき魔ま乖かい咒じゆで相手の拠点ごと破は壊かいする戦法があるわ」


「できるのか？」


　そんな南極や北極まで攻撃できるような魔乖咒があるとは初耳だ。


「禁咒指定の強力魔乖咒がほとんどだけど、中には使用可能なものもあるの。通常は数十人単位の魔乖術師が協力して展開するものだけれど、時間さえかければわたし達だけでも可能よ」


「それも確かに悪くない戦法だね、通常なら。でも残念ながら『無ム』や『時トキ』だって愚おろかじゃない。連中もこのままだと勝てないのはわかっているから、それなりの戦法は使うみたいだよ」


「まるで見てきたような口ぶりじゃない」


「そりゃそうさ。実際確かめてきたからね」


　こともなげに言うサクラリス。


「僕の知らないことなんてこの世にはないんだよ。連中も自分の実力で生き延びようと必死になっているのさ──『無ム』は、あらゆる事象を消去することができる魔乖咒だ。まぁそこまでたいしたことはできないんだけど、『無ム』はその魔乖咒で自分自身の存在を抹まつ消しようする気だよ」


　自分自身を抹消……それはつまり。


「……自殺ってことか？」


「違ちがうさ、ナイト君。それは全然違うよ。『無ム』は自分自身をこの世から消そうとしているけど、それは死ぬわけじゃない。存在の痕こん跡せきを抹消するってことは、勝てなくなるってことさ。君がどれだけ強力な魔乖術師であっても、そもそも倒すべき相手がいなかったら勝負のしようがないからね。『無ム』が完全に消えてしまえば、もう勝敗のつけようが無くなる」


「でもその場合、不戦勝になるんじゃないか？」


「いいや、『無ム』はいなくなるわけじゃないんだ。存在しない存在になっているのさ。存在しないわけだから、君は『無ム』を警戒することはできない。なぜなら、『無ム』が存在することすら知らないんだからね。たとえ目の前に来たとしても、存在しないものを君達は認にん識しきすることはできない。ある意味、究極の透とう明めい人間とも言うべき存在さ」


「それは……厄やつ介かいだな」


　そんな奴やつに攻めてこられたら、どう対処すればいいのだ？


「『無ム』はそうやって自分の存在を消して拠点に引きこもり、待つ気なんだよ。他の参加者が殺し合って最後の一人になり、その一人が完全に油断して、自分の拠点から出てくるまで、ひたすら待つ気さ」


「……あいかわらず姑こ息そくな手段を使うのね、『無ム』は」


　ヨルがそう吐はき捨すてる。


「だからあの家はいつまでも発展しないのよ」


「『無ム』の二つ名『　　　　ナナシ』は、そもそもその存在がすでに消えかけている証あかしさ。さすがに時間がかかる魔ま乖かい咒じゆだから未まだ完全じゃないけど、完全に消えてしまえばこうやって話題に出すことさえできなくなるよ」


「……なんていうか、とんでもない戦法だな」


　奇き策さくも奇策、とんでもない戦い方である。


「『無ム』はまだいいさ。問題は『時トキ』だよ。『時トキ』は時間を操あやつる魔乖咒。『時トキ』はその力で、自分自身の時を停止させる気だよ」


「……つまり？」


「時間が停止すれば、時間の中で生きる者は誰だれも『時トキ』に手出しできなくなる。もちろん『時トキ』からもなにもできなくなるんだけどね」


「なら意味が無いじゃないか」


「わからないかい。つまり『時トキ』はこの世の時間の流れから切きり離はなされて、半永久的に生き続けることさえできるんだよ」


　ナイトはその恐おそろしさに気づいた。


「まさか……」


「そう。『時トキ』は拠点にこもって自分の時間を停止した後、ひたすら待つ気だよ。自分以外の全ての参加者が寿じゆ命みようで死ぬのを、何百年でも、何千年でも待つ気だ」


「……できるのか、そんなことが？」


「時間さえかければ、一人でもそういう魔乖咒を構築することは可能さ。ただし、魔乖咒完成前に邪じや魔まされれば一瞬で全ての準備が無む駄だになるけどね。だからこそ『無ム』も『時トキ』も自分の拠点にこもっているのさ」


　つまり、今すぐ攻め込めばなんとかなると言うことか。


「ヨル。そういうことならすぐに手を打つべきじゃないのか？」


　振ふり向いてみると、ヨルは座すわったまま長い手足を組み、硬かたい表情をしていた。


「……今の話が本当だとしても、わたし達が動けばそれこそ相手の思うつぼよ」


「でも、このままだとこっちが不利になるんだぞ」


「長期戦の構えをわたしが考えていないとでも思っているの？」


　静かに告げるヨル。


「仮に数十年、数百年単位での戦いになろうとも、わたしはこの場所から動く気はないわ」


「どうしてそこまで？」


　ヨルの考えが、ナイトにはわからなかった。自分の陣じん地ちから動かなければ有利なのはわかっているものの、今の状じよう況きようで頑かたくなに動かない理由がわからない。


「〈星せい辰しん〉、だね」


　サクラリスが言う。


「現状、〈星辰〉を押おさえているのは『闇ヤミ』だものね。この拠点を捨ててまで攻め込むメリットはあまりに少ない」


「…………」


　ヨルは硬い表情でサクラリスをちらりと睨にらんだ。でもそれだけだ。余計な言葉は一いつ切さい吐はかない。


「いったい、その〈星辰〉ってのはなんなんだ？」


　ナイトも以前ヨルから話を聞いたことがあるが、その詳しよう細さいに関しては未だ不明のままだ。あの『歪ワイ』エリザベートが躍やつ起きになって手に入れようとしていた〈星辰の金きん貨か〉、それがいったいなんなのか、ナイトにはわからない。


「〈星辰〉は全ての魔ま乖かい術じゆつ師しの目指すものだよ」


　サクラリスが答える。


「〈星辰〉を手に入れた者は、魔乖の真理を手にすることができる」


「魔乖の真理？　なんなんだ、それは？」


　サクラリスが肩かたをすくめた。


「魔ま乖かい咒じゆの根源、〈八や祖その禍まが家や〉の始祖たる八柱の『魔王エル・ケーニツヒ』たち。だが、その『魔王エル・ケーニツヒ』たちのさらなる先、『魔王エル・ケーニツヒ』の始祖と言うべき存在があったとしたら、君はどうするかな、ナイト君」


　つまり、最初に魔乖咒を生み出した存在か。


「それは善悪を超ちよう越えつした存在だ。全ての魔乖術師の叡えい智ち、そして世界を破は滅めつさせることも、新しく創つくることさえもできる究極の魔乖咒、その全ての結けつ晶しようが、〈星辰〉なんだよ」


　……話がどんどん大きくなってきた。おかげで、ピンと来ない。


「わかりやすく言うと、魔ま宴えんで全ての魔道書と〈星辰〉、その両方を手に入れた魔乖術師は、人類の限界を超こえた存在、真なる『魔王エル・ケーニツヒ』になるんだよ」


「……おしゃべりはもうたくさんよ」


　ヨルがサクラリスを遮さえぎる。


「それで、あなたは結局なにが言いたいのかしら？　敵の情報を教えてくれたのは感謝するけれど、それを聞いてわたし達がホイホイ動くと思ったら大おお間ま違ちがいよ」


「いやいやいやいや、僕だって別に、君達に動いて欲ほしい訳じゃないよ。今のはまぁ、状況説明の一いつ環かんだね。敵の情報を知らないようだったから、軽く説明をしただけだよ。ここからが本題だ」


　と、サクラリスはナイトを見つめた。


「ナイト君。君は確か、もっと強くなりたいって願っていたね」


「……あぁ、確かに」


　頷くナイト。魔宴の相手がたとえ実力が下の相手であっても、力はいくらあっても困りはしない。


「僕もそれなりに考えてみたんだよ、君のためにどうすればいいのかをね。色々な案を検討した結果、最も効率的な手段を選ぶことにしたんだ」


「効率的ね」


　なんだろう。なんとなく、トンでもないことをサクラリスが言うような気がする。


「君を今以上に強くするのも不可能ではないにしろ、手間と時間がかかる。もっと、簡単な手を使うことにしたよ」


　ドサッ。サクラリスが懐ふところから取りだした四角い物体を二つ、机の上に投げ出した。


「君が戦い続けるのは、畢ひつ竟きよう魔宴に勝つためだ。なら話は簡単さ。魔宴が終われば、君は戦う必要がない。戦う必要がないなら、無理に力を求める必要もない、簡単な理り屈くつだよ」


　机の上にあるのは、二冊の本だった。古びた革かわの装そう丁ていのなされた本。表紙に魔ま乖かい文も字じの描えがかれたそれは、魔道書だった。





「だから『無ム』と『時トキ』の二人は、僕が殺しておいてあげたよ」





　あっさりと、今までと全く変わらない平へい坦たんな声で告げるサクラリス。ナイトとヨルは、驚おどろきの表情で魔道書を手にとって中身を確認する。


「……本物だわ、この魔道書」


「もちろんさ。僕は噓うそなんてつかないよ。これは正しよう真しん正しよう銘めい本物の魔道書、『無ム』の『無ム辜コなる無ム効コウの誓セイ約ヤク書シヨ』と『時トキ』の『時トキ々ドキ退ドき危キ機キ時トキ祈キ禱トウ書シヨ』だよ」


「本当に、二人を倒たおしたのか？」


「もちろんさ。生かしておいたらこれを取とり戻もどしにくる可能性があるからね、殺すのが一番効率的さ。別に気にすることはないよ、ナイト君。こんなの僕にしてみれば片手間の作業だからね」


　確かに、確かに『天テン才サイ』と呼ばれるほどの実力者であるサクラリスならば、こんなことは簡単なことかもしれない。


「実際『無ム』にしろ『時トキ』にしろ、拠きよ点てんに引きこもって自分が攻せめられるとは考えてなかったようだからね。大規模魔乖咒構築中は無防備なものさ。一秒で終わったよ。でも仮に準備万ばん端たん僕を待ちかまえていたとして、僕を相手に善戦できたかどうかも怪あやしいけどね」


　たいして自じ慢まんするでもなく、あっさり言うサクラリス。サクラリスの態度は、いつもと変わらない。『天てん才サイ』と呼ばれはするものの、サクラリスはその才能をナイト達に自慢して語ることはない。サクラリスにとって、自分が他人よりすぐれているのは、当然の、普ふ通つうのこと。そんなことをことさら自慢する気などないのだ。


「さぁ、『闇ヤミ』。この魔道書は君の物だ。好きにするといい」


「……それって、まさか」


　ナイトは、ヨルを見た。ヨルは未いまだに信じられない、といった面おも持もちで、目の前にある魔道書を見つめている。


「そう、魔ま宴えんは君の勝利で幕を閉じるわけさ。おめでとう、『闇ヤミ』。これで今回の優勝者、『魔王エル・ケーニツヒ』の座は君の物だ」


　サクラリスに言われても、ヨルはピンと来ない様子だ。それは無論、ナイトも同様である。なにしろ今日まで、いつ決着がつくかはっきりしない魔宴のただ中、敵の攻めてくるタイミングもわからず、毎日命の危機に怯おびえながら、緊きん張ちようの生活を続けていたのだ。それがある日、こんな予想外の形で終しゆう了りようを告げられるとは、それもこんなあっさりと。


　確かに魔宴が終わって、ヨルが勝利したのならば、それは喜ばしい事態だろう。それは間ま違ちがいなくその通りだ。ヨルもナイトもナナも、そしてサクラリスも、ナイトの知るメンツ全員が命を落とすことなくヨルの勝利で終わったのだ。それはナイトが思い描いていた最高の結末のはずだった。


　でも──ナイトはどこか、釈しやく然ぜんとしない思いが残っていることに気づいていた。それはまぁ、ラストバトルには世界征せい服ふくをたくらむ大魔王との一大決戦、なんてマンガみたいな展開を望んではいないけれど、こんな形での終了はあまりにも味気ない。唐とう突とつすぎて、実感が全く湧わかないのだ。


「……サクラリス。『無ム』や『時トキ』は、殺す必要があったのか？」


　ナイトが尋たずねると、サクラリスは不思議そうに首をかしげた。


「なんのことかな、ナイト君。殺さなきゃ、魔道書は手に入らないよ」


「でも、お前なら他にやり方もあったんじゃないか」


　魔宴の参加者は皆みんな敵だ。ナイトだっていい加減その覚かく悟ごはできているし、ナイト自身今いま更さら自分の手が汚よごれるのを嫌きらいはしない。けれどサクラリスの実力なら、三日足らずの時間で二人の魔宴参加者の居場所を突つき止とめて、倒すほどの実力者なら──殺さなくても、魔道書を奪うばうことだって、できたのではないだろうか？


「ナイト君。君の言葉は不可解だね。なにを言いたいのか、僕には理解できないよ。『無ム』も『時トキ』も敵で、それを殺さなくては魔宴の決着はつかないと、君だってわかっているはずだよ。連中が生きている限り、魔道書を奪うために再度襲おそってくることは想像に難かたくないと思うんだけどね」


　サクラリスの言うことは正しい。サクラリスは常に正しい。だが、ナイトには納なつ得とくできなかった。これは感情的な問題で、ナイトの理屈は非合理的な物だろう。だが、それでも納得できない物はできないのだ。


「もう少し……平和的な解決方法もなかったのか？」


「これが一番の方法だよ。連中が仮に生き残ったとして、魔宴に参加しておめおめ敗北して生き残っていたら、それこそ連中の立たつ瀬せはないよ。八や祖そ本家に戻ったところで負け犬の居場所なんて存在しない。そんな事情を考えれば、殺してあげるのが彼らのためでもあるのだよ。僕なりに考えた行動なんだけどね。実際ほとんど苦しむヒマもなく息の根を止めてあげたんだから、考えられる限り最善の死に方だったと思うよ」


　サクラリスの言葉は、正しい。『天テン才サイ』は決して間違った行動はしない。だが、それがナイトの望んだ結果とは必ずしも限らない。


「ならお前はどうなんだ、サクラ？　魔宴に参加しておいて、あっさりヨルに勝ちを譲ゆずって、それでお前はどうなるんだ？」


「僕のことなら気にする必要はないよ。『異イ』本家に元々僕の居場所なんて無かったんだ。参加してあげただけで最低限の義理は果たしたはずだよ。今後は適当な場所で気長に余生を過ごすつもりさ。なんならナイト君、君も一いつ緒しよに暮らすかい、うん、それがいいね。はぐれ魔ま乖かい術じゆつ師しとはいっても、まさかこの僕を始末するために八祖が動くとも思えない。仮に動いたとしても、数百人くらい返り討うちにすれば諦あきらめるさ。僕と君、二人がいれば戦せん闘とうで負けることなんて無いよ」


　なんだろう、この違い和わ感かんは。ナイトは吐はき気けを催もよおすような不快感を感じていた。サクラリスの言葉は正しいのに、間違ってないと自分でもわかっているのに、ナイトにとって相あい容いれないものだった。


「ナイト君、これが一番の答えのはずだよ。いったいなにをそんなに悩なやむ必要があるんだい。犠ぎ牲せいは最低限に抑おさえて、最も望ましい結果で終わるんだ。これ以上の答えなんて存在しないはずだけどね」


「違う、そうじゃない」


　ナイトの言いたいことが、サクラリスに伝わらない。だがそれはしかたのないことだ。サクラリスは、人間の感情を理解できない。だから今のナイトの気持ちもさっぱり理解できないのだろう。けれど、ナイトはなんとかして伝えたかった。今のこの気持ちを、サクラリスになんとか伝えたい。


「……『異イ』、いいかしら？」


　そこでヨルが口を挟はさむ。今まで眺ながめていた魔ま道どう書しよを机において、硬かたい表情でサクラリスを見つめる。


「まずは、ありがとう。魔道書を集めてくれて」


「礼には及およばないよ。こんなこと僕にとってはさしたる労力でもなかったからね」


　肩かたをすくめるサクラリス。ヨルはそんなサクラリスに向かって、静かに告げた。


「でも……これはこのままでは、受け取れないわ」


　と、魔道書を指さすヨル。


「わたしには、あなたからこれを受け取る理由がないわ」


「なにを言っているんだい、『闇ヤミ』」


　わからないね、とつぶやきながらサクラリスが言う。


「君は魔道書が欲しいはずだよね」


「えぇ、それはモチロン。喉のどから手が出るほどにね」


「なら受け取ればいい。僕には必要ないものだから、君にあげるよ。心配することはないさ。これで君から代だい償しようをもらうつもりはないし、君に貸しを作る気もない。君は何ら気き兼がねする必要など無いんだよ」


「気兼ねじゃないわ。これはプライドの問題よ」


　ヨルはやはり態度を変えないまま続ける。


「魔道書は確かに欲しいわ。でも無条件に、なんの理由もなく、それを受け取ったりすれば、わたしはわたし自身を許せなくなるわ」


「不可解だね、君のその理屈はひどく整合性を欠いていると思うよ」


　サクラリスはそう言って首を振ふった。


「ならこうしよう。これは僕から君への、親愛の証あかし、好意のプレゼントだ」


「わたしとあなたの間にそんなものが存在した記き憶おくはないわね」


「つれない返事だね、事実ではあるけれど」


　サクラリスの態度もやはり相変わらず飄ひよう々ひようとしたものだ。いや、今は予想外のヨルの拒きよ絶ぜつにあって、多少当とう惑わくしているようにも見られる。


「ヨル、どうする気だ？」


　二人が黙だまったタイミングで、ナイトも口を挟んだ。


「魔道書は最終的に必要なんだろう？　ならここまでの経けい緯いはともかく、受け取っておいた方がいいんじゃないのか？」


「あなたは黙ってて、ナイト」


「そうだね、ナイト君。これはどうやら、僕と『闇ヤミ』の問題のようだ。任せてもらおうか」


　双そう方ほうから拒絶された。とりつく島もないとはこのことである。


　しかし、ナイトは違和感を覚えた。ヨルはともかく、サクラリスがこうやってナイトを拒絶するとは珍めずらしい。見れば、サクラリスはまっすぐな眼まな差ざしでヨルを見つめている。


　もしかして、苛いら立だっているのだろうか、サクラリスは？　人の感情を理解できないはずのサクラリスが？　だとしたら、もう少し観察する必要があるかもしれない。ナイトはこのまま様子を窺うかがうことにした。


「では『闇ヤミ』。君はいったいどうすれば満足だというのかな。僕としては魔道書なんていらないから捨てたってかまわないんだけどね」


「……『魔王エル・ケーニツヒ』とは、世界最高の魔ま乖かい術じゆつ師しの称しよう号ごうだわ。でも、もしわたしがこのまま『魔王エル・ケーニツヒ』になったとしても、わたしは自分自身を世界一の存在だと思うことはできないわ」


「なるほどなるほど」


「あなた自身言ったとおり、魔ま宴えんでは他の参加者を生かしておく理由はないの。むしろ自らの手で倒すことこそ、自分が世界一の存在である証明にもなるのよ」


「つまり君はこう言いたいわけだね──この僕を自分の手で倒さない限り、魔宴に勝ったとは言えない、と」


「さすが『天テン才サイ』。物わかりが早くて助かるわ」


　ヨルの皮肉だ。その意味が理解できていないはずはないのだが、『天テン才サイ』に皮肉は無意味だった。


「君の言いたいことはわかったけど……これは困ったね」


　と、サクラリス。だが表情に変化は乏とぼしく、ちっとも困っているようには見えなかった。


「別段君一人を倒たおすことなんてわけないことなんだけど、ナイト君との約束もある」


　チラリ、とナイトの顔を見た後、サクラリスは首を振った。


「僕は友人であるナイト君の望まないことはしたくないんだ。僕が君を殺したりしたら、きっとナイト君は不ふ愉ゆ快かいになると思うんだ」


　不愉快になるとか、そういうレベルの話ではないのだが、サクラリスには未まだその辺りの感情が伝わっていないようだ。


「勝負から逃にげるのかしら、『天テン才サイ』？」


　ヨルが長い金きん髪ぱつをかきあげて、微笑ほほえむ。冷れい笑しようとも言うべき笑い方だった。


「今のはもしかして、挑ちよう発はつという奴やつかな。そんなことを言われても別になんとも思わないけどね」


　蛙かえるの面つらに水、といった様子のサクラリス。


「まぁ、でもいいかな。無理に君を殺さなくとも、君が自分の敗北を認めたところで切り上げればいいだけの話だしね」


　と、サクラリスは結論づけた。


「わかったよ、『闇ヤミ』。このまま事態が停てい滞たいしては無意味だからね。君が望むなら、勝負してあげるよ」


「そうね、それが一番だわ」


「何の勝負にしようかな」


　サクラリスは肩をすくめた。


「別に魔ま乖かい咒じゆの勝負だっていいけれど、それだと僕の勝ちは目に見えているからね。君の好きな勝負にしてあげよう。君の得意分野で構わないよ」


「けっこうよ。魔乖咒勝負で全く問題ないわ」


「そうかい。無論僕に異存はないけれど、全くもって理解できないよ。君だって僕の実力はわかっているはずなのに、なんでそんな不利な勝負にするのかな」


　言って、サクラリスは立ち上がった。


「君がそれでいいというなら、僕に反対する理由はないね。それで、いつ勝負をするかな？　君だってそれなりに準備がいるだろうから、好きなときでいいよ」


「わたしは今すぐでも構わないわ」


「おい、ヨル」


　さすがにナイトは口を挟んだ。それは、魔ま宴えんに参加する以上、敵はいつ攻せめてくるかわからない。準備は常に整えてある。だが、今すぐというのは性急だ。ヨルは焦あせりすぎているとしか思えない。


「まぁそれでも構わないけれど……もうすぐ夕食の時間だね」


　時計を見れば、すでに夕方である。確かにそんな時間だ。


「負けたときに空腹を理由にされるのはつまらないからね。勝負は明日あしたにしよう」


「……えぇ、わかったわ」


「何なら助すけっ人とを呼ぶかい。僕はそれでも構わないよ。そこにいる『歪ワイ』や、ナイト君に助けを求めたっていいんだよ」


「大きなお世話よ。それ以上言いたいことがないなら、帰ったらどう？　わたしとあなたは今、敵同士。出口は玄げん関かんよ」


「君とはともかく、僕はナイト君とは敵対したつもりはないんだけどね」


　と、今度はナイトを見つめるサクラリス。ナイトはため息を吐ついて、頭を振った。


「悪いけど、今日はこれくらいにしておいてもらえないか？」


「……ナイト君がそう言うなら、そうしようか」


　あっさり引き下がったサクラリスは、そのまま玄関へ向かう。


「あぁ、でも心配はいらないよ、ナイト君。勝負はするけれど、別に『闇ヤミ』を殺したり、傷つける気はないよ。前に君と約束したからね。だから安心するといい。しっかりきっちり手加減して、優やさしく秒殺してあげるよ」


「さっさと行きなさい！」


　ヨルの言葉にもう一度肩をすくめ、サクラリスの姿は消えた。


　残ったナイト達の間にはなんとなく重苦しい沈ちん黙もくが流れ、誰だれも動こうとはしなかった。だがいつまでも黙っているわけにはいかない。ナイトは口を開いた。


「それで、ヨル。いったいどういうつもりなんだ？」


「どうもこうもないわ。今あなたが見ていたとおりのことよ。明日、わたしは『天テン才サイ』と戦う、それだけよ」


「なんでそんな意地を張るんだ？」


　ヨルの気持ちは、それはわからないでもないけれど、でも今回のやり方はあまりにも短たん絡らく的すぎる。ヨルらしくなかった。


「意地。そうね、意地かもしれない。けれどわたしは、あの『天テン才サイ』に勝たない限り『魔王エル・ケーニツヒ』にはなれないわ……わたしには欲ほしいものがあるの。それを手に入れるために今まで色々と努力してきた。その欲しいものを今いま更さら他人からの施ほどこしで手に入れても、わたしは納得できないわ。なぜなら、わたしは今まで努力してきて、それを手に入れるに足る力を身につけたと自負しているわ。その力を行使することなく手に入れても、なんの意味もないわ。結果さえ手に入れればいいと言うわけでなく、結果と過程、双方がそろってこそ本来の価値があるのよ……安心して、あなたに迷めい惑わくはかけないわ。わたし一人で勝負する」
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　ナイトは、考えた。ヨルはどうやら本気でサクラリスと戦うようだ。この様子では、決心は固い、ナイトが止めても無む駄だだろう。


　どんな勝負をする気なのかはしらないが、サクラリスはヨルを必要以上に傷つけることはないと言っていた。これまでの魔宴での戦いほど、危険はなさそうである。


　これは、ヨルの好きにさせるしかないか、とナイトは考えた。明日の勝負は無論ナイトも観戦するつもりだ。そばで見ていて、もし万一危険な事態になったら、その時は自分の体を盾たてにしてでも乱入して、勝負を止めるしかないだろう──ナイトはそんな風に結論づけた。


　ナイト自身がヨルの手助けをしてもいいのだが、サクラリスにあのような言われ方をされれば、ヨルは意地でも一人で戦おうとするだろう。まぁ今回は本気で殺し合いをするわけでもなさそうなので、そこまで不安にならなくても大だい丈じよう夫ぶだろう。


　それに、ナイトにはもう一つ、考えていることがあった。


　あのサクラリスが、今回に限っては若じやつ干かん感情らしきものを見せていたことだ。


　万事において飄々としたサクラリスだったが、今回に限っては、いささかヨルに対して意地になっていたようにも見える。これはナイトも初めて見ることだった。


　人間の感情を理解したい、というサクラリスの願い。もしかしたら、この勝負にその鍵かぎがあるかもしれない──ナイトはそんな風に考えているのだった。


「ヨル姉様、本当に戦うですか？」


　今までずっと黙っていたナナが、そう聞いてきた。ヨルはちらりとナナを見て、しばらく考え込んでから答えた。


「……えぇ、その通りよ」


「ですか～」


　ナナが首をひねる。


「ナナもお手伝いしてあげるですよ？」


「……いいえ、けっこうよ。わたし一人で十分だわ」


「ならいいですけど、無茶はしないで欲しいです」


「当然よ、わたしにはまだ、やることが残っているんだから……」


　ナイトは今の二人の会話に違い和わ感かんを覚えた。なんだろう、はっきりわかったわけではないのだけど、何となく妙みようだ。二人とも、表面の言葉以上に、なにか含ふくみがある気がする。


「先生ぇ」


　ナナがそんなナイトに声をかけた。


「ナナとの約束覚えてるですか？」


「約束？」


　何の話だ？　最近なにか約束したかな？


「……覚えてないですね……」


　シュン、ナナが肩かたを落とす。しまった、ナイトは慌あわてる。


「すまない、ナナ。でも、なにか約束なんてしたか？　それはそんな、今すぐ話さないといけないくらい重要なことか？」


「……別にいいですよ、忘れたならそれで」


　プイッ、ナナが顔を横に向けて立ち上がった。


「……ナナ、どうなっても知らないですよ」


　そう言い残して、ナナは部屋から出て行った。ナイトはヨルと顔を見合わせる。


「……あなた、なんの約束をしていたの？」


「いや、それがさっぱり覚えが無くて……」


「そう……事情は知らないけど、あまり子供との約束を破ったらダメよ」


　それはわかっている。ナイトだって、約束を破っても平気な神経を持ち合わせてはいない。


「まぁいいわ。悪いけど、明日に備えてわたしは早めに部屋に戻もどらせてもらうわね」


「あぁ、わかった。けど、危険なことはするなよ」


「どうかしらね」


　ヨルが口元をゆがめて、自じ嘲ちようにも似た笑みをこぼす。


「危険な手も使わないで、あの『天テン才サイ』に勝てると思うほど楽観してはいないわ」


　と言って、ヨルも部屋から出て行った。残されたナイトは、腕うでを組んで少し考えてみる。


「……ナナとの約束っていったい……」


　少し考えてみたが、答えは見つからなかった。





　厄やつ介かいなことになったな──正直な感想は、そんなところである。


　その後ナイトはなんとかナナやヨルとコミュニケーションをとろうとしたが、あまり芳かんばしい結果は得られなかった。二人ともいつになく素っ気ないのだ。


　ともあれ、このままだとナイトがどうあがこうと、ヨルとサクラリスの戦いが明日繰くり広ひろげられることになる。正直厄介だとは思うけれど、ナイトは無理にそれを止めようとは思っていなかった。


　なんとなくだけど、ヨルの気持ちにも共感できるものがあったからだ。ずっと自分の目指していた目標があって、ある日なんの前まえ触ぶれもなく、赤の他人からあっさり目標の物を渡わたされて、果たしてそれで素す直なおに喜べるのかという問題。それはまぁ、世の中にはそれで大喜びする人間もいるだろう。だが、ナイトやヨルはそう言う人間ではないのである。


　その目標が大きな目標であるほど、そんな他人の力によって与あたえられたものなどゴミに等しい価値しかないのだ。ヨルが魔宴に向け、これまでの人生でどれだけ苦労してきたのかを考えると、一層そんな思いが強いだろう。


　ヨルが自分自身でも納なつ得とくする方法で魔宴に勝つには、サクラリスとの直接対決は必ひつ須すなのである。元々『異イ』の魔道書を手に入れた時も、ヨルはそれほど納得してはいなかったようである。その不満が今回一気に表に出たのだろう。


　つまりナイトが無理に対決を止めたところで、なんの解決にもならないのである。実際ナイトも、それで納得できるならばヨルのやりたいようにやればいいと考えていた。ヨルの命に関かかわるような事態になれば無論どんな手段を使ってでも止めるが、それまでは様子を見るつもりである。


　気になるのはサクラリスの方だ。彼女には、ヨルの要求をあっさり受け入れる理由はないはずだ。にもかかわらず、今回はかなり乗り気だったように見える。基本的にサクラリスは、自分にとって益のない物事はしないという利己的な性格である。それがどうして今回はあっさり対決に応じたのか、いささか気になる。


　ナイトの見立てでは、もしかしたらそこにサクラリスに感情を教える鍵があるかもしれないと睨にらんでいた。


　サクラリスは『天テン才サイ』と呼ばれるほど並外れた才能を持ちながら、他人の存在に関して徹てつ底てい的てきに無関心である。それは決して他人を見下しているのではなく、そもそも他人など視界に入っていないという根本的な問題なのだ。


　そのサクラリスが、ヨルに対しては若干の執しゆう着ちやくを見せている気がする。料理とかを作ってみたのも、ヨルに対たい抗こう意識を持っていたからだ、とも考えられる。


　今回ヨルと戦うことにあっさり同意したのも、ヨルへの対抗心とも考えられる。


「その辺りのことをもう少し聞きたいんだけどな……」


　サクラリスはあっさり姿を消してしまったので、どうしようもない。サクラリスの気配は、並外れた魔ま力りよく感知能力を持つナイトでさえ、捕ほ捉そく困難なほど薄うすいのである。魔力の総量は桁けた外はずれなのに、巧こう妙みようにそれを隠かくしているのだ。それだけでも、サクラリスの実力がナイトを上回っていることは明白である。


　ナイトがそんなことを考えながら部屋に戻ると、思っていたよりも早くチャンスが巡めぐってきた、と感じた。


「やぁやぁ、ナイト君。ようやくお戻りかい、今日は遅おそかったね」


　なぜなら、勝手にナイトのベッドに腰こし掛かけ、我わが物顔でくつろぐサクラリスの姿があったからだ。


「なんだか、デジャビュを感じるな」


「既き視し感かんかい。そんなものは大たい抵ていのケースが錯さつ覚かくに過ぎないよ。今回の場合、実際以前も僕がこの部屋で君を待っていた経験があるに過ぎない。こんなものをデジャビュとは呼ばないよ」


　相変わらずサクラリスの言葉はいちいち理り屈くつっぽい。まぁ、それはいいのだけれど。


「で、何の用だ、サクラ？」


「おやおや、用があるのは君の方だとばかり思っていたんだけどね」


　このサクラリスという娘むすめは、感情の機き微びというものには疎うとい割に、時折読心術を使っているかのように、相手の思考や行動を先取りしていくのだ。


　サクラリスはベッドの上で、細長い足を組くみ替かえた。


「君がなにか僕に聞きたいことがあるようだったから、待たせてもらっていたんだ。ここなら他の連中にも邪じや魔まされないだろうしね」


「ヨルの部屋はすぐ隣となりなんだけどな……」


　でも以前もこんなことがあったけど、その時もヨルはサクラリスの侵しん入にゆうになかなか気づかなかった。今回もおそらく気づいてないだろう。サクラリスはその辺り抜ぬけ目めがない。


「まぁいい。確かに聞きたいことがあったからな」


　ナイトも部屋のイスに腰掛けて、サクラリスと向き合う。


「お茶でも飲むか？」


「必要ないよ。君が飲みたいならどうぞ」


　ナイトの部屋には冷蔵庫なんて便利なものはない。飲み物が欲しければ一階までとりに行かなければならない。面めん倒どうだったし、ノドも渇かわいてはいないので、ナイトも立ち上がることはなかった。


「サクラ。いったいなんでまた、ヨルとの勝負を引き受けたんだ？」


「これは心外だね。まさか君にそんなことを聞かれるとは思わなかったよ」


　と、サクラリスは驚おどろいたような声を出す。


「僕のこの家での行動は、基本的には君のためだよ。今いま更さらそんなことを尋たずねられるとはね」


　ナイトのため？


「だって僕らは友人じゃないか。自己の利益を度外視してでも相手に便べん宜ぎを図る、それが友人というものじゃないのかな」


　間ま違ちがってはいないが……そうやって言葉で定義されると、微び妙みような違和感を覚えてしまう。


「君がこれから先、命を危険に晒さらすことがないよう、魔ま宴えんを終わらせるために僕は魔道書を集めてきたんだよ。『闇ヤミ』の勝負につきあうのだって、さっさと魔宴を終わらせるためさ。魔宴さえ終われば、君だってこれ以上無む駄だに危険な目に遭あわないんだからね」


「……ありがとう、って言うべきかな、この場合は」


　ナイトのために行動してくれているのなら、それは感謝すべきことなのだろう。


「でもサクラ。ヨルには……」


「わかっているよ、ナイト君」


　みなまで言うな、といった様子で手を振ふるサクラリス。


「『闇ヤミ』を必要以上に傷つけるつもりはないさ。『闇ヤミ』が君の友人であるというなら、僕だって友人の友人を殺すのは忍しのびないというものさ」


　その言葉を信じるしかないようである。


「なんなら君も『闇ヤミ』に加勢するかい？」


「今のところそのつもりはない」


　ナイトも正直に答えた。危険なことにならない限り、ナイトも手は出さないつもりだ。


「ならいいんだけどね」


「それよりもサクラ、もう一つ聞きたいことがある」


「なにかな」


「今でも、人間の感情は理解できないか？」


「そうだね、うんそうだ。確かにそのことを話していなかったね」


　サクラリスが腕を組んで語る。


「確かに未まだ理解できないものではあるけれど、以前よりは真相に近づいてきた、と言ってもいいね。これも君とつきあい始めたおかげかな、ありがとう」


　と、微び笑しようするサクラリス。時折そうやって笑うサクラリスの笑みは、普ふ段だんの硬こう質しつな笑みと違って、なんだか柔やわらかい印象を受ける。そして不意打ちのように見せてくるそんな表情に、ナイトは一いつ瞬しゆんドキリと胸が高鳴るのであった。


「これでも君にはかなり感謝しているんだよ、ナイト君。君とつきあってから、僕は今まで経験したことのない生活を知ることができた。そのことには本当に感謝しているんだ」


　と、サクラリスは立ち上がった。そのままふわりと、花びらが風に舞まうかのような、そんな軽かろやかで、自然な動きで、あっさりと、そして一瞬でナイトの隣に移動していた。


「本当に、君にはもっと感謝しなきゃいけないと思っているんだ」


　と、サクラリスが顔をナイトに近づけてきた。かすかに甘あまい香かおりが、サクラリスの体から漂ただよってくる。サラサラと流れる髪かみの先がナイトの鼻先をくすぐるくらいに近い距きよ離りであった。サクラリスの、相変わらず人形のように整った容よう貌ぼう。だが、しばらくつきあううちにナイトはその硬質な表情の、わずかな変化を読み取れるようになってきた。


　薄い唇くちびるには柔にゆう和わな笑みが浮うかんでおり、まなじりも心持ち下がっている。この表情は、心を開いているときの表情である。ヨルやナナがいるときは絶対にこんな顔にはならない。ナイトと二人きりになったときのみ、こうやって表情を和やわらげるのである。


「なにをしたら君は一番喜んでくれるのかな。富、名めい誉よ、地位、そんなものなら好きなだけあげるのに、君はあまり喜んではくれないようだね」


「俺は……別にそんなものは必要ない」


「そんなことはないはずさ。欲よく望ぼうを持たない人間など存在しない。富も名誉も、いくらあったって困りはしないはずさ。遠えん慮りよすることはないんだよ」


　サクラリスから漂う甘い香りと共に、かすかなと息がナイトの耳みみ朶たぶをくすぐっていく。なんだか、それだけでナイトの背中には悪お寒かんとも快感ともつかない痺しびれが流れていく。まずい。完全にサクラリスのペースだ。


　ナイトは咳せき払ばらいをしてなんとか自分を保った。


「日本には、過ぎたるは猶なお及およばざるがごとし、ってことわざがあるんだ」


「知ってるよ。ちなみに語源は中国の故事だけどね」


　ことわざじゃなかったのか？　ナイトはバツの悪さをごまかすように咳払いした。


「まぁともかく、知ってるなら説明するまでもないだろう？　人間には身の程ほどってものがある。その身の程を過ぎれば、金でも名誉でも、結局は毒にしかならないのさ。ましてや、なんの努力もなしに手に入れたものなら尚なお更さらだ」


「謙けん虚きよだね、無む欲よくと言ってもいい」


　サクラリスは理解できない、と肩かたをすくめた。


「俺に、ヨルとナナ、三人で毎日を生活するのに、大したものは必要ないんだ」


「それが君の人生観だというなら否定はしないよ」


　サクラリスは小さく肩をすくめた。


「でもそれが他人の受け売りで、君がその言葉をヤミクモに信じているならやめた方がいい。君の好きなことわざで言うと、他人のふんどしで相撲すもうをとるようなものだよ」


　ナイトは一瞬ドキリとした。やはりそうだ。サクラリスはこうやって、油断しているとあっさり人の心の中に踏ふみ込んでくる。


　サクラリスのいうとおり、今の言葉はナイトの人生観、というほど大それたものではない。そもそもナイトは本来ならまだ高校生なのだ。そんな年ねん齢れいでそこまで達観はできない。


　ただナイトが子供の頃ころ一いつ緒しよに過ごした祖父は、今言った言葉通りの生活をしていた。才能はある人だったし、実際望めば金も地位も手に入っただろうけど、そんなものには目もくれないで質素な生活をしていた。ナイトもストイックな生活を経験し、確かに不便を感じないわけではなかったが、生活には充じゆう実じつ感かんがあったし、何よりナイトは祖父のことを尊敬していた。もう何年も顔を合せていないが、今でもナイトは、祖父のようになりたいと憧あこがれているのである。


「……確かに、今のは俺の祖じ父いさんの受け売りさ。でも実際その通りだと、思っている」


「まぁいいさ。今はそんなことを話すために来たわけでもないしね」


　あっさりサクラリスは、会話を打ち切った。


「ねぇ、ナイト君。単刀直入に言っていいかい」


「なんだ？」


「ＳＥＸしようか」


「ぶっ！」


　ストレートな言葉にナイトは思わず噴ふき出した。サクラリスの方は今までと全く変わらず、平然とした様子だ。


「思春期の人間なら、そういうことに興味があるのかと思ってね。安心するといい。僕の実じつ年ねん齢れいは確かに四歳さいだけど、肉体的には君とそう変わらない。性せい行こう為いがどんなものであるか、僕は十分な知識を有していると断言できる。倫りん理り的に悩なやむことはないよ」


「そういうことじゃない！」


「心配いらないさ。別に君の子供を作ろうって訳じゃない。快楽のために性交をしようって意味だよ。はなはだ非効率的ではあるけれど、君が望むならやろうじゃないか。知識としては知っているけど、僕も一度くらいは体験してみたいからね」


「だから、そんなことを口にするな！」


　ナイトは反射的に大きな声を出してから、言い過ぎたかと後こう悔かいした。サクラリスは不思議そうにナイトを見ている。言うまでもないことだが、ナイトは今時珍めずらしいほどに純情で、そして朴ぼく念ねん仁じんなのである。


「……好きでもないのにそんなことをするのはよくない」


「よくないだけで、ダメなわけじゃない。禁きん忌きに触ふれる背徳感というものは、恐きよう怖ふと同時に快感を倍加させてくれるものなんだよ」


「つまりその……むやみやたらに性行為をするのは、社会通つう俗ぞく的に、低俗なことと認知されているんだ」


「むやみにやるわけじゃないし、好きでもない相手とやる訳じゃない。僕は君のことが好きだよ。人間の中では一番好きだ。試ためしに一回やったくらいで、別にそんなことで君を独どく占せんするつもりもないからね。一夜だけのつきあいでいいよ」


「それでも……その、見知って間もない人間とそういうことをするのは、双そう方ほう同意の上であったとしても、軽けい薄はくな人間だと思われるんだ」


「なら何年つきあえばいいんだい。そういうことは具体的な数字で計れるものではないと思うんだけどね」


　ダメだ。サクラリスが相手なら論理的に反論すればいいのかとも思ったけど、それ以上に論理的に反論されてしまう。そもそも『天テン才サイ』相手に口で勝つのは難しい。


「そんなに拒こばむことでもないと思うんだけどね。言っておくけど僕は変な性病なんて持ってないよ」


「そういうことを心配してるわけじゃない」


「容姿的に言うなら、客観的に判断しても、悪くないと思うんだけどね、僕は」


　シレッと言うが、事実だ。中性的でエキゾチックな外観のサクラリスは、恐おそろしいほどの整った容貌である。それこそ、不用意に近づかれるとドキドキしてしまうほどだ。


「今の外見は僕が十五歳くらいに成長した場合を仮定しているんだけど、なんなら君の好みに合わせて変化させることもできるよ。髪や肌はだの色を変えてもいいし、もっと瘦やせた体にしてもいいし、頭身を上げてもいいし、乳ち房ぶさや臀でん部ぶを大きくしてもいい。それとも──君は幼い体じゃないと興奮できないのかな」


「誰だれがロリコンだ！」


　反射的に叫さけんで、ナイトは自分で驚くほど声が大きかったことに気づいた。


「いやいや、『歪ワイ』辺りに懐なつかれている君を見たら、もしかしてそうなのかと考えたんだ。それなら僕も本来の姿になった方がいいのかもと思ったけど──僕の勘かん違ちがいだったのなら謝罪するよ」


　飄ひよう々ひようと言うサクラリス。全く、とんでもないことを口にしてくれるものだ。ナイトがロリコンなんて……いや、別に図星じゃないけど。


「君だって別に興味がない訳じゃないだろう。僕の見立てでは君童どう貞ていだよね。僕も処女だからお互たがいちょうどいい。一つ経験を積もうじゃないか」


「だから言い方が生々しい！」


「そんなにイヤなのかい」


　……仕方ないな、とナイトは答えた。


「イヤって言うか、俺は気軽な気持ちでそういうことができないんだ。少なくとも、一夜の関係って意味なら、俺は絶対にそういうことはしない」


「真ま面じ目めだね」


　肩をすくめるサクラリス。


「ならいいよ」


　と、至し極ごくあっさり答えると、サクラリスはそれっきり黙だまり込んでしまった。


「…………」


「…………」


「…………」


「…………」


「……なぁ、サクラ」


　微び妙みような沈ちん黙もくに耐たえかねて声を漏もらしたのはナイトの方だった。


「なんだい、ナイト君。考えが変わったかい」




[image: ]


「いや、そうじゃないけど……なんで黙るんだ、急に」


「僕だって静かにしていたいときはあるよ」


　もっともな言葉である。しかし直前まで生々しい話をしていたおかげで……なんというか、二人っきりでいるのがすごく気まずい。


「……僕はね、子供を作れないんだよ」


　唐とう突とつに、サクラリスが言う。


「なんだって？」


「言葉通り。僕は子供が作れない」


「それって、つまり……」


「違うよ」


　なにも言わないうちからサクラリスは否定する。


「君が考えていることとは違うんだ。生せい殖しよく能力がない訳じゃない。まぁ僕本来の年齢では初潮もまだだけど、今の体はそういうところもちゃんとしているんだ。でもね、問題はそういうことじゃないのさ」


　サクラリスは少し言葉を切った。


「……つまり僕はね、人間じゃないんだ」


「どこがだ？」


　少なくとも外観上、サクラリスは人間だ。それは人にん間げん離ばなれした感覚はあるけれど、それでも見た目に異常はない。


「言葉通り。僕はね、人間とは別種の生物なんだよ。そういった意味では、あの『歪ワイ』と同種なんだ。彼女は人工的にいじられ、僕は自然発生的突とつ然ぜん変へん異いによって誕生したんだ。程度は低いけど、『闇ヤミ』だって遺伝子を操作されている」


　いきなりそんなことを言われても、ピンと来ない。


「何代にもわたる魔ま乖かい術じゆつ師し同士の交配、魔ま乖かい咒じゆによる遺伝子操作、人工遺伝子の生成、破は壊かい、再構築……魔乖術師は、より優ゆう秀しゆうな、より強力な力を持つ子孫を生み出すため、昔から様々な研究をしてきたんだ。その最終形態ともいうべきものが僕なんだ。何代にもわたって施ほどこした遺伝子操作が集中的に発はつ露ろして、僕は誕生した。僕が誕生したのは、奇き跡せき以外のなんでもないよ。確率計算をしたら、十のマイナス八十三乗なんていう馬ば鹿かげた数字が出てきただけだったからね」


　それは現実として起こることはほぼ有りえない、まさに奇跡とも言うべき確率だ。


「あらゆる遺伝子が変容しながら、奇跡的なバランスで全すべてが収束し、一個の生物として成り立っているのが僕という存在だよ。『異イ』の連中は進化した人類、なんて呼んでいたけど、僕はそうは思わない。たった一人の存在を、人類という種として認知はできない」


　肩かたをすくめ、手のひらを上に向けるサクラリス。


「僕の遺伝子と人類の遺伝子は九割方は一いつ致ちしているけど、残りは完全な別種さ。故ゆえに、交配しても子孫を作ることはできない。人間とチンパンジーの間に子供ができないのと、同じ理り屈くつさ」


　淡たん々たんと語るサクラリス。その様子は恐ろしいほどに、いつも通りだ。無む感かん慨がいに自分の正体を語っている。


「だからね、前に君が僕を男と思っていたようだけど、別に間ま違ちがいじゃないんだ。僕は一応雌し雄ゆう異体ではあるけれど、僕のつがいになるべき存在は現在存在しないし、今後も現れることはほとんど有りえない。だから僕は男女どちらでもないし、男女どちらでもあると言い換かえることだってできるのさ」


　そう語る口調はいつもの平へい坦たんな声で、抑よく揚ように乏とぼしい。でも、ナイトにはなぜか、その声が震ふるえているようにも感じられた。


「まぁそういうわけだから、仮に君とＳＥＸしても、子供ができる可能性は完全に零ゼロだよ」


「それを説明して、いったいなにが言いたいんだ？」


「別に。ただ、君にも多少は僕のことを知っておいてもらいたかっただけさ」


　そう言ってサクラリスは目を閉じた。


「安心するといい。別に君に無理強いをする気はないよ。君がイヤだと言うことを無理矢理することはないし、蒸むし返したりもしないさ」


　いや、でも初めて会った日の夜、サクラリスにはかなりトンでもないことをされたと思うのだが……


「うん、冷静に考えると今日の僕は少しおかしいね。今の話は特別話さねばならない事由があるわけでもないのに、なんで今のタイミングで話したのかな。僕らしくないね」


　と、サクラリスは少し考え込むようにあごに手を当てた。


「なんと言えばいいんだろうね、この状態は。なんというか、とりとめもなく思考がまとまらない感覚と言えばいいのかな。別段身体的問題はないはずなんだけど、ひどく落ち着かないね」


「それって、まさか……」


　ナイトはふと、思い至って呟つぶやいた。


「もしかして、お前……寂さびしいんじゃないのか？」


「寂しい、この僕が……面おも白しろい冗じよう談だんだね」


「冗談じゃない」


　ナイトは真しん剣けんに言った。


「お前が自分を人間じゃないと思っていたのだとしても、俺はそうは思わない。少なくとも外見が同じで、お互いの言葉が通じあうなら、それは人間だ。それなのに自分がたった一人の状態で孤こ立りつしたのだとしたら、それを寂しいと感じるのは当然の感情だ」


「感情……でも僕に、それは理解できないよ」


「理解できないんじゃなくて、理解しようとしてないだけじゃないのか」


　それが結局のところ、ナイトの行き着いた結論だった。


「お前は間違いなく頭がいい、まさに『天テン才サイ』だ。そんなお前が感情を理解できない、っていうのはどうしても違い和わ感かんがあった。実際、何回か、お前が感情的に動いているように見えることもあった。だから俺は思うんだ──お前は自分の仲間が誰もいないと思いこんで、それが寂しくて、だからあえて人間の感情を理解しないことでその孤こ独どくから目を背そむける道を選んだんじゃないかってな」


「僕が、僕が……」


　僕、を呟きながら静かにうつむくサクラリス。何事かを深く考え込んでいる様子だ。


　実際ナイトは、自分の今の推測はかなり真実に近いという手て応ごたえを感じていた。サクラリスは確かに人間離れしているのかもしれないけれど、機械ではないのだ。実際ナイト達の感情的な行動やセリフに対しても、それなりに分ぶん析せきして、会話を続けることができている。


　サクラリスは感情を理解できないのではなく、理解するのを拒きよ否ひしているのだ。


「うん、なるほど、そうか……あぁ、なるほどね、そういうことだったんだ。なるほどなるほど、これは僕としたことが、盲もう点てんだったようだね」


　呟きながら、何度も頷うなずくサクラリス。やがてサクラリスは顔を上げて、ナイトを見た。


「君の今の指し摘てきは、なかなか興味深いね。僕は君の言葉を受けて、僕の記き憶おくにある限りの自分の経験を反はん芻すうしてみたんだ──その結果、確かに僕は、今の精神状態に近い経験を一度したことがある。それ以降、思い出そうともしなかったけど、なるほど、これが寂しいという感情だったんだね」


「感情が、理解できたのか？」


「理解できたかどうか、それはまだはっきりわからないね。でも若じやつ干かんの手応えを感じたのは確かだよ。そうだね、ついでだから話しておこうか」


　と、前置きをしてから語るサクラリス。


「以前、一度だけ、そう、一度だけだけど、僕は今と同じ精神状態を感じたんだ。君に言わせると、この寂しいという感情。そうだよ、寂しいだよ。僕はね、今までの生しよう涯がいに一度だけ寂しいと感じたことがあるんだ。でもその一度はあまりにも大きすぎて、自分でも想像以上に辛つらく苦しい経験だったのかもしれない。だから僕はそれ以降、人間の感情が理解できなくなった。それはほとんど無意識下において、その方面への思考を制限していたからだよ。だから僕は……僕は、感情が理解できないのだと思いこむようになった、というわけだね」


　結論づけ、サクラリスは立ち上がった。


「考えてみれば単純な話だね。でもナイト君。君の一言がなかったら、僕は思考の袋ふくろ小路こうじに陥おちいって永遠にこのことに気づかなかったかもしれない。さすが僕の友人だ。君にはいくら感謝してもしたりないくらいだよ」


　なんというか、そうやってストレートに喜ばれると、なんだか戸と惑まどってしまう。それになんだろう。今まで無機質だったはずのサクラリスの声が、喜んでいるようにも聞こえる。本当に感情というものを理解しつつあるようだ。


「これはますます君になにかお礼をしなくてはならないようだね。さて、どうしようか……」


「いや、気にしないでいい。力になれたのならなによりだ」


「そうはいかないよ。このままでは僕の気が収まらない……と言っても、すぐになにか案が浮うかぶわけでもないからね」


　サクラリスはそのまま窓に向かって歩いていった。


「悪いけれど、今夜はこれでお暇いとまさせてもらうよ、ナイト君。僕自身、まだ自分自身を把は握あくしきれていなくてね、もう少し考える時間が欲ほしいんだ」


　帰るというなら、それを引き留める気はナイトにはない。


「明日あしたまた会おう。『闇ヤミ』との対決も、こうなってみると少し面めん倒どうかもしれないね。もう少し自己分析の時間が欲しかったんだけどね」


「なぁ、サクラ。明日のことは……」


「わかっているさ。繰くり返かえすけど、別段『闇ヤミ』を必要以上に傷つける気はないよ。悪いようにはしないさ」


　サクラリスは微び笑しようをナイトに向けてきた。その笑みは今までのものとは少し違って、暖かみが感じられるものだった。


「それと最後に一つ聞いていいか、サクラ？」


「なんだい」


「お前が今までに一度だけ寂しいと感じたっていうのは、どんなときだったんだ？」


　それを尋たずねた瞬しゆん間かん、サクラリスは表情を消した。


「……そうだね、うんそうだ。ここまでつきあってくれた君にはそれを知る権利があるね。でも悪いけど、少し待ってくれないかな。繰り返すけど、僕自身自分を整理しきれていないんだよ。近いうちにまとめて説明するから、まずは待って欲しいんだ」


　そう言われれば、ナイトとしては頷くしかない。


「わかった」


「ではナイト君、ごきげんよう、おやすみ」


　軽かろやかに挨あい拶さつだけを残して、サクラリスの姿は消えた。


　ナイトは一人残された部屋でふぅ、と息を吐はき、ベッドに腰こしを下ろした。さっきまでサクラリスが腰こし掛かけていた場所である。少しだけ温かく、サクラリスの体温が残っていた。


「これで、よかったんだよな」


　自問するように、呟く。喜ぶべきはずなのだ。サクラリスは念願の、人間の感情というものを理解しつつある。サクラリスはやり過ぎなところはあるが、ナイトに友好的で、その態度には変化はない。魔ま宴えんもついに終しゆう了りようの兆きざしが見えた。悩なやむ要素はどこにもないのだ。


「でも、なんだろうな、この胸につかえた感じは……」


　ベッドに体を投げ出すように、寝ねてみる。


「……眠ねむれないな、クソ」


　精神が昂たかぶっているせいか、寝付きが悪い。サクラリスとの会話のせいだ。いや、別に欲よく情じようしたという意味ではないけど……


「……やっぱ気になるな。サクラのこともだけど、ヨルも……」


　やはり思い返してみても、今日のヨルは妙みようだった。普ふ段だんは冷静沈ちん着ちやくな性格なはずなのに、ヨルが目の前にある魔ま道どう書しよを拒きよ絶ぜつしてサクラリスに勝負を挑いどむなど、やはり変だ。


「とは言っても、ヨルの邪じや魔まをしたくはないし……」


　どうしようか悩みながら窓を開け、ナイトはおや、と声を出した。ヨルの部屋の窓にも明かりがついているのが確かく認にんできたからだ。まだ起きているようだ。


「……少し、行ってみるか」


　立ち上がり、部屋から外へと出るナイトであった。





　なんでこんなことになってしまったのか……ヨルは自室で考えていた。


　先ほど、ほとんど勢いに任せてサクラリスに勝負を挑んでしまった。そのことを、後こう悔かいしていないと言えばウソになる。あのままいけば、最低限の労力でヨルは魔宴を勝つことができただろう。だが、そうやって手に入れた勝利には、いったいどれだけの価値があったのだろうか。


　そう、価値などない、そう思ったからヨルは勝負を挑んだのだ。世界最高の魔ま乖かい術じゆつ師し、『異イ』の『天テン才サイ』、サクラリスに。


　このまま自分が『魔王エル・ケーニツヒ』の座についたとしても、サクラリスを倒たおさない限り、決してトップの座につくことはできないだろう。まして、『異イ』の気まぐれなんかでもらった勝利なんかにぬか喜びするほど、ヨルの決意は甘あまくない。


「わたしは……絶対に勝たなければならないのよ」


　生まれたときから、いや、生まれる前からすでに魔宴に勝利することを期待されていた。ヨルは自分自身の才覚に、少なからぬ自信を持っている。やり方次し第だいでは、十分に魔宴を勝つことのできる実力があると信じている。そう、魔宴参加者全員を倒し、優勝することさえ可能な力が。


『無ム』と『時トキ』がすでに倒されたのはしかたない。魔宴はバトルロイヤル。自分で他の参加者全員を倒せるとは考えていない。だが倒された以上は、それを倒したサクラリスを倒さねば、本当の意味で魔宴を征せいしたということにはならない。


　なにより、初対面の時からサクラリスからは奇き妙みような気配が漂ただよっていた。一目見たときから相あい容いれないという、どうしようもない反発意識。


「……わたしたちは似ていると同時に、対極の存在。そして彼女は私の全てを奪うばう、終しゆう焉えんの使者……」


　サクラリスは、ヨルから奪うだけの存在だ。決して何も与あたえてくれはしない。


　あの圧あつ倒とう的てきな実力。誰だれもが『天テン才サイ』と呼ぶその才能、魔ま乖かい咒じゆの構成、展開、理論、実績、あらゆる点において、ヨルを遥はるかに凌りよう駕がしている。ヨルがどれだけ優すぐれていようと、サクラリスはその数倍先を行っているのだ。サクラリスは簡単に、ヨルのプライドを粉々に砕くだいてくれた。


　そしてなにより、彼女はナイトさえも奪おうとしている。


　いきなり現れて、必要以上にナイトにつきまとう。ヨルがサクラリスに勝っているとすれば、それはナイトとの付き合いの長さくらいだ。しかし、魔宴が終了してしまえば、ヨルはナイトとともにいる理由を失ってしまう。すなわち、サクラリスはヨルからナイトを奪おうとしているのだ！


　若干被ひ害がい妄もう想そうめいているかもしれないが、おおむね事実だ。ともかく、サクラリスというのは、ヨルからしてみれば天敵に近い存在なのである。


「ナイトがはっきりしないから問題なのよ……」


　そもそもナイトはヨルのことが好き……なはずだ。それはヨルだってそんなこと自信を持って断言できるわけではないけれど、こっちだって機を見て折を見て、ナイトに好意のシグナルを出しているのだから、いくら朴ぼく念ねん仁じんのナイトでも気づいてるだろうし、ナイトもなんとなくそんな感じのシグナルを出している気もするし、これはおおむね相思相愛と見て間ま違ちがいないような……って、自分は誰に言い訳してるのだろう？


　とにかく、問題はナイトなのだ。サクラリスに迫せまられて、それをきっぱり拒絶すればここまで話はややこしくならなかったものを、それをナイトは……


「……と、ここで怒いかりにまかせていては、わたしもいつまでたっても進歩できないわ」


　コメカミを震ふるわせながら、ヨルは強きよう烈れつな自制心を発揮して、何とか笑顔を浮うかべ、精神を安定させた……よし、大だい丈じよう夫ぶ。自分は冷静だ。


　確かに、以前のヨルならば、ここでナイトに強烈なお仕置きをしていたことだろう。だが、今は違う。ヨルは変わったのだ。


　ナイトの場合、いくらそういうことをしてもダメなのだ。あのお人好しは生まれつきのもので、もはや治しようがない。それに、悪く言えばお人好し、よく言えば優やさしいところが、ナイトの長所でもあるのだ。ムリにその部分を修正しなくてもいい。


　そうだ。ここはきっちりと示さねばならないのだ。ナイトの隣となりにいるべきなのは誰なのかを、きっちりと、実力で、皆みんなにわからせねばならない。そうでなければ、ヨルの未来は……


「わたしは負けないわ。そのための方法も……」


　ヨルは机の上に置かれたケースから、ガラスの試験管を取り出して目の高さまで持ち上げた。試験管の中には、小指の先ほどの大きさの金属片が入っていた。


　金属片はヨルの視線の中で、虹にじ色いろに輝かがやいていた。試験管の表面には、精せい緻ちな魔ま法ほう陣じんが描えがかれており、金属片が輝く度たびにその魔法陣も、明めい滅めつするのだった。


「現状で魔ま乖かい咒じゆ構成式の、九八％が解かい析せき完かん了りよう……十分な結果ね」


　呟つぶやきながらヨルはその試験管を、机の上に戻もどした。


「この力を使えば、あの『天テン才サイ』が相手だろうと、十分戦えるわ」


　そうだ。ヨルとて無策に勝負を挑んだわけではない。ちゃんと手は打ってある。いざと言うときだって……


「わたしは勝つわ。絶対に、誰にも負けない……」


　コンコン


　そのとき部屋がノックされ、ヨルはビクリと体を震わせた。考え込んでいたら、接近に気づかなかったのだ。


　でも、すぐに気を落ち着ける。慌あわてる必要はない。ノックのクセや気配で、相手が誰かはわかる。ナイトだ。


「ヨル、いいか？」


「ナイト？　どうしたの？」


「いや、その……少し話したいことがあって……」


　なんとなくナイトの歯切れが悪い。なんの用事だろうか？


「……今夜じゃなきゃいけないの？　あいにく今は、一人で精神集中しておきたいんだけど」


　今のセリフは半分ウソで、半分本当だ。戦いに備えて精神を練っておくことは、魔ま乖かい術じゆつ師しにとって重要だ。普段のようにある日いきなり戦せん闘とうが始まるならともかく、今回のように戦う日時が決まっているなら、色々と準備をしておく方がいい。


　それでナイトと少し会話する時間さえないのかといえば、それはウソだ。でも、今はなんとなく顔を合わせたくない……そう。せめて明日、サクラリスとの戦いが終わった後ならば、勝つにしろ負けるにしろ、ヨルの心の整理もできているはずだから……


「……そうだな。夜中にいきなり悪かった。邪魔だったみたいだな」


　と、扉とびらの向こうで、ナイトが言う。


　違う、別に今のはナイトが悪いわけではない。肩かた肘ひじ張はっているヨルが原因だ。


　でも、扉の向こうのナイトに向かって、悪いのはわたしよ、と声をかけるほどの心の余よ裕ゆうが、今のヨルにはなかった。


「すぐ済むから、悪いけどこのまま話させてくれ。手間はとらせない」


　扉の向こうから、ナイトが言う。


「その……なにか、俺にできることがあるなら、なんだって言ってくれ。なんでもするから」


「いきなりなんなの？」


「いや……サクラといきなり戦うなんて、少しヨルらしくないと思って」


「わたしらしくないって言うけど、あなたはどれだけわたしのことを知っているの？」


　別に怒おこっているわけではないのに、ヨルの口から出る言葉は意地が悪くなってしまう。


「その……ヨルには本当に、感謝しているんだ。本当に今まで、世話になってきたから……だから、俺はその恩返しというか、力になれることがあるならと思って……」


　……ナイトのその声を聞くうちに、ヨルの眉まゆの角度がつり上がっていく──違う。違うのだ。やはりナイトは勘かん違ちがいしている。ヨルが聞きたかったのは、そんな言葉ではないのだ！　ナイトに求めるのは……


「話はそれだけなの？」


　わざと素っ気ない口調で、ヨルは言う。


「いや、その……」


「それだけなら、話は終わりね。おやすみなさい」


「待ってくれ、ヨル」


「なんなの？　あなたはまだわたしの安あん眠みんを妨ぼう害がいしたいの？」


「……ごめん、俺が悪かった。おやすみ」


　あっさり謝あやまって、ナイトの気配が遠ざかっていくのが感じられた。


　バタン


　ナイトの部屋の扉が閉まるのを確認して……ヨルは、頭を抱かかえてベッドに座すわり込んだ。


　違うだろう、本当に自分は何をやっているのだ？　ナイトを追い返してどうする？　他に言いたいことはあったはずなのに、実際ナイトからこっちに来てくれたのに、ヨルの口からは憎にくまれ口ぐちしか出てこなかった。最低だ。自分は最悪の性しよう悪わる女だ。


「……でもね、ナイト。やっぱりあなただって悪いのよ」


　ナイトに感謝されても……困るのだ。


　なぜならば、ヨルはナイトに感謝されることなんて、なにもしていない。


　確かにヨルはナイトの命の危機を何度も救った。だが、そもそもナイトが命の危険につきまとわれているのは、ヨルと出会ってしまったことが原因なのだ。つまりそのことでナイトが感謝する必要はないし、感謝すべきはヨルの方なのだ。


「……本当に、どこまで鈍にぶいのよ……」


　ナイトが少しでもヨルを責め立てるなら……この罪悪感はまた違った形になったかもしれない。


　でも、やはりダメだ。何度も考え直したけれど、やはりダメだ。


　以前にナイトのことが好きだと面と向かって言ったけど……やはり自分には、その資格はないのだ。


　仮にヨルが勝利して魔ま宴えんが終わったとして……ヨルは、『闇ヤミ』の本家へ戻ればいい。だが、ナイトが戻るべき場所は、もはやない。魔宴が終わっても、ナイトは以前暮らした世界へは二度と戻れないのだ。


　永遠に終わらない裏の世界へ、ナイトを引きずり込んだのはヨルだ。そんなヨルに、ナイトのことが好きだなんて、言う資格がないのだ。


「謝るべきは……わたしよ」


　肩かたを落として呟き、ヨルは自じ嘲ちよう気味に唇くちびるをゆがめた。


「わたしからあなたに求める資格なんてカケラもない。逆にあなたが望むならわたしは、なんだって……」


　そこまで呟いたとき、ヨルの顔が紅潮しだした。


「な、なんでもって言っても、さすがに限度はあるけど、でもある程度のことだったら別に……っていうか、やっぱりナイトにも原因があるわ！」


　自分の思考を否定するように、ナイトをなじるヨル。


「そりゃわたしが元げん凶きようであるのは認めるけれど……ナイトが思わせぶりな態度って言うか、そもそもはっきり返事してくれないからわたしだって行動のしようが……って、わたしは何を言ってるのかしら？」


　顔を赤くしたり青くしたり百面相のような状態のヨルであった。


「……と、とにかくいいわ！　今はナイトのことは置いておいて、明日あしたのことに集中しましょう」


　ようやく心を落ち着けて、呟くヨル。


「全すべては明日、勝たないことには何も始まらないわ。わたしのこの気持ちも、先には進まない……」


　言って、もう一度机の上に視線を向けるヨル。


「……勝たなきゃいけないのよ、絶対に……相手が『天テン才サイ』だろうと、あの子だろうと……」


　ヨルの脳裏に一人の少女の顔が思おもい浮うかんだ。それは同居している少女の姿をしているが、思い浮かんだ少女はひどく大人びた様子をしており、赤く冷たい目でヨルを見つめていた。


「負けるわけには、いかないのよ」


　もう一度呟くその声には、固い決意が込められていた。




　第三章　魔ま王おう覚かく醒せい







　あけて翌日、特に時間などを指定したわけではなかったが、朝早くからナイトは目が覚めた。というか、あまり寝ねられなかった。どうも興奮しているらしい。別に自分が戦うわけではないのに、いつになく精神が高ぶっている。


　それは戦う本人も同じようで、着き替がえて一階に下りてみると、ヨルも起きていた。


「おはよう、早いな」


「無論だわ。敵はいつくるかわからないのだから、いつ来てもいいように準備するのが基本よ」


　確かにその通りだ。実際サクラリスとは今日戦うと約束したが、今日のいつ戦うかはまったく決めていない。


「おはよ～です～」


　軽くあくびをしながらひょっこりナナも顔を出してきた。時刻は午前五時を少し回ったくらい。外はまだ暗い。


「さぁ、行きましょう」


　ヨルに促うながされ、ナイトも反対する理由がないので連れ立って外に出た。出る前に、食事代わりに買い置きの栄養ドリンクを口にした。この後すぐ体を動かすのならば、エネルギーに変わりやすい糖分を摂せつ取しゆした方が効率が良い。


　いつ来てもいいように準備をする、というヨルの言葉はすでに実じつ践せんされているのだな、とナイトはすぐに気づいた。周囲の人の気配が薄うすい。早朝だから、という理由ではなく、根本的に人がいないのだ。


「結界は発動済みか」


　ヨルが歩きながら頷うなずく。戦闘に備えて、一いつ般ぱん人を遠ざける結界をすでに発動させているのだ。完全に街に人気がないところを見ると、数時間前から展開していたのかもしれない。


「……さしあたって、戦いやすい場所となるとここかしら」


　向かったのは南部である。これまでも何度か激戦を繰くり広ひろげてきた場所だ。オフィス街に当たり、一部ビルの密集している部分をのぞけば、空き地が多数存在するため、派手に暴れやすい場所でもある。見通しが良いために地の利を生かしづらいのだが、その分ここには他よりも多く、罠わなの魔ま乖かい咒じゆが仕し掛かけてある。


　今までは基本的に敵から攻せめ込まれる形がほとんどだったためにえり好みはできなかったが、自分で戦う場所を選べるなら、ナイト達は必ずここを選ぶだろう──そういう場所だ。


　東の空が白み始めたが、それでも人気はない。人の消えたゴーストタウンのようにも見えるビルの間をナイト達はすすみ……やがて、足を止めた。


「なるほど。ここが君の選んだ場所というわけだね、『闇ヤミ』」


　ナイト達の正面に、サクラリスが立っていたからだ。サクラリスは何かの建設予定地らしい空き地のど真ん中にたたずみ、周囲を見回している。


「確かに悪くない場所だね。むしろ良い場所かもしれない。魔乖咒の仕込みが、充じゆう分ぶんなようだね」


「そうよ。わたしはここを戦いの場所に選ぶわ」


「どこでもかまわないよ。なんならもう少し待ってあげたって良いんだよ。その間に好きなだけ、罠でもなんでも用意するといい」


「けっこうだわ。わたしはいつでもいいわよ」


「あぁ、わかったよ……無論僕もいつでもいいけれど、勝負の前にいくつかルールを決めておこうか」


「ルールですって？」


　まさにゲーム感覚だ。しかしサクラリスは悪びれた様子もなく、淡たん々たんと続ける。


「まず、勝負は魔乖咒をメインとした戦せん闘とう……ってことでいいね。僕としてはトランプでもなんでもいいんだけど」


「それでいいわ。元々わたし達の間には、その方法以外の勝負なんてなかったはずだよ」


「然しかりだね」


　サクラリスは頷いて続ける。


「とは言っても、本気で殺し合う、ってわけにもいかないよね。君を殺しちゃったらナイト君に怒おこられそうだ」


「なめられたものね」


　ギリッと、歯を嚙かむヨル。サクラリスは当然どこ吹ふく風かぜだ。


「そうだね。どちらかが戦闘不能になるか、降参したら負けってことにしようか。制限時間は特に決めないけれど、一本勝負ってことにしよう」


　勝手に決めていくサクラリス。だが特に異論はないのか、苦々しい表情ながらもヨルも頷いた。


「それで、ナイト君はどうするんだい」


「俺か？」


　サクラリスが、ナイトとナナを指さす。


「僕としては、三人がかりできてくれたって全く構わないよ。出血大サービスで、助すけっ人と呼び放題にしてあげようか」


「ふざけないで！　一対一で充じゆう分ぶんよ！」


　まぁプライドの高いヨルなら、今みたいな言われ方をされれば必ずこう答えるだろう。さすが『天テン才サイ』。ヨルの内心を読んで、先に助っ人を封ふうじたか。


「つまらないプライドにこだわらなければ幾いく分ぶん勝率だって上がるのに……今のは僕の親愛の証あかしとして、提案してあげたサービスなんだよ」


「あなたからサービスを受けるいわれはないわ！」


「やれやれだね」


　首を振ふるサクラリス……もしかすると、サクラリスはそういう策略なしに、本気で提案していたのかもしれない。そもそもサクラリスに、そんな小細工は必要ないだろう。


「まぁいいさ。君がそういうなら、お互たがい助っ人はなしってことにしようか」


　サクラリスが言う。ナイトやナナに確かく認にんするような口ぶりだった。


「わかったですよ～。ナナは見てるだけです～」


　あっさり頷くナナ。ナイトも頷くしかない。


「あぁわかったよ……でも、ヨルが危険だと判断したら、俺は止めにはいるからな」


「タオルを投げ込むわけだね。もちろんいいさ。言うまでもないけど、その場合は『闇ヤミ』の負けだよ」


「ナイト」


　ヨルがサクラリスをにらんだまま言う。


「半はん端ぱなところで止めたりすれば……わたしは絶対にあなたを許さないわ」


「わかっている……あぁ、わかっているよ」


　確かにそうだ。いざというとき止めにはいると言っても、そのいざというときを判断するのが難しい。


　ヨルの使う『闇ヤミ』の魔ま乖かい咒じゆは回復蘇そ生せいが専門だ。ヨルの実力は、死者すらも復活させるほどに強力だ。常識的に考えて致ち命めい傷しようの状態であったとしても、ヨルの場合はそこから充分反はん撃げきが可能なのである。


　下手に止めればヨルからは恨うらまれるだろうし、かといって少しでもタイミングが遅おくれれば、ヨルは本当に死んでしまう可能性だってある。見極めが難しいところだ。


「さて、それで実際に、もしも、万が一だけど、君が勝てたとしたら」


「くどいわよ、そんなに仮定を念ねん押おししなくてもいいでしょ！」


「君が勝てたら、僕の持つ魔道書を君に渡わたすってルールで良いのかな」


「もちろんそれでいいわ」


「それで君の矜きよう持じが満足するというなら、無意味だとは思うけど、つきあってあげようじゃないか。でも、僕が勝ったとしたらどうしようか」


　サクラリスが首をひねる。


「……わたしたちの持つ魔道書、全すべてを渡すわ」


　確かに、それが公平なルールだろう。


「でも、別段僕はそんなもの欲ほしくはないんだよね。『魔王エル・ケーニツヒ』なんて興味はないし。かと言って、他に欲しいものがあるわけでもないからね。これは困ったものだね。別に何かが欲しいわけじゃないけど、ゲームはやっぱりそういう罰ばつゲームがないと面おも白しろくないからね」


　完全に遊び感覚である。サクラリスはそこで、ポンと手をたたいた。


「そうだ。もし僕が勝ったら、君が僕の言うことを一つだけ聞くってのはどうだい」


「……いいわ」


　あっさりヨルが頷いたので、ナイトの方があわてた。


「おい、いいのか？」


「えぇ……魔ま宴えんは元々、敗北イコール死よ。それを考えれば、たとえ死ねと言われようと甘あまんじて受け入れるのが筋だわ」


「なかなかの覚かく悟ごだね。でも安心して良いよ。繰り返すけど、別に君に死んで欲しいわけじゃないからね。死ねとは言わないさ。まぁ、試合終しゆう了りようまでになにか面白い命令を考えておくよ」


　命令すると言っても、サクラリスにはなにかヨルにさせたいことがあるわけでもないようだ。サクラリスの言葉がどこまで本心かはわからないが、少なくとも死ねと命令する気はないはずだ。そもそもヨルを殺したいなら、試合で直接殺すだけで事足りる。


「さて……ルールの確認はこれくらいにしようか」


「なら、始めるわよ」


「あぁ、かまわ……」


　ドバァァァァァァァンッ!!


　サクラリスが、あぁ、と言うのとほぼ同時に、ヨルは後ろ手で用意していた攻こう撃げき魔ま乖かい咒じゆを解き放った。サクラリスを中心に大爆ばく発はつが起こり、地面に大穴があく。それは近くにいたナイトとナナまでも巻き込む威い力りよくだったが、ナイトはナナを抱かかえて爆発と同時に大きく後退していた。とりあえず、こちらにケガらしいケガはない。


「ヨルの奴やつ、無茶をする」


　体にかかった土ぼこりを払はらいながら、ナイトがつぶやく。近くにいると危険ではあるが、近くにいなければいざというとき止めに入ることができない。結局はつかず離はなれず、一定の距きよ離りを保ちながら移動するしかないようだ。


「別に無茶じゃないですよ」


　傍かたわらのナナが静かに言う。


「人を殺したいなら、相手に確認する必要ないですよ。好きなタイミングで殺しに行くだけです。ヨル姉様は最初に聞いてから攻撃したですから、優やさしいですよ」


　静かに言うナナ。ついつい忘れてしまうが、ナナはナイトなどよりよっぽど殺さつ伐ばつとした人生を送ってきているのである。ナイトとて生死の狭はざ間まをなんどもくぐり抜ぬけてきたが、ナナはそれ以上の経験を積んできているはずである。だからこうして、たまに冷れい酷こくにも見える台詞せりふを吐はくこともある。


「ナナ……いや、なんでもない」


「ですか」


　少し注意しようかとも思ったが、やめた。矯きよう正せいしようとしてもそれは直ることではない。時間をかけて、平和な時間をこの子に歩ませることでしか、解決しない問題なのだ。
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「なるほど。今のは少し驚おどろいたかな」


　爆発の収まった中央部、地面にあいた穴の中に平然とたたずむサクラリス。最初の位置から微び動どうだにしていない。かすり傷一つないどころか、そもそも土ぼこりさえその体にはついていなかった。


「『闇ヤミ』は……いないね」


　静かに周囲を見ても、ヨルの姿はない。気配はするので近くにはいるはずだが、はっきりとわからない。今の爆発で視界が遮さえぎられた瞬しゆん間かんを狙ねらって距離をとり、物もの陰かげに隠かくれたのだ。見晴らしのいい空き地といっても、数百メートルもいけばいくらでも身を隠す場所はある。


「まぁ妥だ当とうな判断だよね」


　サクラリスが声を大きくする。


「ねぇ『闇ヤミ』。そうだね、そうなんだよ。さっきのルールには穴があった。ひたすら逃にげ回った場合の罰ばつ則そく規定がないんだよ。そして時間は無制限。こうやって君が逃げ回ったとしても、それを制限するルールはないんだ。それは裏を返せば、君にはそうする道しか残されていないってことだ」


「…………」


　その通りである。


　正面からぶつかり合えば、それは純じゆん粋すいな実力勝負であり、実力が圧あつ倒とう的てきに上であるサクラリスの勝利は揺ゆるがない。つまりヨルは、サクラリスと正面からぶつかり合うことだけは避さけなければならない。


「君が勝つには、こうやって罠わなを併へい用ようしつつ逃げ回って、僕がスキを作るチャンスをひたすら待つしかないんだよ。その戦法を真っ先に選んだのは、なるほど、間ま違ちがってはいない。でもね、正解ってわけでもないんだよ」


　サクラリスは大げさに肩かたをすくめた。


「僕だって無む駄だに時間をかけて勝負を長引かせるつもりなんてないんだよ。だから、ねぇ、悪いけれど、その戦法を封じさせてもらうよ」


　サクラリスはぱちり、と指を鳴らした。次の瞬間──建物が消えた。


　比ひ喩ゆ表現でなく、文字通り建物が消えた。いや、それだけではない。見み渡わたす限かぎりにある建造物が、高さのある全てのものが一瞬で消え、周囲にはむき出しの地面のみが残った。


「これは……」


　ナイトも思わず息をのむ。なぜなら、視界の果てに見えるのは地平線だ。地平線の彼方かなたまで、遮しや蔽へい物は何もない。だだっ広い地面が広がるのみで、ナイト達以外に動くものも何もなかった。そして物陰に隠れていたヨルも同様、大地のど真ん中に姿を現した。


「くっ……」


「別に驚くことじゃないさ。邪じや魔まな障害物の位相をずらしたんだ。一時的に異次元へ送り込んだに過ぎない。全て終わったら元通りになるよ」


　サクラリスはむき出しの地面を見て言う。


「見ての通り、君が隠れる場所はなくなった。そして、君が手て間ま暇ひまかけて準備した魔ま法ほう陣じんも、もうない」


　町中の道路や壁かべ、地面などに用意された魔法陣。だがそれも、壁やアスファルトごと消しよう滅めつしてしまえば使いようがない。


「さぁ、どうする、『闇ヤミ』。できることなら、君が降参してくれるのが一番簡単なんだけどね」


「まさか、この程度で諦あきらめると思っているの！」


　ヨルが両手を前に突つき出だす。その手から、強きよう烈れつな閃せん光こうが放たれた。しかし。


「無駄さ」


　サクラリスはかわそうともしない。なぜならば、かわす必要がないからだ。攻撃は、幻まぼろしを突き抜けるように、サクラリスの体を素す通どおりした。


「僕にはあらゆる攻撃が通用しない」


「くっ」


　ヨルが連続で攻撃を放っていく。だが、そのすべてが無意味だ。サクラリスには当たらない。いや、当たってはいるが、全て素通りしてしまう。


「人は何な故ぜ、他人に触ふれることができるかわかるかな」


　サクラリスが説明する。


「それは他人と自分は別人だからさ。人は他人には自由に触れることはできる。けど、自分自身に触れることはできない。右手で左手はつかめるけど、右手で右手はつかめない、それと同じことなんだよ。人が他人に影えい響きようを与あたえることができるのは、僕らが異なる存在だからだ」


　すなわち、それこそが『異イ』。


「『異イ』系統第四咒じゆ法ほう〈消きえ去さり過すぎ逝ゆく境異冥さかいめ〉を僕は恒こう常じよう展開している。これで僕自身と他者との境界線を曖あい昧まいにすることで恣し意い的てきに任意物体の接せつ触しよくを禁ずることができる」


　つまり。


「僕には、僕自身が許可を出さない限り、何者も触れることはできないのさ。だから君の攻撃は決して当たらない」


　わかったかな、とつぶやいて、サクラリスは手を広げる。


「だからね、『闇ヤミ』、君に勝ち目なんてないんだよ。それがわかったら、早く降参してくれないかな」


「それはどうかしら」


　いったん攻撃の手を止めるヨル。サクラリスはこの期ごに及およんで、未いまだ攻撃らしい攻撃を何もしていない。にもかかわらず、ほぼ勝敗は決したようにも見える。ヨルに逃げ道はなく、攻撃手段もない。八方ふさがり同然の状態だ。


「どんなに堅けん牢ろうな堤てい防ぼうであろうと、アリのあけた穴で決けつ壊かいすることだってあるわ。手がないわけじゃないのよ」


「間違ってはいない。でも、口で言うのは簡単だけどそれを実際に行うのは難しい」


「なら、試ためしてみると良いわ」


　ヨルが、手を振ふる。その指先から再び鋭するどい閃光が伸のびた。


「そんなことで……」


　ザンッ


　その光がサクラリスの頰ほおをかすめた。一瞬遅おくれて、サクラリスの頰に真っ赤な血がにじみ出る。


「……へぇ、なるほど。僕を傷つけたね」


　淡たん々たんとした態度は変わらず、サクラリスは指先で自分の頰をなでた。その指先に血液が付着する。


「少し君を甘あまく見ていたかな。まさかこんな短時間で僕の実体を捉とらえるなんて、多少僕の見込みが甘かったのかな」


　ちらり、サクラリスは背後を見た。離れた場所に、銀色に光る棒状のものが落ちていた。サクラリスが拾い上げると、それは銀色の金属片だった。


「なるほど、これは五ご聖せい竜りゆうの」


「えぇ、《斬ざん壕ごうの剣けん竜りゆう王おう》の使っていた咒じゆ具ぐの魔ま剣けんよ」


　前回の戦いで五聖竜の一人、シチガイ・キョウシロウが使用した咒具は、古代の魔ま乖かい術じゆつ師しの生み出した魔乖術師殺しの魔剣である。その剣は、次元の壁を操あやつるサクラリスにも手傷を負わせる威力がある。


「前回の戦いで、破は片へんをいくつか回収しておいたわ。そしていざというときに備えて、その魔乖咒の組成と原理も解かい析せきしておいたのよ！」


　再度、ヨルの指先から閃光が放たれる。今度は今までと違った。サクラリスに命中した瞬間、その肌はだに浅い傷を作っていく。


「なるほど。確かに僕の実体まで攻撃が届いている」


　そうつぶやく内に、サクラリスの体に新たな傷が増えていく。


「最初から使わなかったのは、僕の手の内を探さぐるため、僕の油断を誘さそうため、というわけだね。なるほどなるほど。無策で挑いどんできたわけではないようだね」


　だが、それでもサクラリスの余よ裕ゆうは崩くずれない。静かに、自分の手足についた傷を観察している。


「……でも、それだけだね」


　淡々と、告げる。


「確かにこれで僕を傷つけることができるのかもしれない。でも、それは君の勝利には決して結びつきはしない」


「…………」


　ヨルの返答は、攻撃だった。問答無用で、再度攻撃を放つ。


「でも君の善戦に応こたえて、僕も少し力を入れようかな」


　と、サクラリスが手を振る。サクラリスの目の前に光の壁のようなものが広がり、ヨルの攻撃をはじいた。


「魔ま力りよく障しよう壁へき……」


　魔乖咒を防ぐ壁。それもかなり強力だ。ヨルの攻撃が簡単にはじかれてしまった。


「君が僕に手傷を負わせられるからといって、それは決して僕たちの間にある実力差が縮まったわけではない」


　サクラリスの言葉とともに、サクラリスの体から強烈な光こう弾だんが発射された。


「きゃっ！」


　サクラリスの攻こう撃げきはヨルの攻撃を飲み込みながら進み、ヨルに直ちよく撃げき。爆ばく発はつが起こり、ヨルの体がはじき飛ばされた。


「どうしたんだい。今のは軽い、挨あい拶さつのつもりだったんだけどね」


　苦く笑しようとも冷笑ともつかない微び笑しようを浮うかべるサクラリス。ヨルは、少しだけふらつきながら立ち上がった。ヨルの顔には、不敵な笑いが浮かんでいた。


「あら、そうだったの。小さな挨拶だったから、よく聞こえなかったわよ。もう一度大きな声で言って欲ほしいわね」


「ならそうしようか」


　躊ちゆう躇ちよなく、攻撃を放つサクラリス。言葉通り、光弾が大きくなっている。


「うっ！」


　ヨルは障壁でその攻撃をしっかりと受け止めたが、それでもヨルの細い体は大きくはじかれた。ただ、今度は転がったりせず、何とか踏ふん張ばってこらえる。


「……なかなかの挨拶だったわね」


「気に入ってもらえたんならよかったよ」


　微笑を浮かべるサクラリス。ヨルは荒あらく息を吐はきながらも、手を休めることなく魔法陣を描えがいて、自分の傷をいやしていく。多少のダメージを受けたところで、ヨルには強力な回復咒法がある。そう簡単に勝負は決まらない。


「ヨル……」


「大だい丈じよう夫ぶですよ、先生ぇ」


　ナナが確信を込めてつぶやく。


「ヨル姉様なら、絶対に負けないですよ」


「……そうだな、そう……信じよう」


　そうだ。小さなナナだって信じているのに、ナイトが弱気になってどうする。ヨルを信じて戦いを見守る、今のナイトにできるのはそれだけだ。


「そうだよね。君の『闇ヤミ』には回復咒法がいくらだってある。僕がいくらダメージを与あたえても回復してしまうんだよね」


　肩をすくめるサクラリス。


「まぁ灰も残さず一いち撃げきで消し飛ばしてしまえば別に問題ないんだろうけど、今回はさすがにそんなことをするわけにもいかないよね」


　サクラリスは説明しながら、手を振っていく。その指先が空中に軌き跡せきを描えがき、複雑な魔法陣と化していく。


「と、いうわけで、対策させてもらおうかな」


　さらにサクラリスが大きく手を動かすと、その全身から強力な魔ま力りよくの波動が放たれるのが、離はなれた位置にいるナイトにも感じられた。同時に、周囲の空気が変わる。


「これは……結界か？」


「まさか、こんなあっさりと!?」


　結界魔ま乖かい咒じゆ……範はん囲い内の空間において、一定の効果を長期にわたって発揮する魔乖咒である。代表的なもので、一いつ般ぱん人を遠ざける人ひと払ばらいの結界などがある。


　魔乖咒への耐たい性せいを持たない一般人相手に使うならば簡単だが、魔乖術師にも有効な結界を展開するのは困難である。また、結界を展開する場合、事前に広範囲にわたって魔法陣などをしこんでおかねばならない。


「効果範囲は、ざっと数キロ足らずだけどね。さすがの僕でも、下準備なしではこれくらいが限度かな」


　常識外れの広範囲である。事前になんの準備もなしに結界を展開させれば、ナイトでも数百メートル足らずが限度だ。サクラリスはその十倍の範囲を……いや、三次元空間的に考えるならば一千倍の範囲をカバーしたのである。


「そんな、この効果は……」


「そう、気づいたようだね。俗ぞくに言う『下位殺カイゴロし』だ」


　その名は、ナイトも聞いたことがある。範囲内において下位魔乖咒──すなわち、第二咒法以下の魔乖咒の展開を妨ぼう害がい、無効化してしまう結界だ。


「回復咒法が、封ふうじられたということか……」


　回復咒法のほとんどは、自分自身に効果を及ぼす第二咒法である。第二咒法が封じられれば、回復咒法の大半が使えなくなってしまう。


「でもそれはお互たがい様よ」


「そうだね。回復・蘇そ生せい・肉体強化の魔乖咒の大半が第二咒法だ。この結界内では何者も、その魔乖咒を使えない──それは術者である僕も変わらない。でもね、それはつまり地力の差がそのまま出るって言うことだよ。ますます僕が有利になったってことさ」


　サクラリスの体の前に光弾が生まれる。同時に八個の光弾が現れ、それらが四方八方に飛び散り、複雑に動きながらヨルに命中していく。


「あうっ！」


　たまらず弾はじかれるヨル。地面の上を激しく転がり、土にまみれ、よろめきながら何とか起き上がる。


「……全然、効かないわ！」


　明らかな強がりを叫さけびつつ、ヨルの指先から稲いな妻ずまが放たれる。だが、それはサクラリスの障壁によって防がれてしまった。


「雷らい撃げきの魔乖咒は、練りがやや甘いようだね。お手本を見せてあげよう」


　すっ、とサクラリスが頭上に向け、長い人差し指を差し向けた。次の瞬しゆん間かん。


　ガラッビシャンゴロガラギラガラッ


　大地を震ふるわす轟ごう音おんと、視界を埋うめ尽つくすフラッシュのような閃せん光こう。ヨルの至し近きん距きよ離りに、頭上から凄すさまじい強きよう雷らいが落下したのだった。


「あぁぁぁぁっ！」


　小石のように、ヨルの体が吹ふっ飛とばされた。


「ヨルッ！」


　思わず声を出してしまうヨル。とんでもない威い力りよくだ。天候は晴れなのに、魔乖咒で雷かみなりを生み出したのである。当然だが、そんな天候を自在に操るほどの魔乖咒など、一人で展開するのはほぼ不可能だ。


　だが、その不可能をあっさりと、たやすくこなしてしまう魔ま乖かい術じゆつ師し。それがサクラリスなのだ。まさに『天テン才サイ』と呼ぶしかない圧あつ倒とう的てきな実力である。


「ぐっ……うっ」


　うめきながら、よろよろと立ち上がるヨル。雷のせいで周囲にイオン臭しゆうが立ちこめている。全身に大小無数の傷が刻まれ、雷の影えい響きようで服の一部が焼けこげて破けている。至近距離に落らく雷らいして、この程度で済んだのだから軽傷だろう。


「とっさに光学魔乖咒を使用して、雷の直撃を避さけたようだね」


　その通りである。ヨルの得意なレーザーを放ち、雷の通り道を誘ゆう導どうして、地面に落雷させたのだ。数億ボルトの高圧電流が直撃していれば、いくら物理障壁があろうと、再起不能のダメージを負っていただろう。


「どうだい、『闇ヤミ』。君の勝ち目はいよいよなくなってきたと思うんだけどね」


　淡たん々たんと告げるサクラリス。


「そろそろ降参してくれないかな。これ以上続けると、弱いもの虐いじめになっちゃうよ」


「誰だれが……降参なんてするものですか！」


　ヨルが、苦しいながらも戦意の消えない険しい顔で言い放つ。強がっているのは明らかだが、ヨルの実力を考えると、余力はまだあるだろう。だが、サクラリスを攻せめあぐねているのは、ナイトから見て明白だ。


　止めるべきか？　素す早ばやく思考を巡めぐらせるナイト。


「……ダメですよ、先生ぇ」


　だが、制止する声が響ひびく。


「ヨル姉様、まだ諦あきらめてないです。止めちゃダメですよ」


「確かに、あの目はまだなにか、攻める手を残している目だ……」


　でも、どんな方法が残っている？　実力差は明らかだ。あれがヨルの強がりでないと言い切れるのか……いや、ヨルは、無む根こん拠きよに博ばく打ちを打つ性格ではない。きっとまだ、なにか手があるのだ。


　ナイトが止める気がないのを見て、サクラリスはやれやれとつぶやいた。


「しかたないね。気が進まないけど、君の戦意を徹てつ底てい的てきに砕くだかないといけないようだね。まぁ安心しなよ。女の子だし、顔は傷つけないようにしてあげるよ。ただし、手足の骨を順番に、折ってあげよう」


　なんの感かん慨がいもなく、静かに言うサクラリス。サクラリスは確かに圧倒的な実力を持つが、獲え物ものを追おい詰つめて楽しむ性せい癖へきを持ってはいない。ただし、必要ならば躊躇ためらいも慈じ悲ひもなく行動する、ただそれだけの性格なのだ。


「そう簡単にできると……」


　と、ヨルがサクラリスに向かって右手を突つき出だした瞬間。


「最初は右みぎ腕うでがお望みかい」


　その瞬間には、ヨルの鼻先にサクラリスの顔があった。互いの吐と息いきがかかるほどの至近距離に迫せまり、サクラリスの手は、ヨルの右手を鷲わしづかみにしていた。


「しっかり奥おく歯ばを食いしばってね。悲鳴を上げすぎると舌を嚙かむよ」


　ゴリッ


　鈍にぶい音がした。


「あ……ぁ……ぁっ……ぁっ……」


　ヨルの口から声にならない悲鳴が上がる。ヨルの右の下腕が、半ばでねじれていた。本来なら直線であるはずの部位が、真横に曲がっている。サクラリスの握あく力りよくで握にぎりつぶされ、破は裂れつ骨折を起こしたのだ。


「ウソだろう……」


　ナイトはそれを見てつぶやく。『下位殺カイゴロし』結界の中だ。サクラリスも肉体強化の魔ま乖かい咒じゆは使えないはずなのに、視認不可能なほどの高速でヨルとの距離を詰め、素手で人の腕を握りつぶすなど、生身の人間にできる芸当ではない。『天テン才サイ』は、どこまで人にん間げん離ばなれしているというのだ。


　ヨルはあまりの激痛にのたうちたい衝しよう動どうをこらえながら、左手で右手を支えようとする。


「よく悲鳴をあげなかったね。さすがだよ……で、どうだい。降参する？」


「あ……ぃっ……んっ……うっ……」


　歯が折れそうなくらい食いしばり、悲鳴を必死にこらえながら、それでもヨルは首を横に振ふった。


「了りよう解かいだよ」


　無造作に、サクラリスはヨルの左腕をつかんだ。


「それじゃ、二本目だね」


　淡々と、事実だけを告げるように言うサクラリス。


　ガギッ


「！っっっ！！！っっ!!」


　地面に倒たおれ、のたうって苦しむヨル。体を動かすと、腕が半ばでフラフラあり得ない方向に曲がり、それがさらなる激痛を呼び起こす。


「苦しいかな。あまり我が慢まんしていても、苦しみが長引くだけだよ。降参した方が身のためだけどね」


　ブルブル


　それでもヨルは、首を横に振る。


「そう……三本目」


　無む慈じ悲ひに告げて、サクラリスはヨルの右足を踏ふみつけた。


「ファッ！！！！！！」


　短い声を漏もらすヨル。右足が、途と中ちゆうで折れ曲がっていた。


「!!ぃっ！ぅ！！！ぉっ!!」


　食いしばった歯の間から切れ切れの悲鳴を漏らす。目から涙なみだがこぼれ、口の間からは悲鳴と一いつ緒しよによだれも漏れ、地面の上でもがき苦しむヨル。


「……限界だ」


　さすがにもう、これ以上は見ていられない。手足の骨折くらい、手当をすればくっつく。ヨルの魔乖咒さえ使えれば、骨折など瞬時に治るだろう。だが、今は回復咒じゆ法ほうは封じられ、それどころか、第二咒法で痛覚を麻ま痺ひさせることもできずにヨルは苦痛にのたうっている。これ以上続けさせても、それは拷ごう問もんと変わらない。やめさせるべきだ。


「ダメですよ、先生ぇ」


　だが、ナイトの手をナナがつかんで押おし止とどめた。


「今止めたら、ヨル姉様から恨うらまれるですよ」


「でも、こんな残ざん酷こくなこと、認められるか！」


「人間手足の一本や二本がなくなったって死なないですよ」


「でも！」


「ヨル姉様は、まだ諦めてないです」


　ナナが冷静に分ぶん析せきする。


「たとえ手足の全すべてが折られたって、戦えないわけじゃないです。隙すきを突いて相手のアキレス腱けんを嚙み切ってから、喉のど笛ぶえに食いつけば勝ち目はあるですよ」


「でも、ヨルにそこまで泥どろ仕じ合あいをさせてどうする！」


「先生ぇにはわからないですか、ヨル姉様の気持ち？」


　ナナが悲しそうに言う。


「もし今先生ぇが止めたら……ヨル姉様は死ぬですよ」


「なんだって？」


「ヨル姉様の命は助かっても、体は無事でも、ここで終わったら今までのヨル姉様は死んじゃうです。ナナ、そんなのイヤですよ。だから先生ぇ、このまま見てるです」


　……ナナの言っていることは、正直よくわからない。ここは、ナナを振り切ってでもヨルを助けるべきだと、判断する。


　だが……ふりほどけない。ナイトの腕に指を食い込ませ、強く握るナナの小さな腕が、ナイトの力でもふりほどけなかった。


「ダメです、先生ぇ……今は、ダメです」


　静かに繰くり返かえすナナ。だがその目には、有う無むを言わせぬ迫はく力りよくが込められていて、ナイトは抵てい抗こうすることも忘れて動きを止めた。


「さぁ、『闇ヤミ』もう後がないね。そもそも、手がまともに動かせないんじゃ、魔ま法ほう陣じんだって描えがけないしね。これで終わりにしようじゃないか」


「あ……ぅ……がっ、ぎ……ぎ……ぎぎ……ぎ」


　ヨルが口から血を吐はいた。


「うん、舌を嚙んだのかい。だから気をつけろって言ったのに」


　強く舌を嚙んだせいか、ヨルの口のはしから真っ赤な液体が流れ出ている。だが、ヨルは血に汚よごれた口元をぬぐわぬまま、強いまなざしでサクラリスを見上げた。


「……ま……だよ」


　震える声で、激痛で意識が遠のきそうになる中、ヨルはギラギラと、凶きよう暴ぼうな輝かがやきを目の中に浮うかべて言う。


「まだ……終わってないわ。わたしは……まだ負けていない」


「たいした闘とう志しだね。でも、それも無む駄だだよ。四本目、行こうか」


　サクラリスが、ヨルの無事な左足を踏み砕こうと、足を動かす。だが……


「ふんっ！」


　ヨルは足を振り上げ、その反動で跳ちよう躍やくし、起き上がった。


「ぐっ!!」


　当然無事ではない。サクラリスの一いち撃げきはかわしたが、衝しよう撃げきが全身の骨折に響く。左足一本で体重を支えつつも、折れた右足に重心がずれるたびに激痛が走る。両りよう腕うでも同じだ。ねじれた両腕も、今はそよ風に揺ゆらされるだけで失神しそうなくらい痛い。全身を冷ひや汗あせと泥が汚よごし、ヨルはまさに満まん身しん創そう痍いの有様だったが、それでも立ち上がったのだった。


「まだ……終わらせないのよ！」


　叫さけび、ヨルがサクラリスに向かって飛びかかった。策略も何もなく、正面から飛びかかるだけ。だが……


「うっ！」


　まさに、野や獣じゆうのごとき迫力。おいつめられたヨルの必死の反はん撃げきに、サクラリスはとっさに反応する。


　ザシュッ


　と、サクラリスのつきだした右手が、ヨルの左胸に浅く突き刺ささった。


「ごぶっ！」


　ヨルの口から、血があふれる。サクラリスは、おっと、と声を漏らす。


「僕としたことが……少し加減を間ま違ちがえたかな」


　ヨルの胸に刺さった自分の腕を見て、淡たん々たんと言う。


「ギリギリで、心臓には届いてないけど、致ち命めい傷しように限りなく近い……諦めな、『闇ヤミ』。これは、手当をしないと……」


「ふざけるなっ！」


　ヨルがサクラリスを至し近きん距きよ離りから殴なぐった。油断していたのか、その一撃をまともに食らってサクラリスははじき飛ばされる。


「はぁ、はぁ……はぁ……」


　だが、ヨルの方が苦しそうに息を漏らしていた。当然だ。ヨルの両手は完全に折れている。骨折した状態の右手で今、サクラリスの顔面を思いっきり殴ったのだ。正気の沙さ汰たではない。失神しそうなほどの激痛がヨルの体をむしばんでいるはずだ。にもかかわらず、ヨルはまだ、片足で立ち続けていた。


「あら……どうしたの？　得意なすりぬけは、やるのを忘れた？」


　そうだ。今サクラリスに、肉にく弾だん攻こう撃げきが初めて命中したのだ。さすがのサクラリスも、ヨルを直接攻撃していたため、とっさにはどうしようもなかったようだ。


「……強がりを」


　サクラリスは片手で顔を押さえながら立ち上がる。顔にはわずかに血がにじんでいた。


「でも、どうせ君に打つ手はない。それどころか、胸の傷をふさがない限り、数分以内に失血で失神、死亡するよ。君に手はない」


「愚おろかな子……わたしが本当に、無策でここまで来たと思っているの？」


　満身創痍。その言葉がふさわしいはずなのに、まともな手足は一つしか残らず、胸からは今も出血し続けているのに、なおもヨルは、汗と血と土にまみれた顔で、不敵な笑みを浮かべた。


「わたしは、最初から、これを待っていたのよ」


　ドクリ


　溢あふれ出す。


「あなたが自分から、『下位殺カイゴロし』を使うのを」


　ドクドクドクリ


　溢れ、零こぼれ、滴したたり落ちる。


「そしてあなたが、わたしに致命傷を負わせてくれるのを」


　ドクドクドクドクビチャビシュビシュビシュリ


　ヨルの胸からドス黒いものが溢れていく。それは漆しつ黒こくの『闇ヤミ』。あらゆる不ふ浄じようを湛たたえた永遠の暗黒。ゲル状で不定型な『闇ヤミ』が、血の替かわりに、ヨルの体から溢れてくる。


「そしてわたしのこの力は……『下位殺カイゴロし』如ごときでは防げない」


　あふれ出る『闇ヤミ』がヨルの全身にまとわりつき、染しみ渡わたり、ヨルの肉体を『闇ヤミ』色に染め上げていく──全身の傷は、すでにふさがっていた。手足の骨折すらも、いつの間にか修復されている。金きん髪ぱつ碧へき眼がんだったヨルの姿は、『闇ヤミ』の力によって黒くろ髪かみ黒目へと変へん貌ぼうしていく。


「この力は……」


　サクラリスが、わずかにたじろぐ、初めて慌あわてた姿が見られた。ヨルの全身から、圧あつ倒とう的てきな魔ま力りよくがあふれ出ている。その力は、サクラリスすらも上回るレベルだった。


「……始祖、の力かな」


　だが、そんな状態であってもサクラリスは冷静に分析していく。


「ごくまれに、八や祖そ直系の魔ま乖かい術じゆつ師しの中で、先祖返りを起こして始祖の力を受うけ継つぐものもいる……でも、これは強すぎるね。血が濃こいというレベルじゃない。この力は、もはや『闇ヤミ』の始祖である『始原シゲンの闇アン黒コク』、そのものと言っても過言じゃない」
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「……形勢逆転、ってところかしら？」


　ニタリ、ヨルが、黒い唇くちびるをゆがめて笑う。それは、冷れい酷こくな笑みだった。


　今やヨルの全身はすっかり『闇ヤミ』によって染め上げられていた。体を動かすたびに皮ひ膚ふからはゲル状の『闇ヤミ』が零れ出て、それが不定形に鳴動しながらヨルの体にからみついていく。まさに異形、人ならざる力である。


「……わたしにこの力を使わせるのは、『最サイ強キヨウ』やナイトを含ふくめて、あなたで四人目よ」


「これが君の奥おくの手かい」


「えぇ、そうよ。わたしの最後の手段でもある力……」


　無論ヨルの変貌は、ナイト達も見ていた。


「凄すさまじい力だ……あの『闇ヤミ』は、魔力の塊かたまりそのものだぞ」


　純じゆん粋すいな魔力が視し認にんできるレベルになって体からあふれ出すなど、桁けた外はずれの魔力量である。普ふ段だんのヨルと比して何十倍、何百倍もの量だ。圧倒的な魔力を持つサクラリスすらも上回る力である。


「確かに、以前、あの力は見たことがあるな……」


　エリザベートに操あやつられているとき、ナイトはあの姿のヨルと対たい峙じした。しかしその記き憶おくは曖あい昧まいで、ナイト自身断片的にしか覚えていない。


「……でも、客観的に見て、今のヨルはサクラを超こえている」


　ひいき目ではなく、それは事実だった。


「今なら、ヨルが有利だな」


「ですね」


　ナナも頷うなずく。


「でも、これでダメだったら、ヨル姉様でもどうしようもないですね」


「どういう意味だ？」


「ヨル姉様は後がないってことです」


　確かに、ヨル自身が言うとおり、あれは最後の手段だろう。この力を防ぎきられれば、ヨルにはいよいよ、打つ手はなくなる。


「まぁいいよ、かかっておいでよ、『闇ヤミ』」


　サクラリスが落ち着いて言う。


「さすがにさっきみたいな弱いもの虐いじめをするのはいささか気がとがめていたんだ。今の君が相手なら……そうだね。少しは、互ご角かくに楽しめそうだ」


「互角？」


　ヨルが首をかしげて、笑みを深くする。それは──


「互角じゃないわ。これから始まるのは、わたしにとっての娯楽よ」


　──邪じや悪あくな笑みだった。


「言うね、『闇ヤミ』」


　サクラリスが手を振ふり、光こう弾だんを生み出す。十数個の光弾が、ヨルに飛来する。だが──


「効かないわ」


　ブスリズブリ


　光弾はヨルの体に飲み込まれた──ただそれだけだった。


「僕の魔力を吸収したね」


「立ち止まる余よ裕ゆうなんて、あなたにはないのよ」


　と、今度はサクラリスの鼻先にヨルが迫せまっていた。目にもとまらぬ速さで、ほとんど瞬しゆん間かん移動と言っていい動きだった。ヨルは無造作に、『闇ヤミ』のまとわりついた右手を、サクラリスの無防備な胸にたたき込んだ。


「そんな攻こうげ……ぐがっ！」


　余裕の表情は、たちまち驚きよう愕がくと苦く悶もんに歪ゆがんだ。ヨルの右手はあっさりとサクラリスの障しよう壁へきを突とつ破ぱして、胸に命中したのだった。サクラリスは体を折り曲げて弾はじき飛ばされる。


「逃にがさないわ」


　小石のように弾かれたサクラリスを追って、ヨルはまたも瞬間移動。飛ばされるサクラリスの背後に現れるや、その背中に強きよう烈れつな回し蹴げりを叩たたき込んだ。


　ガゴン


　人体から響ひびいたとは思えない重い打だ撃げき音と共に、サクラリスの体は地面に叩きつけられた。落下地点の地面が砕くだけ、大きな穴が穿うがたれる。


「す……すごい、ヨル」


　遠くから眺ながめていたナイトは思わず感かん嘆たんの声を漏もらした。強すぎる……今の動きは、ナイトでも認識するのが難しかった。ヨルは生きつ粋すいの後衛タイプ魔ま乖かい術じゆつ師し。前衛のやる直接的な肉にく弾だん戦は専門分野ではないはずなのに、この力……とんでもないレベルだ。全力のナイトでも、こうはいかないだろう。


「どうしたの『異イ』。手て応ごたえがなさ過ぎるわ。もう少し抵てい抗こうしてもらわないと、今度はわたしが弱いもの虐めをしてるみたいじゃない」


「くっ」


　穴の底から手が伸のびて地面を摑つかみ、サクラリスの体が起き上がった。先ほどまで余裕綽しやく々しやくだったはずの彼女だが、ヨルの攻撃をまともに食らって全身に無数の傷が刻まれ、服もボロボロになっていた。


「これは驚おどろいたね」


　呟つぶやくサクラリス。だが声が冷静すぎて、あまり驚いているようには見えない。


「まさかこれほどとは……次元回かい避ひが完全に無効化されてしまったよ」


「当然だわ。わたしの力は真なる『闇ヤミ』……始祖の力は、魔ま乖かい咒じゆの根源よ。そんなチャチな第四咒法くらい、簡単に突破できるわ」


「なるほど。確かにそうだ。君は僕の予想を上回った。これは完全に僕の計算ミスだ。認めようじゃないか、僕の過あやまちを。確かに君がこれだけの力を持っているとは予想外だったよ……でも、それだけだ」


　サクラリスはパンパン、と服の汚よごれをはたきながら言う。


「確かに君は強くなった。その力はある意味僕以上だ。でも、それで君が勝てる訳じゃないよ」


「そう。なら、試ためしてみましょう」


　ヨルの手が、サクラリスのあご先を捕とらえた。のけぞるサクラリスの腹部に、前蹴りを叩き込むヨル。吹ふっ飛とぶサクラリス。その背後に瞬間移動、肘ひじ打ちを叩き込み、続いて膝ひざ蹴げり……目にもとまらぬ動きで次々と連続攻撃を決めていくヨル。その動きは流りゆう麗れいで、鮮あざやかでさえあった。


「すごい……けど、やりすぎじゃないか、ヨルは？」


　ナイトもそう呟いてしまう程ほどの動きだった。


「サクラはほとんどサンドバッグ状態だ。あそこまでやらなくてもいいだろう」


「しかたないですよ、あ～なったら、止まらないですから」


　ナナが嘆たん息そくして説明する。


「先祖返りした人って、『魔王エル・ケーニツヒ』の血が濃くなる分、凶ぉ～暴ぉ～になるですよ」


「よく知ってるな」


「エリザベート様がそうでしたから」


　確かに、エリザベートの凶きよう暴ぼうぶりは今いま更さら説明するまでもない。エリザベートも優ゆう秀しゆうな魔乖術師だったが、彼女も先祖返りしていたクチか。


「でも……サクラリスが危なくなったら、止めるしかないな」


　最初、ヨルの身が危険になったら止めようと思っていたのに、今は逆になってしまった。このまま一方的な戦いになれば、サクラリスの身が危なくなってしまう。そうなったときも、ナイトは止めに入る腹づもりだった。しかし……


「……おかしいな」


　ナイトはうめいた。目の前では、一方的な戦せん闘とうが繰くり広ひろげられている。超ちよう高こう速そくで自在に動き回るヨルを前に、サクラリスはまともに動くヒマもなく、一方的に攻こう撃げきされ、すでに全身に無数の傷が刻まれていた。


　サクラリスの作った『下位殺カイゴロし』の結界は未いまだ有効だ。サクラリスもヨルも、回復咒じゆ法ほうは使えない。そのはずなのに……


「……サクラの魔力が全然減っていない」


　魔力と体力は基本的には別物であるが、無関係ではない。一方が大きく減れば、もう一方にも影えい響きようが出る。魔乖術師同士の戦いの場合、肉体的ダメージに加え、魔力ダメージも与あたえていくのがセオリーだ。実際ヨルも、そうやって攻撃しているはずだ。なのに、サクラリスの魔力は全然減っていない……ダメージが、ない？


「どうなっているんだ？」


「あまり効いてないかも……ですね、ヨル姉様の攻撃」


「ナナもそう思うか？」


「ですです。このままだとマズイですね」


　ヨルの掌しよう底ていが炸さく裂れつ。サクラリスの体が地面にまたも激げき突とつした。ヨルの動きが、いったん止まる。


　先ほどよりも傷を増やしたサクラリス。額からは血がにじんでいた。だが、それでもしっかりした足取りでまたも立ち上がり、肩かたをすくめた。


「終わりかな。思ったほどじゃなかったね」


「……確かにね。今度はわたしがあなたを見くびっていたかもしれないわね」


　ヨルが呟いた。


「そのタフネスは異常だわ……攻撃は全すべて通っているのに、ダメージがほとんど入ってないなんてね」


「そういうことさ。こんな攻撃いくら続けたって……」


　サクラリスが余裕の表情で言う。だが、その顔が、途と中ちゆうで固まった。


「──なら、物理的に破は壊かいすればいいだけのことよ」


　瞬間移動──サクラリスの懐ふところに飛び込んだヨルは、サクラリスの右手を鷲わしづかみにしていた。先ほどと、攻こう守しゆ入いれ替かわった正反対の構図。だが一つだけ違ちがうところがあった。


　メリビチャゴリ


　ヨルは、サクラリスの腕うでを折らなかった。そのまま引きちぎったのだ。


「一本目、ね」


　ニタリ──邪悪な笑みで呟くヨル。いつものヨルとは別人のような有様だった。


「ぐっ……」


　片腕を失い、さすがにサクラリスは短く息を漏らす。右腕は半ばから千切られて、切断面は筋肉がずたずたになって、骨の一部が顔を出している。傷口からはビチャビチャと、赤黒い血液が噴ふん出しゆつしている。


「わたしはね、残ざん酷こくなのよ。あなたを倒たおすためならば、どんな手段だろうと躊ちゆう躇ちよはしない」


　ヨルが、笑みを深くする。凶きよう悪あくな印象を受ける笑みだった。サクラリスは片手で反対の手の傷口を押おさえている。傷口が押しつぶされているため、出血はさほどひどくなかった。


「なるほど……僕の手を、あらゆる防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを無効化してあっさり千切るとは、なかなかのパワーだね」


　静かに……片手を失ったというのに、異常なほど冷静な声で、サクラリスはつぶやく。


「……で、これがどうしたんだい、『闇ヤミ』」


「ん？」


　サクラリスは静かに、全く慌あわてることなく、続ける。


「確かに君は、僕の片手を奪うばったかもしれない……けれど、それで君が勝てる道理はないんだよ」


「強がりを！」


　ヨルの手が、動く。次の瞬間。


　ズジャンッ


　サクラリスの残った左手も、半ばでちぎれ飛んだ。両りよう腕うでから、血を流すサクラリス。


「二本目よ。さぁ、どうなの」


「……これが君の力なのかい」


　両腕を失い、どう考えても重傷だ。にもかかわらずサクラリスは青ざめた顔で、口元には普ふ段だん通りの硬こう質しつな微び笑しようさえ浮うかべながら、続ける。


「君の本気は、全力は、この程度のものだというのかい」


　異常だった。サクラリスの傷は控ひかえめに見てもひどく、下手をしたら致ち命めい傷しようになりかねないレベルである。だというのに、サクラリスには堪こたえている様子がカケラも見られない。それどころか、ヨルが間ま違ちがいなく押しているはずなのに、見方によっては、サクラリスがヨルを攻せめているようにも思えた。


「ねぇ、『闇ヤミ』。一つ聞くけど……まさか、まさか君の全力は、僕の両手を引きちぎる程度のものなのかい」


「そう……いいわ。その減らず口が二度とたたけないようにしてあげるわ」


　ヨルが片手を持ち上げた。その手のひらに、『闇ヤミ』が集約されていく……たちまち漆しつ黒こくの塊かたまりはその大きさを増し、直系十メートルを超こす闇あん黒こくの球が生み出された。


「な！　それはやり過ぎだ、ヨル！」


　ナイトが思わず叫さけぶが、ヨルの耳に届いた様子はない。


　この『闇ヤミ』は魔ま力りよくの塊だ。あれだけの魔力が解放されれば、こんな街は根こそぎ消しよう滅めつしてしまう。ヨルの奴やつ、頭に血が上って、見境がなくなってきたのか!?


「クソッ」


「どこへ行くですか、先生ぇ」


　飛び出そうとするナイトを、またもナナが止める。


「今度こそ二人を止める。さすがにあれは、マズイ！」


「今行ったら、先生ぇも巻き込まれるですよ」


「それでも、今行かないでどうする！」


「……ナイト、ナナ」


　振ふり返かえらないまま、ヨルが二人を呼ぶ声が聞こえた。そのまま、ヨルが言う。


「伏ふせていなさい」


　とっさに、ナイトはナナの小さな体をかばうように、その場に倒れ込んだ。それと同時に、ヨルが振り上げた手を下ろす。


「お望み通り、消し飛びなさい」


『闇ヤミ』の塊が、地表に落下した瞬しゆん間かん、漆黒の『闇ヤミ』が一気に広がり、何もかもを飲み込んでいった……


　魔力が暴風のように吹き荒あれる大爆ばく発はつが起こった。物理的な衝しよう撃げきはさほどでもないが、魔ま乖かい術じゆつ師しならば、周囲の魔力量に鳥とり肌はだが立つだろう。生身の人間ならショック死確実なほどの魔力だった。


　魔力の嵐あらしは何分続いただろうか……やがて、その勢いも弱まり、ナイトも立ち上がって、様子をうかがう余よ裕ゆうができた。


「これは……」


　思わず絶句。地面には直径百メートルはくだらない、巨きよ大だいなクレーターが形成されていた。クレーター内にあったはずの土は、根こそぎ消失している。クレーターの縁ふちには、傲ごう然ぜんと眼下を見下ろす漆黒のヨルの姿があった。


「わたしの必殺、『闇ヤミ』系統第四咒じゆ法ほう〈闇あん黒こく魔ま界かいの太たい陽よう〉はどう？　膨ぼう大だいな魔力を暴走させ、爆発のベクトルを制せい御ぎよして中心部への縮退反応を連れん鎖ささせる魔ま乖かい咒じゆよ。効果範はん囲い内のあらゆる物質を物理法則ごと崩ほう壊かいさせながらも、範囲外への被ひ害がいは最小限になっているわ」


　恐おそろしい破壊力だ。あの姿になったヨルは、魔力に加えて、魔ま乖かい咒じゆの構成などの才能も格段にレベルアップしている。普段のヨルでは、ここまで高威い力りよくの魔乖咒は制御できないだろう。


「『異イ』、今のはどうかしら？　もっとも、細さい胞ぼうの一片も残さず消滅しては、さすがのあなたも答えようがないかしら？」


　口元に笑みを浮かべて言うヨル。だが──それに答える声があった。


『心配無用だよ』


　それは、どこから聞こえるのかはっきりしない声だった。たとえるなら、空から周囲一帯へ響ひびくような声だった。そしてそれは、間違いなく、サクラリスの声であった。


『「闇ヤミ」、まさかこの程度なのかい。君の全力って言うのは、この程度でおしまいなのかい。確かに君は、僕の全身を跡あと形かたもなく消滅させたのかもしれない……けれどそれだけだ。まさか、その程度のことでこの僕を倒すことができると、本当に思っているのかい』


　ナイトは、額から冷ひや汗あせが流れるのを感じた。まさかサクラリスは、今の凄すさまじい攻撃の直ちよく撃げきを喰くらっても、まだ生き残っているというのか？　ありえない。常識で考えるなら、そんなことは不可能だ。


　でも、感じる。サクラリスの肉体はもうどこにも残っていないはずなのに……その魔力の気配だけは消えることなく存在することを、ナイトは感じることができるのだった。


「サクラ……どうなっているんだ？　体は完全に消えたのに」


　先ほどの肉体は、まさか幻げん影えいだったとでもいうのか？　ありえない。サクラリスから感じた気配と魔力は間違いなく本人のものだった。あれが偽にせ者ものだとは、とても思えない。


『もちろん、今の体は偽者じゃない。間違いなく僕本人のものだよ』


　ナイトの疑問を感じ取ったか、サクラリスが答えた。


『ただし、一部だけどね』


　どういうことだ？


『たとえるなら、あの体は、僕本人から見れば、一本の髪かみの毛けみたいなものなんだよ。それは間違いなく僕本人の一部ではあるけれど、いくら切り刻まれて引ひき抜ぬかれて消し飛ばされたところで、所しよ詮せんは髪の毛一本。多少は痛みくらい感じるけれど、別段なんともないんだよ』


「…………」


　愕がく然ぜんとして、ナイトは思わず言葉を失った。今のが、あれだけ圧あつ倒とう的てきな力を誇ほこっていたはずのあのサクラリスの体が、サクラリス本人の、ほんの一部、断片的な存在でしかなかったというのか？　だとしたら、サクラリス本人の実力は……


「なら、お遊びはこれくらいにしましょう」


　攻こう撃げきを放ったヨルは、だが今の言葉にもたいした衝撃を受けた様子はない。それどころか、面おも白しろそうに、邪じや悪あくそうに、黒い唇くちびるをゆがめて笑った。


「さすがにこんなことで終わったら、拍ひよう子し抜ぬけするところだったわ。なら、今度こそ全力で戦いましょう。早くあなたも姿を見せたらどうなの」


『そうだね……仮かり初そめの肉体、僕のほんのカケラ程度の存在でしかなかったけど、あの肉体を消滅させるほどの存在が、人間にいるとは思わなかったよ。了りよう解かいさ、『闇ヤミ』。今度こそ、そして生まれて初めて、僕の本気を見せようじゃないか』


　ゾクリ


　ナイトの全身を、悪お寒かんと冷や汗が襲おそった。なんだ、この気配は？　ヨルが『闇ヤミ』の力に目覚めて以来、ただでさえ魔力の圧あつ迫ぱく感かんは強まっているというのに、今また、さらにその重圧が増してきている。とんでもなく膨大な魔力の持ち主が、この空間に顕けん現げんしようとしている？


　キシッミシパリンッ


　なにかの軋きしむような音の後に、破は裂れつ音が響く。ナイト達の見守る中、宙に裂さけ目めができていた。あたかも、空間に亀き裂れつが入ったかのように、なにもない空中に唐とう突とつにそれは現れたのだった。


　その裂け目から二本の白い、そして小さな腕うでが突つき出てきた。


　その腕は裂け目の縁ふちに小さな指をひっかけると、左右に押し開くように力を込めた。


　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ


　大地が、空気が、この星全てが震しん撼かんするような重低音が響き渡わたる。空間の裂け目は、たった二本の小さな腕の力によって大きくその口を開けることとなった。


　そして足音もなく、裂け目の奥おくから人ひと影かげが現れた。


　小さな子供だ。本当に小さい。小こ柄がらなナナよりも、さらに二回りは小さいだろう。幼女と言うべき外見だ。たぶん、身長は一メートルを超えるかどうかといったレベルのはずだ。それだけ小柄な体たい軀くをしているのに、歩き方に危なげがない。ゆっくりと足を運ぶその動きからは、貫かん禄ろくや風格といったものさえ感じられた。


　長い髪は艶つややかで、見る角度によって微び妙みように色を変えていた。肌はだは白はく皙せき、小さな顔はまさに人形のように整っている。整いすぎて人にん間げん離ばなれしているほどだ。手足は折れそうなくらいに華きや奢しやで、体にはフリルのたっぷりついた服を着ている。服装だけは、年相応の子供らしさを感じさせてくれた。だが、それ以外は正反対の印象だった。


　きれいな子供だ。かわいいと言ってもいいだろう。だがなんの感情も浮かんでいない、硬かたい表情は他者をどこまでも拒きよ絶ぜつしているようで、ひどく非現実的な存在に思えた。だが、その顔には、その小さな姿には、先ほどまでとはあまりに姿が違ちがうが、確かにサクラリスの面おも影かげが残っていた。


「初めまして」


　彼女は小さく頭を下げ、硬い声であいさつをした。


「……もちろんお互たがいが初対面でないことは心得ているけれど、実際のところこうやって顔を合わせるのは初めてな訳で、そもそも僕自身がこの世界に戻もどったのも生まれて以来初めてで、先ほどまでのあれは僕の端たん末まつみたいなものだから、実際は今まで電話で会話するだけで実際に顔を合わせたことは一度もない間あいだ柄がらのようなものだったわけだよ。つまり、そういった状じよう況きようを鑑かんがみるに当たって、このように挨あい拶さつするのが妥だ当とうであると一いつ般ぱん良識から判断してみたのさ」


　外見は確かに子供だ。声も子供らしく、あどけない声だ。にもかかわらず、話す言葉は異常なまでに饒じよう舌ぜつで回りくどく、これは間違いなくサクラリス本人だと確信させる材料でもあった。


「……それが、あなたの本当の姿なのかしら？　ずいぶんかわいらしくなったものね」


　ヨルが冷ややかに言う。その言葉が、額面通りの意味でないことはナイトにもわかった。


　サクラリスの魔力は、異常だ──先ほどまでも、サクラリスの力はナイトやヨルを大きく超こえていると感じていた。だがそんなものは氷山の一角だったのだと、改めてわかった。


　サクラリスはなにもしていない。ただ立っているだけだ。なのに、全身からひっきりなしに大量の魔力が漏もれてる。あまりにも膨大な魔力は銀色のオーラのような形となって視し認にんできるレベルにまでなっている。空気にまで感染した魔力は、先ほどから空気中でひっきりなしにスパークして、火花が飛びちっている。なにもしていないのに彼女の周囲の地面は崩くずれ、石は勝手に砕くだけ散ちっていく。


　桁けた外はずれの、まさに人外レベルの魔力量だ。これは、『闇ヤミ』の力を得たヨルと同等、あるいは、それを超えるレベルの力であった。


　確かに、これがサクラリスの本当の肉体だというならば、異次元に隠かくれ潜ひそむしかないだろう。はっきり言って、この魔力量ではこの世界で日常生活を送ることさえ困難、いや、ほとんど不可能と言ってもいい。


　知らず、ナイトの全身は汗で濡ぬれていた。暑いわけでもないのに、全身の汗と、震ふるえが止まらない。冷や汗だ。サクラリスとヨル、二人の大量の魔力に当てられて、ナイトほどの実力者でさえ、気け圧おされていた。


「かわいい、ね……さてどうだろうね。僕は僕のことをかわいいなんて自覚したことはないし、周囲の人間は、たとえ実の親であっても、間ま違ちがっても僕をかわいいなんて言ったことはなかったよ。彼らから感じられたのは、畏い怖ふと恐きよう怖ふ以外のなにものでもない──別にかまいはしないんだけどね。人並みの境きよう遇ぐうを望むことほど僕にとって場違いな願いはない」


　淡たん々たんというサクラリス……確かにそうだ。こんな子供──五歳さい足らずの年ねん齢れいでこの魔ま力りよく量は、人間レベルを超えている。優ゆう秀しゆうな魔ま乖かい術じゆつ師しのそろった八や祖そ本家であっても、サクラリスの存在はもてあましたことだろう。たとえ相手が幼女であったとしても、この子が気まぐれを起こせば、あるいは毛先ほどでも魔力制せい御ぎよを失敗しただけで、周囲一帯が焼け野原になってしまうのである。動く爆ばく弾だんのようなものだ。まともな魔乖術師ならば、サクラリスに近づきたくもないだろう。


「さて……では『闇ヤミ』。始めようか。僕もこの姿でやるのは初めてなもので、もしかしたら手加減に失敗するかもしれないけれど、悪しからず」


「心配いらないわ……今のわたしは、殺されたって死なないから」


「それは重ちよう畳じよう」


　瞬間、二人の姿が消えた。同時に、中間地点に肉にく薄はくした状態で、二人が出現する。


　ヨルの右手が、サクラリスの小さな体めがけて振ふり下ろされた。その手は、サクラリスの右みぎ肩かたに命中。パンッと、肩から胸にかけてが骨格ごと粉ふん砕さいされて、はじけ飛ぶ。同時に、サクラリスの小さな腕はヨルの脇わき腹ばらに突き刺ささっていた。ゴシュッと、ヨルの腹部が半分以上消し飛ばされる。二人の体はそれぞれの攻撃によって反対方向に吹ふっ飛とばされた。


　だが二人とも、吹っ飛ばされると同時に体を曲げ、足を地面に突き立てるようにして踏ふん張ばった。その時には、二人の体からあふれ出る魔力が傷口を修復していた。そのまま再度、二人は正面からぶつかり合う。


「なんてデタラメな再生力だ……」


『闇ヤミ』の魔ま乖かい咒じゆは確かに回復蘇そ生せいが得意だが、これは異常だ。魔乖咒をいちいち展開することなく、魔力だけで再生を行っている。サクラリスも同様だ。魔力運用の点で考えれば非効率きわまりないが、このやり方ならば『下位殺カイゴロし』も無意味だ。そして無む尽じん蔵ぞうの魔力があれば、魔力消費は気にしなくてもいい。


　ガシッと、ヨルが上から押さえつけるように、サクラリスの小さな体に手を振り下ろした。サクラリスもヨルの手を摑つかみ、二人はがっちり組み合った。


　バチッ、バリンッ、ガランッ


　ヨルの体からあふれ出る漆しつ黒こくの『闇ヤミ』、サクラリスから漏れる銀色の魔力、双そう方ほうが双方を浸しん食しよくしようと鬩せめぎ合い、周囲の空気に稲いな妻ずまが放電される。


「さすがに……これはもう、俺の手におえないぞ」


「ですね」


　もはやこうなっては、ナイトに対処できる限界を超えている。二人を止めようにも、今あそこに飛び出したらナイトの体など、障しよう壁へきごと消し飛ばされかねない。二人の力はそれだけ圧倒的だったのだ。


　今のナイトにできるのは、ナナをつれて二人から距きよ離りをとりつつ、その成り行きを眺ながめることくらいであった。


　体格で言うならば、ヨルの方が圧倒的だ。ヨルは大おお柄がらとまではいかないが、日本人の基準で見れば長身の女性である。一方のサクラリスは、五歳にも満たない幼女。サクラリスの身長はヨルの腰こしくらいしかないのである。体格差を生かして、ヨルは力ずくでサクラリスを押さえ込み、サクラリスは下からヨルを押し上げていく。体格差はあるが、二人の力は拮きつ抗こうしているようで、二人の動きが止まった。


　と、サクラリスが攻撃に出る。腕は正面から組み合ったまま、サクラリスのつぶらな眼まな差ざしから、銀色の閃せん光こうが放たれたのだった。魔力のレーザーである。至し近きん距きよ離りから打ち込まれた閃光は、ヨルの胸に命中し、大爆ばく発はつを起こして二人の体はまたも互いに弾はじかれた。


　ヨルは地面の上を転がるように弾かれた。胸の肉がごっそり消し飛んだが、傷口からの出血はない。傷口からあふれ出る『闇ヤミ』がたちまち肉体を再構築していくのだ。だが、再生する分立ち直りがサクラリスより遅おくれた。


「さて、そろそろ本気を出そうか」


　先に体勢を整えたサクラリスが両手を動かし、魔ま法ほう陣じんを描えがく。両手の指、十本が別々に動いて、十個の魔法陣を同時展開。多重起動した魔法陣が、銀色の魔力をサクラリスの右手に収束させる。


「『異イ』系統第四咒じゆ法ほう、〈奇き異いなる異い鬼きの鬼き哭こく啾しゆう々しゆう〉」


　サクラリスの右手の魔力が、解放された。その手の先から銀色の凄すさまじい閃光が解き放たれた。太さ十メートル以上、極太の閃光は大地を砕きながら一いつ瞬しゆんで地平線の彼方かなたまで、一直線に伸のびていった。


「グゥッ！」


　ヨルはその攻撃を、かわしきれなかった。右半身が飲み込まれ、右手と右足が残らず消し飛び、半分の体となって大地を転がる。


「この、程度でっ！」


　驚きよう異い的な再生力がヨルの肉体の欠損を修復していく。しかし、さすがのヨルも、表情に苦痛の色が漏れていた。


「遅おそいね」


　そしてサクラリスは、さらにそのスキに次の魔ま乖かい咒じゆを展開。


「じゃぁ、次は倍の威い力りよくで、試ためしてみようか」


　と、今と同じ魔乖咒を展開。だが、今度は極太の閃光が、両手から同時に、二本放たれる！　二本の閃光は、動きを止めたヨルの体に直ちよく撃げき。全身が、閃光の中に完全に呑のみ込まれた。


　ズガァァァァァァァァァァァァンッ


「ゴッ、クッ、フハッ！」


　高熱で融ゆう解かいし、ガラス状になった地面の上に残ったヨルの有様はひどかった。あれだけの高こう威い力りよく魔乖咒が直撃したのだ。全身が消し飛んでもおかしくなかったのに、頭部と、上半身の一部だけは残っていた。常識的に考えるなら致ち命めい傷しようだというのに、彼女の肉体は、その状態からも復活しようとしていた。


「アァァァァァァァァァァァァァ!!」


　ヨルの口から漏れたのは、野や獣じゆうのような雄お叫たけびだった。その声に呼応して、彼女の魔力が、肉体を再構築していく。残った胸から胴どう体たいが伸びる、さらにその胴体から四し肢しが生え、再生される……再生された肉体は、黒かった。彼女の全身、今までは白かったはずの肌までもが漆黒に染まり、ヨルの全身は影かげ法ぼう師しのように闇やみ色いろと化していた。


「まだ動けるんだね。でも、さすがに効いているようだ。もう一息かな」


　立て続けに攻こう撃げきしながらも、サクラリスには疲つかれたそぶりすら見えなかった。立ち上がったヨルに対して、間かん髪はつ入れずに攻撃。またもや両りよう腕うでから、最高威力を誇ほこるビームが二本、発射された。


「ウアァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ!!」


　ヨルは、回かい避ひしようともしなかった。またも、攻撃は直撃する。だが、今度は先ほどのようにはならなかった。なぜなら、銀色の光こう芒ぼうは、ヨルの体に命中した瞬間、あらぬ方向へとねじ曲がり、拡散していくからだ。


　大爆発が起こり、地面に新たな穴が穿うがたれた。だがその中央に立ち続けるヨルは五体満足で、先ほどのようなダメージは無い様子だった。サクラリスはそれを見て、短く息を漏らした。


「なるほど……その漆黒の肉体は、魔力反射装そう甲こうだね。僕の全力の第四咒法さえも防ぎきる……戦いながら、戦せん闘とうデータを蓄ちく積せきして自らの肉体にフィードバック、より強く、より上位へと進化する──太古のこの星で、窮きゆう極きよく戦闘兵器として生み出された、かつての『魔王エル・ケーニツヒ』と同じだね」


　しかし、サクラリスの態度に変化はない。外見は完全な子供であるにもかかわらず、老練な大人のように、余よ裕ゆうある態度を崩さない。


「でもいいのかな。あまり進化しすぎると、元の体に戻もどれなくなるよ」


「アァァァァァァァァァァァァァァァ!!」


　絶ぜつ叫きようしながら、ヨルが飛び出した。大きく振り上げた右手が肥大化、人間をたやすく両断できるほど巨きよ大だいな爪つめをはやした腕うでに、形が変わる。一瞬で肉薄したサクラリスめがけて、その手を振るう。ザシュッ、地面に五本の巨大な亀き裂れつが走った。だが、サクラリスの姿はない。


「さぁ、それじゃぁ次行ってみようか」


　サクラリスは、いつのまにか上空にいた。上空数十メートルの位置で、地上のヨルを見下ろしながら魔法陣を描く。


「さっきのは、僕が使える中では最大威力の魔ま乖かい咒じゆだったんだけど、パワー不足だったようだね……なら話は簡単さ。今度は、さっきの倍の威力にすればいい」


　喋しやべるうちに、サクラリスの肩の後ろから新たな腕が二本伸びてきた。サクラリスは、四本腕の異形へと変へん貌ぼうしたのだ。四本の腕がそれぞれに魔法陣を描き、先ほどと同じ魔乖咒を展開。


「今度は四本だよ」


　極太の光の奔ほん流りゆう、それが四本、同時に発射され、上空から飛来したビームは、ヨルの体を呑み込んだ。


「アァァァァァァァァァァァァァ!!」


　二本のビームは弾いたヨルだったが、その倍の数は無理なようである。魔力の圧力で体が押しつぶされ、地面に倒たおれ、漆黒の肉体にヒビが入っていく。


「ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」


　絶叫。肉体が悲鳴を上げ、崩くずれていく……だが、ヨルは終わらない。潰つぶれかけたヨルの背中が盛り上がり、そこから漆黒の翼つばさのようなものが広がった。ヨルの体の数倍の大きさはある翼を広げたヨルは──次の瞬間、ビームの圧力から抜ぬけ出し、上空にいたサクラリスの、さらに背後に移動していた。


「あっ……」


　サクラリスが振り返るより早く、ヨルの手が、サクラリスの体を殴なぐりつけていた。吹っ飛ばされるかに見えたサクラリスの体は、だがそうはならなかった。一瞬で回り込んだヨルが反対方向へ蹴けり飛ばしたからだ。


「ＡＨＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」


　雄叫びを上げ、翼をはやしたヨルの動きは、さらに速まった。超ちよう高こう速そくで動くために、ヨルの姿が分身したようにも見える。サクラリスはヨルに殴られ、蹴られ、打たれる度たびに弾かれるのだが、それ以上の速さで動くヨルが連続で攻撃を加えるために、サクラリスの体はその場からほとんど動くこともできずになされるがまま、四方八方から一方的に袋ふくろだたきにされている状態だった。


「ＲＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」


「す、すごいです、ヨル姉様」


　ヨルのあまりの変貌ぶりに、あまりに圧あつ倒とう的てきな強さに、ナナも感かん嘆たんの声を漏もらす。


「ナナでももう、ヨル姉様の動き、見えないです」


　動体視力が常人離ばなれしたナナでも視し認にん不可能になったようだ。ちなみに格かく闘とうゲームをフレーム単位で見切ることが可能なナナの反射神経は、百分の一秒単位である。常人の反応速度の限界は〇・二秒とされているので、驚異的な反応速度だ。そのナナでも見えないということは、ヨルの速度が音速を超ちよう越えつしたということになる。


　だが……


「ダメだ、ヨル」


　ナイトは思わずそう呟つぶやいていた。確かに、ヨルは強くなっている。一時は押されていたが、今はまたサクラリスを圧倒するまでの力をみせつけている。


「それ以上はダメだ、ヨル!!　もうやめろ！　今すぐ止まれ！　もう戦うな！」


「ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」


　ナイトの叫さけびは、ヨルのさらなる絶叫で搔かき消けされた。ダメだ、もうナイトの声も届いていない。


「やめるんだ、ヨル！」


　思わず駆かけ出だすナイト。だが、またもナナが、その腕を摑つかんでナイトを止めた。


「ダメですよ、先生ぇ。これ以上近づいたら、巻き込まれるです」


「そんなことはどうでもいい！　今止めないと、ヨルはもう、戻れなくなる！」


　ヨルの魔ま力りよくは、時間に比例してますます増大していく。だがそれは、濃のう密みつな『闇ヤミ』の魔力だ。ヨルの根源の力ではあるが、ヨル本人の魔力とは違ちがうものである。


　ヨルが本来持っていた魔力は、今や完全に『闇ヤミ』の魔力の中に呑み込まれた。魔力感知能力の高いナイトには、わかる。ヨル本来の魔力が、高まる『闇ヤミ』の魔力の圧力で今にも押しつぶされそうなのだ。このままでは、ヨルの魔力は全すべて『闇』に取って代わる。そうなったとき、今までのヨルは、ナイトの知っているヨルは、この世から完全に消え去ってしまうのだ。


「この気配、覚えている……『先生マイステリン』と同じだ」


　ナイトの『先生マイステリン』──アイリス・マリア・ヘルブストは『最サイ強キヨウ』の二つ名を持つ優ゆう秀しゆうな魔ま乖かい術じゆつ師しだった。だが、子供の頃ころから『滅メツ』の強力な魔ま乖かい咒じゆを行使し続けた結果、晩年は理性を魔力に蝕むしばまれ続けるという症しよう状じように陥おちいったのである。


　今のヨルはそれと同じ状態……いや、『先生マイステリン』の時より、なお悪い。このままだと完全に人格が消失してしまうだろう。


「ヨルを止めないと！」


「でもどうやってですか？」


　ナナが聞く。


「ナナ達は、飛べないですよ」


　魔乖術師は、飛ひ翔しようの魔乖咒が苦手である。飛べないことはないが、空中での動作はかなり遅いのである。つまり、空中で高速戦闘を繰くり広ひろげるヨルやサクラリスは、それだけで魔乖術師の常識からかけ離はなれた存在なのである。


「でも、このままだとヨルは、たとえ勝っても、もう以前のヨルには戻れなくなる。それだけは止めないと！」


「……ヨル姉様、本当に止めて欲ほしいですかね？」


　ナナが、愕がく然ぜんとするような言葉を吐はいた。


「ヨル姉様、自分から、『闇ヤミ』に呑まれていったよ～に、ナナには見えたです」


「なにを言って……いや、そんなことはいい。そうだとしても、このままじゃ危険だ。止めないと……」


「ヨル姉様、そんなこと望んでないですよ」


「そんなはずがあるか！　ヨルは……」


「先生ぇは、ヨル姉様のことをどれだけ知っているですか？」


　ナナが少し強い口調で言う。その気配が、いつもと違った。普ふ段だんのボケボケな態度はなりを潜ひそめ、ともすれば威い圧あつするような迫はく力りよくを全身から発している。ナイトも思わずナナに向き直ったほどだ。


「先生ぇ……ヨル姉様がなんで今戦っているか、わかっているですか？」


「それは……」


　ヨルが自分でも言っていた。プライドのためだ。ヨルの言葉が思い出される。


　──わたしには欲しいものがあるの。それを手に入れるために今まで色々と努力してきた。その欲しいものを今いま更さら他人からの施ほどこしで手に入れても、わたしは納なつ得とくできないわ。なぜなら、わたしは今まで努力してきて、それを手に入れるに足る力を身につけたと自負しているわ。その力を行使することなく手に入れても、なんの意味もないわ。結果さえ手に入れればいいと言うわけでなく、結果と過程、双そう方ほうがそろってこそ本来の価値があるのよ──


　ヨルが欲しかったもの……それは、『魔王エル・ケーニツヒ』の称しよう号ごうに他ほかならないはずだ。


「……魔ま宴えんに優勝するためだろう？」


「…………」


　ナナがため息をついた。なんていうか、心底あきれた、そんな風な感じのため息だった。


「全然ダメですよ、先生ぇ。やっぱりなにも、ヨル姉様のことも、ナナのことも、なんにも、まるでわかってないです」


「いったい何が言いたいんだ、ナナ！」


「ヨル姉様は、先生ぇのために戦っているですよ！」


　ナナが叫ぶように言う。それは──予想外の言葉だった。ナイトのため？　意味がわからない。それがなんで、ヨルがサクラリスと戦う理由になるのだ？


「ヨル姉様、『天テン才サイ』の人と戦ってるのは、先生ぇを取り戻すためですよ」


「なんだって？」


「先生ぇがはっきりしないから、ヨル姉様焦あせっていたですよ。先生ぇが『天テン才サイ』の人とどこかに行っちゃうかもしれないから、だからここで決着をつけるつもりですよ」


「バカな！」


　思わずそうつぶやいて、頭上のヨルを見上げた。もはや全身が『闇ヤミ』に浸しん食しよくされてしまったヨルは、空中でほとんど動かないサクラリス相手に一方的な攻こう撃げきを延々と続けている。


「バカじゃないですよ。おバカさんは、先生ぇの方です」


「でもそんな……ありえない。俺がそんな、ヨルから離れるなんてこと、あるはずがないじゃないか」


「そのことを、ヨル姉様に言ったですか？」


「そんなこと言わなくてもわかる……」


「そんなことナナ聞いてないです！　言ったですか、言わなかったですか！」


「……言ってない」


　ナナの迫力に押おされて、口ごもりながら答えるナイト。ナナは、そんなナイトを責めるように言った。


「言わなきゃなにもわからないですよ。そんなこと、おバカさんなナナでも知っていることですよ」


「でも……」


「ナナ、ちゃんと言ったはずです」


　ナナが、ナイトの顔をまっすぐ見上げた。その赤い目に、ナイトは吸い込まれそうになってしまう。


「先生ぇもナナも、ヨル姉様も、いつ死ぬかわからないですよ。明日あしたには誰だれかが死んでるかもしれないですよ。一分後には全員死んでるかもしれないですよ。ナナ達は、そ～ゆ～生き方をしてるですよ」


「それは、わかっている……」


「わかってないです！」


　ナナが力強く否定する。


「わかってるなら、なんでヨル姉様になにも言わなかったですかっ！」


「…………」


「ナナ、先生ぇに、この前ちゃんとそのこと教えてあげたですよ。それで先生ぇ、何かしたですか？　ヨル姉様に、何か言ったですか？　ナナ達はいつ死ぬかわからないんだから、いつ死んでも後こう悔かいしないように最善を尽つくしたですか？」


「そんな……死ぬのを前提にした生き方なんて、俺には……」


「死なない人間なんていないですよ。死ぬのが早いか遅おそいか、それが違うだけなんですよ、人間なんて」


　ある意味達観した眼まな差ざしで断言するナナ。


「……先生ぇがなにも言わなかったから、今のヨル姉様は無茶してるですよ。これは、先生ぇが自分で招いた結果です。先生ぇ、今更助けに入ろうとしても、手て遅おくれですよ」


「そうだな……ごめん、もう手遅れだ」


　ナイトは、頭上を見上げた。視界が、なんだかかすんで見えた……悔くやしかった、悲しかった。ナナにここまで一方的に言われて、全然反論できない自分自身が情けなかった……


「手遅れなんだな……でも、それでもだ、ナナ」


　ともすれば震ふるえそうになる声をなんとか平静に保ち、ナイトは言った。


「全てが手遅れで今更どうにもならないのだとしても……俺に戦う力が残っていて、目の前に苦しむヨルがいる状じよう況きようなら、俺は飛び出さずにはいられないんだよ」


　言って、飛び出すナイト。ナナはそのナイトを押し止とどめようと手を伸のばすが、ナイトはもう止まらなかった。ナナの手を振ふり切って、ヨルが戦う場へと、駆け寄っていく。


　遠ざかるナイトの背中に手を伸ばしたナナは、追うのを諦あきらめて手を下ろし、低くつぶやいた。


「それでいい……それでいいのだよ。君の望む行動をとるのが、結局のところ最善の一手なのさ」


　だが、とナナは低い声で続けた。


「そうするしかないとわかっているなら、なぜもっと早く行動をしないのだ、バカ者め」





「もう止やめるんだ、ヨル！　もう終わりだ!!」


　叫びながらナイトは、宙に浮うくヨルの真下の位置に来た。そこで声を限りに叫ぶが、ヨルには全く聞こえないようだ。


「ヨル、止めろ！」


　だが、制止の声は届かない。こうしている間もヨルの『闇ヤミ』の力は増大し、ヨル本来の魔力は風前の灯ともし火びだった。


「クソッ、恨うらむなよ、ヨル！」


　これ以上の余よ裕ゆうはない。ナイトはヨルめがけて攻こう撃げき魔ま乖かい咒じゆを放った。それなりに力を込めた一いち撃げきではあるが、今のヨルにはどれだけ効果があるか……


　ヨルに直ちよく撃げきした。だが、ヨルにはせいぜい水をかけられた程度の衝しよう撃げきでしかなかっただろう。でも、注意を引く効果はあった。


「ＪＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」


　雄お叫たけびを上げながら翼つばさを広げ、ヨルは落下するような勢いで降りてきて、ナイトの目の前に着地した。


　すでに全身を『闇ヤミ』によって覆おおわれている。かろうじて人型をとどめているが、背中からは翼が生え、手からは巨きよ大だいな爪つめが、全身から漆しつ黒こくのとげが伸びて、もはや人間以外の存在にしか見えなかった。


　かろうじて顔だけは、ヨルの面おも影かげを残していた。しかし雄叫びを上げるその顔は際限ない殺意と闘とう争そう心によってゆがんでいる。顔立ちこそヨルのものではあるが、白い肌はだの表面を『闇ヤミ』が編み目のように覆っており、別人のような印象を覚えてしまうほどだ。闇あん黒こくに染まったその目には、理性はもはや残っていない。


「ヨル、もういいんだ！　落ち着け！　勝負はもうついたんだ！　もういい、君の勝ちだ！　だから、元のヨルに戻もどってくれ」


「ＵＲＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ」


　ヨルの、絶ぜつ叫きよう。凄すさまじい衝しよう撃げき波はが巻き起こり、ナイトの体が木の葉のように吹ふっ飛とばされた。


「くそっ！」


　地面を転がるように吹っ飛びながら、片手を思いっきり地面に突つき立て、なんとか勢いが止まった。


「ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ」


　ヨルを中心に、魔ま力りよくが暴風のように渦うず巻まいている……ヨルは別に、ナイトを攻撃したわけではない。今のヨルが攻撃すれば、ナイトは防ぼう御ぎよ障しよう壁へきごとミンチ肉にされていただろう。今のナイトとヨルには、それだけの実力差がある。


　ヨルは……なにもしてないのだ。ただ、猛たける心のままに叫さけんだだけ。ナイトは、その叫び声で吹っ飛ばされただけなのだ。


　もはや、猶ゆう予よはない。こうしている間も、ヨルは本来の姿からどんどんかけ離はなれていくのだ。なりふりなど、構っていられない！


「ヨルッ！」


　地上に立つヨルめがけて、走っていく。障壁が悲鳴を上げ、歪ゆがみ、崩くずれていく。たちまち『闇ヤミ』の魔力がナイトに襲おそいかかり、手足に浅くない傷を刻んでいく。


　でも、そんなものはどうだっていい。今は自分の身より、ヨルの方が大切だ！


　傷つきながらヨルに接近したナイトは、そのまま、『闇ヤミ』に全身を包まれたヨルの体を、抱だきしめた。




[image: ]


「ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ」


　ヨルの絶叫は止まらず、ナイトはふりほどかれそうになる。でも必死にしがみつきながら、ヨルに負けない大声で、ヨルの耳元で叫んだ。


「ごめん、ヨル！」


「ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ」


「すまなかった、俺のせいでこんな風になって……本当にゴメン！　もういいんだ、ヨル！　俺は絶対にどこにも行ったりしない、一生君のそばにいる……だから、もう、無茶なことはしないで良いんだ！　何があっても、どんなバケモノが相手でも、俺が君を守るから、どんなことをしてでも守ってみせるから、俺はどこにも行かないから、だからもう、こんな無茶はしないでくれ……」


「ＡＡＡ……あ、ぁ、あ……、いと……」


　かすれる声が、黒い唇くちびるから漏もれた。それはかすかだが、確かにナイトの名を呼んでいた。


「ないと……ナイト！」


　ヨルの口から、はっきりナイトの名が出た。途と端たん、ヨルの全身を覆っていた『闇ヤミ』の魔力が勢いを失い、ヨルの体から剝はがれ落ちるように、落下していく……ヨルの姿も、徐じよ々じよに元の姿へと戻っていくのがはっきり確かく認にんできた。


「本当にすまなかった、ヨル！　もう、俺には、君しか……」


　ナイトはヨルの細い体をしっかりと抱きしめた。ヨルは抵てい抗こうどころか、ほとんど体を動かさなかった。ズブリ、と、ナイトの手が『闇ヤミ』の中に入り、生暖かい泥どろに手を入れたような感かん触しよくを感じた。でも、そんなことはどうでもいい。ナイトはしっかりとヨルの体を抱きしめながら言った。


「今は、お休み、ヨル。君の気持ちは、覚かく悟ごは、わかったから……後のことは気にせず、休みな」


「……ぁたしこそ……ごめんっ」


　ナイトの手の中でぐったりとしたヨルは、震える手を持ち上げてなんとかナイトの頰ほおに手を当て、かすかな声でそう呟つぶやいた後……崩れ落ちた。


　確認してみたが、息も脈みやく拍はくも安定している。失神したようだ。ヨルの体はもう、元の姿、本来のヨルに戻っていた。力を使い果たしたようである。確認した限りでは、傷らしい傷はどこにもなかった。


「残念だね、もう少しだったというのに」


　そんなナイトの背中に、サクラリスの幼い声がかけられた……




　第四章　天テン才サイ哀あい歌か







「本当に残念だよ、ナイト君。あと少し……本当にあと少しだったんだよ。僕の見立てでは一分も必要ない、あと三十秒程度、『闇ヤミ』がその力を行使し続けていれば……彼女は、もう二度と元に戻れず、最終的には自じ滅めつしていただろうに……本当に、心底、すごく残念だよ」


「サクラ……」


　幼女姿となったサクラリス──これが彼女の本当の姿なのだろうが──が、いつのまにか地上に降りていた。先ほどまで一方的にヨルにやられていたはずなのに、体には傷どころか、服のほころび一つない。四本腕うでの異形はなりを潜ひそめ、見た目はごく普ふ通つうの子供の姿に戻っていた。だが、ナイトを威い圧あつするほど強きよう烈れつな魔力の気配は変わらず健在だ。


「サクラ、お前は……わざとヨルを追おい詰つめたな？」


「わざと……故意に、意図的に、という意味なら、その通りだよ」


　悪びれもせずに頷うなずくサクラリス。


「だってそうだろう、ナイト君。僕は『闇ヤミ』を殺さないと最初に約束したんだ。追い詰める以外に、戦いようがないじゃないか」


「そうじゃない！……わざと、お前はヨルを追い詰めた。そしてヨルが『闇ヤミ』の力に目覚めることを、お前は半ば予想……いや、確信していた。そしてそのまま戦い続けて、ヨルが自滅するのを傍ぼう観かんするつもりだった……違ちがうか？」


　幼い姿のサクラリスは、大人びた仕草で器用に肩かたをすくめた。


「さて、どうだろうね」


　サクラリスは返答を避さけた……それが、答えだった。


「サクラ。お前は約束を守る奴やつだ……少なくとも俺はそう信じている。だから最初にヨルを殺さないと約束した以上、お前から約束を破ることはない。だからお前は直接手を汚よごすことなく、ヨルを抹まつ殺さつしようとしていたんだ」


「……今いま更さら言い訳するつもりはないんだけどね」


　と、サクラリスは前置きをした。


「でももしも、もし、仮に、仮定の話だけど、君の言うとおりだとして……だとしたら、どうなるのかな」


　いけしゃあしゃあ、サクラリスは相変わらず表情に乏とぼしいが、その態度はふてぶてしいと、ナイトには思えた。


「だとしたら……だとしたら、俺は……お前を一生許せない」


「そう……そうなんだ。君がそんなことを言うんだ」


　サクラリスは静かに、平へい坦たんな自分の胸に手を当てた。


「悲しいね……こういうときの感情は、悲しいでいいのかな。今僕がこの胸の中に感じる空くう虚きよな感触……それを正確に表現する方法を僕は知らないけれど、ここでは悲しい、と呼ばせてもらおうか」


「お前……自分の感情がわかるようになったのか？」


「まだ完全ではないよ。徐々に理解しつつある状じよう況きよう、なのかな」


　サクラリスは静かにナイトを見つめた。


「さて、ナイト君。実は君には、謝あやまらなくてはいけないことと、お願いしたいことが一つずつあるんだ。どっちから先に言えばいいかな？」


「……そんなのどっちだっていい」


「そうかい。ではナイト君、ごめんね、先に謝っておくよ。僕はどうやら、君との約束を守れそうにないんだ」


　続いて、サクラリスはこれまで通りの平坦な声で、ナイトを指さした。


「そしてお願いだ、ナイト君……ちょっとだけ、そこをどいてくれないかな。君がそこに立っていると、君の後ろにいる『闇ヤミ』を殺せないんだ」


「なっ！」


　ナイトは、歯ぎしりをした。今のサクラリスの言葉……本気だ。今、この状況で、サクラリスは冗じよう談だんを言うほど酔すい狂きような性格ではない。


「なんで、だ？」


「君には本当に謝らないといけないね……本当に、僕はね、『闇ヤミ』なんて心底どうでもよかったんだ。だから最初から殺す気なんて、全然これっぽっちもなかったんだよ。それだけは信じて欲ほしいんだけどね」


　サクラリスが静かに語る。一応謝ってはいるのだが、普ふ段だんと変わらぬその態度からは、申し訳なさは全く感じ取れなかった。


「実際ついさっきも、殺す気はなかったんだ。『闇ヤミ』がそれなりに優ゆう秀しゆうな魔ま乖かい術じゆつ師しであるのは知っていたけど、それでも殺すほどの脅きよう威いではなかったんだ……でも、『魔王エル・ケーニツヒ』の力に目覚めているとは、少しばかり僕の見立てが甘あまかった。と言うよりも、あの力はまずいんだよ。あれはこの世に存在してはいけない力だ」


　サクラリスがそう断言する。


「だから僕は、今ここで『闇ヤミ』を始末しないといけないんだ」


「わからない……わからないぞ、サクラ」


　ナイトが吐はき捨すてる。


「そんなわけのわからない理由で、俺が頷くと思ったか!?」


「君も見たはずだよ。『魔王エル・ケーニツヒ』の力、その片へん鱗りんをね」


　サクラリスは、地面の上に横たわるヨルを指さした。


「さっきはこの僕でさえ、一時的に手も足もでない状況に追い込まれたんだ。それがどれだけ異常なことか、君にはわかるかな」


　確かに……さっきのヨルは、異常だった。圧あつ倒とう的てきな魔力で目の前にいる相手をひたすら殺すことしか考えていない、まさに破は壊かいの権ごん化げだった。


「恐おそるべきは……彼女の力は、さっきので全力ではあったけれど、限界ではなかったと言うことさ」


「どういう、ことだ？」


「窮きゆう極きよく戦せん闘とう生命体『魔王エル・ケーニツヒ』──それは対魔ま術じゆつ師しとの最終決戦のための存在だ。かつてこの地上、いや、この世の全すべてを支配して絶世を極きわめた太古の超ちよう人じん類るい──それを僕らは魔術師と呼んでいる。魔ま乖かい咒じゆはそれに対たい抗こうするために生み出された力さ。そして『魔王エル・ケーニツヒ』こそ、その最終兵器。戦いながら敵のデータを収集し、自らの弱点を修正しながら、何度破壊されようと再生進化を繰くり返かえす存在……その力は強大すぎた。僕らの先祖は、魔術師を滅ほろぼすことに成功しながらも、その後の歴史の表おもて舞ぶ台たいに出ることはなかった。なぜならば、『魔王エル・ケーニツヒ』の力が強大すぎて、その余波で魔乖術師そのものすらも壊かい滅めつ寸前まで追い込まれたからさ。そして僕らの先祖は、自分たちの生み出した『魔王エル・ケーニツヒ』を、最終的に自らの手で葬ほうむり去さった」


「バカな、なんのために！」


「狡こう兎と死して走そう狗く烹にらる……戦争が終わってしまえば、兵器は不要だからね。かくて『魔王エル・ケーニツヒ』はかつての同どう胞ほうの手によって打うち倒たおされ、その八つの亡なき骸がらから八冊の魔道書が作られた。そしてその魔道書を奉ほうじる八つの家を中心に魔乖術師は集まった──八や祖その起こりさ」


　ナイトは、声もなく聞き入っていた。自分たち、魔乖術師の歴史……それは、聞き逃のがせない話だ。なぜならば、それは自分のルーツだから……ルーツ？　あれ、なんのことだ？　自分は自分、今を生きる人間。なぜそんな、過去の話にとらわれる必要が……


「くっ」


　軽い頭痛を覚えて頭を押おさえるナイト。


「大だい丈じよう夫ぶかい、ナイト君」


「別にいい……それより、今の話とヨルと、どう関係があるんだ!?」


「わかっただろう。真なる『魔王エル・ケーニツヒ』──すなわち、八祖の根源である始祖。魔ま宴えんの優勝者の称しよう号ごうである『魔王エル・ケーニツヒ』とは別物、正しよう真しん正しよう銘めいの『魔王エル・ケーニツヒ』──『闇ヤミ』は、どういう理由かは僕でもわからないけど、それに目覚める資質を持っているんだ。今はまだいいよ……今は、たとえ暴走しても、僕が止められる。でもさっき見たとおり、彼女は戦えば戦うほど進化する。その結果、僕を上回る可能性もある。そうなったら──現代の魔乖術師の力では、もう彼女を止められない。世界は彼女の手で滅ぼされるだろう」


「ヨルはそんなことをしない！」


　ナイトは反射的に叫さけんだ。そうだ、そんなバカな話があるものか。ヨルが、人にはない力を持っているというのは、今よくわかった。でも、だからといって、そんな理由で彼女が死んでいいはずがない！


「まぁそうだね。実際彼女の力がどうなるかは、僕でも予想できない。『闇ヤミ』が今の力をどんなきっかけで発動できるのかも知らないし、彼女の進化に上限があるのかどうかもまだわからない……それに正直言って、どうでもいいんだ。別に世界が滅びようとどうなろうと、究極的に僕にとってはどうでもいいんだ」


　なんだ？　話がおかしくなってきたぞ。それだと別に、サクラがヨルを殺す理由が無いじゃないか。


「でもね、それでもだよ、僕はやっぱり『闇ヤミ』を殺さないといけないんだ」


「どうしてだ!?」


「君のためだよ、ナイト君」


　サクラリスが言う。その目には、冷たい輝かがやきが宿っていた。


「『闇ヤミ』がいる限り、君は戦い続けるのをやめないだろう。実際問題、君が魔宴を戦う理由なんて無いはずだ。魔ま乖かい術じゆつ師し同士の抗こう争そうなど、日本の高校生であった君には関係なかったはずだ。なぜ君が今、こんな状況に陥おちいっているのか……全ては、『闇ヤミ』のせいだ」


「違う！　ヨルは関係ない！」


「違うのは君だよ。『闇ヤミ』が君を巻き込んだ。だから君は退たい屈くつではあるけれど平へい穏おんな人生を捨てて、殺さつ戮りくと闘とう争そうにあふれる闇の世界へ没ぼつ入にゆうした──全ては、『闇ヤミ』が原因だ。魔宴が終わっても、この戦いは終わらない。『闇ヤミ』が『魔王エル・ケーニツヒ』となっても、平穏は訪おとずれない。魔乖術師の頂点に立つ彼女を妬ねたみ、恨うらみ、邪じや魔まに思う存在はあまりに多い。同胞であるはずの八祖でさえ、常に互たがいの首をねらっている状況だ。『闇』は今後も常に命をねらわれ続ける立場にある──そんな『闇』を、君は黙だまって見守るだけでいられるかな」


「それは……」


　そんなの、聞いていない。『魔王エル・ケーニツヒ』になったヨルがそんな立場になるなんて話、初耳だ。


「きっと君は、見捨てないだろう。容易に予想できるよ。君はその残る人生の全てを『闇ヤミ』のために、人の命がゴミのように捨てられる殺戮の世界に捧ささげることになるはずだ……友人として、それはあまりにも忍しのびない。でもその連れん鎖さも、僕が『闇ヤミ』を殺せば終わる」


　サクラリスが確信と共に断言する。


「憎にくしみと悲しみの連鎖は、ここで終わらせよう。『闇ヤミ』は僕が殺そう。そして僕と一いつ緒しよに、これから先は二人で暮らしていこう。大丈夫。僕は『闇ヤミ』のように、君を闘争に巻き込みはしない。誰だれも来ることのできない平和な場所で、穏おだやかに暮らそう。欲しいものがあるならなんでも僕が用意してあげよう。君に望みがあるのならば僕が全てを叶かなえよう。僕と二人っきりだと寂さびしいって言うのならば、僕は別にそんなに狭きよう量りようじゃないんだ、『闇ヤミ』はダメだけど、その『歪ワイ』一いつ匹ぴきくらいなら連れてきてもいいよ。全て、君の望むとおりにしよう」


「ですっ!?」


　コッソリ近づいて、失神したヨルを回収しようとしていたナナが首をすくめる……ナイトでも気づかないくらい目立たない動きだったのだが、サクラリスには筒つつ抜ぬけだったようだ。


「違ちがう……違うぞ、サクラ！　俺が今ここにいるのは、ヨルのせいじゃない。俺が選んだからだ！」


　ナイトが、サクラリスの一方的な言葉に反論する。


「確かにヨルと出会ったから俺は魔ま宴えんを戦うことになった。でも、今までの日常生活を捨てたのも、俺がこうやって戦い続けるのも、全部俺がそうしたかったから、俺がそう望んだから、今ここにいるんだ！」


「でも結局は、『闇ヤミ』と出会わなければ、君の人生、こんなことにはならなかった」


「ヨルと出会わなければ当然、サクラ、お前とも出会わなかったけどな」


「そうだね。その点に関しては『闇ヤミ』に感謝しないとね……でも、『闇ヤミ』は君を闘争に巻き込み、生きている限り君をこの世界に留とどめ続ける元げん凶きようだ。君の友人として、僕はその毒婦を始末しなくてはいけない」


「ヨルを悪く言うな！　ヨルは、ヨルは……」


　ナイトの、口がこわばってしまう。なんでだろう。言いたいことはいくらだってあるのに、うまく言葉が出てこない。


「だから、わかってくれないかな、ナイト君。大丈夫さ。手を汚よごすのは僕がやってあげるから、君はちょっとをそこを退どいてくれるだけでいいんだ」


「……話はそれだけか、サクラ？」


　ナイトが、言う。自分でもぞっとするくらい冷たい声だった。


「お前が本当にヨルを殺すというなら……俺が相手だ！　俺がお前を殺す！」


「……わからないね、わからないよ、ナイト君。僕の話を今聞いていたよね、理解してくれたよね、なんだってそんな『闇ヤミ』なんかをかばうんだい。君と僕は友達だよね、そう約束したはずだ。なのになんで『闇ヤミ』をかばうんだい」


「……俺は、お前と友人になりたいと思った。それは本当だ」


　ナイトが答える。


「お前は多少融ゆう通ずうのきかないところはあるけれど、悪い奴やつじゃないと、俺は思っていた。だからお前に力を貸してやりたいとも思った……でも、はっきり言っておく。俺はヨルが好きだ。たぶん、ヨルのことが一番好きだ。ヨルのことを愛してるんだ！　だから、何よりヨルにこれ以上傷ついて欲しくない」


　改めて口にして、ナイトは自分自身で驚おどろいた。いや、ヨルへの好意が大きいのは自覚していたけど、まさか他人に面と向かって豪ごう語ごするほど好きだったとは、自覚していなかったのである。


　でも、実際口にしてみると、不思議と胸のつかえがストンと落ちるような気分になった──あぁ、そうだったのか。自分は、本当に、心の底から、ヨルのことが……しかし今のは、よく考えると赤面必至の恥はずかしいセリフだ……ヨルが聞いて無くてよかった。聞かれたら恥ずかしくて自殺したくなっていただろう。


「つまり、だ……ナイト君。君は僕よりその女の方が大切だというのかい」


　サクラリスが冷え冷えとした声で尋たずねてくる。


「優ゆう劣れつはつけられない。でも感情的に言うなら、ヨルへの好意が一番大きいと思う」


「わからない……わからないよ、ナイト君。僕にはさっぱりわからない」


　サクラリスが眉まゆ根ねを寄せる。そういう表情もできたのかと、ナイトは初めて気づいた。


「なぜそこまで『闇ヤミ』をかばうのか、僕には理解できないんだ。今説明したとおり、客観的に考えて『闇ヤミ』は君にデメリットを与あたえるだけの存在だ。彼女がいなくなれば寂しくなるかもしれないけれど、その代だい償しように僕がいる。僕は客観的に見ても優ゆう秀しゆうな人間だ。『闇ヤミ』に、あらゆる点において優すぐれていると断言できる」


「違うよ、サクラ……ヨルの代わりになる人間なんて、この世にいないんだ」


　そんな簡単なことも、サクラリスにはわからないのか……ナイトは少し悲しくなってきた。


「まさか、ナイト君。その理由は、『闇ヤミ』への恋こいや愛などと言うのではあるまいね」


「……悪いか？　言ったはずだ。俺はヨルを、愛してるんだ」


　いや、恋とか愛って、改めて聞くとすごく恥ずかしい言葉なのだとナイトは改めて気づいたが、ここは頷うなずくしかない状じよう況きようだ。


「君が本当にそんなことを考えているのだとしたら、僕は友人として君の目を覚まさせないといけないよ」


　サクラリスが、きっぱりと、断言するように告げた。


「この世に恋だとか愛だとか、そんなものに現うつつを抜ぬかすことほどくだらないことはないね」


　それは、四歳さいの子供が口にするにしてはあまりにも達観しすぎた言葉だ。


「そんなことは……」


「あるよ。断言できるね。所しよ詮せん恋れん愛あいなんて、粘ねん膜まくの接せつ触しよくに快楽以外の意義を見いだそうとした人間のエゴに過ぎないんだよ。形けい而じ上じように存在するものに至上の価値を見いだすため、客観的事実や科学的証しよう拠こを用いることなく不当に奉たてまつり上げられた虚きよ構こうに過ぎないのさ。僕はそんなものを認めることはできない」


　予想以上に強い拒きよ絶ぜつの言葉だった。


「ナイト君。今は、そうだね、少し自分の周囲が見えなくなっているんだ。君は『闇ヤミ』と一緒に暮らすうちに、少し『闇ヤミ』に感情移入しやすくなっているに過ぎないんだ。でもね、落ち着いて欲ほしい。今からもっと時間がたてば、何年か、何十年か、時間が過ぎれば、君が今まで必死に命をかけていたことがどれだけくだらないことだったか、後こう悔かいすることがきっとある。僕は、君がそうやって苦しむ姿を見たくはない。だからね、これは全部君のためなんだよ。君のため、僕が汚れ役となって『闇ヤミ』を殺そうじゃないか。僕を恨んでくれていいよ、悪役は全て僕だ。でもいつか、そう、きっといつか、君は僕こそが、僕の意見こそが唯ゆい一いつ正しい道だったのだと、改めて気づくだろう。だから……」


「もういい……もういい、サクラリス！　たくさんだ」


　ナイトは声を張り上げ、サクラリスの言葉を遮さえぎった。


「お前の……お前の言葉は所詮、お為ためごかしでしかないんだ。俺のため、友人のため、そう言えば聞こえはいいさ。でもそれを免めん罪ざい符ふにわずかな罪の意識からも目を背そむけるのは間ま違ちがっている！　結局はお前が自分の目的を達成するため、俺はダシに使われているだけだ」


「…………」


　サクラリスは、無言でナイトの言葉を聞いている。その表情に、変化はない。ナイトはさらに続けた。


「回りくどい言い方はもうたくさんだ。お前は単に……ヨルを殺したいだけだ。自分の目的のために邪魔なヨルを。その利己心を俺から、何より自分自身から隠かくすために、他人を気き遣づかう演技を繰くり返かえす──それがお前の正体だ、サクラリス！」


　指を突つきつけて、断言するナイト。サクラリスは──驚くほどに静かだった。


「…………」


「…………」


「…………」


「…………」


「…………」


「…………」


　二人の間を、長い沈ちん黙もくが流れる。二人とも身じろぎもせず、視線を逸そらそうともしない。やがて……


「そう、なんだ…………結局は………………君も同じなんだね、ナイト君」


　サクラリスが、かすかな声を漏もらした。


「君も同じなんだ……あの連中と…………僕を人間扱あつかいしない……八や祖そ連中と、同じなんだね」


　サクラリスの目の縁ふちに、涙なみだが溜たまる。桜色の唇くちびるが、小刻みに震ふるえる。


「ナイト君……どうしてわからないんだい。僕は正しいのに、絶対的に正しいのに、あらゆる事象を観測し、全すべての可能性を検討し、最も理想的な未来を構築してあげているのに……なんで理解できないんだい」


　ついに、サクラリスの目から涙が一筋こぼれ落ちた。ナイトは──なにが起こっているのかわからずに、混乱した。


「僕は本当に……君のためを考えて……全部君のために……でも……そこまで……勘かん違ちがいされるなんて……僕は、生まれてこの方一度たりとも自分のために行動したことはないんだよ。僕の人生は、全て他人の物だったんだよ。魔ま乖かい術じゆつ師しなんてなりたくなかった、魔ま乖かい咒じゆなんて使いたくなかった。使わないで永遠に封ふう印いんしようかとも思った。でもあの連中は──全て自分たちの利益しか考えないゾルグ本家の連中は、幼い僕を怖こわがることしかできないクセに、それでも僕を利用しようとすることしか考えていなくて、だから僕がこの感情を凍とう結けつすれば、余計な情念を捨ててしまえば、最も大多数の人間の利益になると判断して、だから僕は自分の全てを捨てて、連中の言いなりになってあげたんだよ」


　泣きながら、サクラリスはその告白を続けた。


「そんな中、君だけは僕に近い存在だった──自分自身の意志に関係なく、状況が魔ま宴えんに巻き込み、苦労しながらも周囲の人間のために必死に尽つくす……そんな君なら、僕に近しい君なら、きっと僕の気持ちもわかってくれると思ったから、だから友達になりにきたのに……きっと君なら、僕の心を解放してくれると、信じていたのに」


　サクラリスは両手で自分の体を抱だきかかえた。


「……寂さびしい──あぁ、そうだね、寂しいよ、ナイト君。君が教えてくれたこの感情……僕は今、すごく寂しいよ」


　指の先で、自分の涙をぬぐうサクラリス。


「ナイト君。君は今までの人生で、何回泣いたことがあるかな」


「…………」


「僕はね、二回目だよ。これで二回目だ。二度とこのくだらない液体は流さないと決めたのに、結局また流してしまったよ」


　サクラリスが涙をぬぐって、微び笑しようを浮うかべた。そこには自じ嘲ちようの色が出ていた。


「前に一度だけ、寂しいと感じたことがあると言ったよね──そう一度だけ、僕がこの世に生まれたとき、僕はその瞬しゆん間かん、永遠の孤こ独どくを自覚したんだ」


　淡たん々たんと、自分の過去を話すサクラリス。


「君は、いや、君たちが生まれて最初に持つ記き憶おくってなんだろうね、はっきりしないだろうけど、僕の場合ははっきりしていた──生まれて最初に感じたのは、まぶしいという感覚だった。それはそうさ。母ぼ胎たいにいるときは、光なんてほとんど感じることができなかったんだもの」


　信じられない──サクラリスは、生まれた瞬間、すでに自我を持っていたというのか？


「君は生まれて最初に自分がなにをしたのか、覚えているかい。僕ははっきり覚えているよ──最初にこの世に生まれたとき、僕は心底絶望したよ。外に出て、僕はようやく自分の体を確かく認にんすることができたんだ。あまりにも未成熟で弱々しい肉体だった。体毛は薄うすく、皮ひ膚ふは柔やわらかい。それでは寒さから身を守ることもできないし、ちょっとしたことでケガをしてしまう。四し肢しはあまりにも細くて未発達だ。自力でまともに動き回ることさえできない。頭ばかりが大きくてバランスが悪いのに、首が弱いから頭部を固定することもできない。武器になるはずの歯や爪つめも役立たずだ。咽のどが未発達なせいでまともに言葉をしゃべることさえできない。かろうじて光は感じられるけれど視界すらも安定しない──あぁ、本当に、今思い出してもぞっとしないよ。この広い世界に、僕らはそんな姿で、裸はだか一いつ貫かんでいきなり放ほうり出されてしまうんだよ。自分がそんな状況に陥おちいったら、どうすればいいと思う。なにもできやしないさ。だから──僕は泣いたんだ。生まれたその瞬間、自分自身のあまりに絶望的なその境きよう遇ぐうは涙を禁じ得ないよ……だから僕は、その時涙を封印したんだ。この世に、その時以上に絶望的なことなんてありはしないと信じて、不安定な自分自身の感情を封印することで、僕は僕として、『天テン才サイ』としての自我を確立させたんだ」


　長々としゃべり、サクラリスはふぅと息を吐はく。


「だというのに、またこんな気持ちになるとは思わなかったよ……本当に」


　そう言うサクラリスは、なんだか、やけっぱちになっているようにも見えた。


「あぁ、本当に……全てが、世界の全てが、本当に、心底どうでもよくなってきたよ、ナイト君……いったい、僕はなにをすれば良いんだろう」


「サクラリス……」


　ナイトは、相手の名を呼んだ。自分は……自分は、もしかして、とんでもない勘違いをしていたのだろうか？


「友人とは、見返りを求めずに相手に尽くす関係……だから僕は、別に君に望みはしなかった。多少期待したとはいえ、それは絶対な物ではない……だから君が僕のことを疑い、恨うらみ、憎にくもうと、それは別にかまいはしなかった。でも……悲しいかな、やっぱりそうなんだね。君でさえ、僕に近しいと思った君でさえ、やっぱり僕の気持ちを理解してくれないんだね」


　サクラリスは首を振ふる。


「大だい丈じよう夫ぶだよ、ナイト君。別に……そう、別に僕は君を恨んだりはしないさ。ただ、僕自身の未熟さに吐き気がしそうなだけだよ」


　つまり……サクラリスは本当に、最初から裏表なくナイトに近づいてきたというのか？


　策略だとか打算だとか、そういったものに関係なく、純じゆん粋すいな友情を求めて、そのためだけにナイトに近づいてきたのか？　ヨルを殺そうとしたのも、やり方こそまずいけれど、心底ナイトのためを考えて、最善だと思う行動をとった、ただそれだけのことだというのか？　悪意や悪気は最初から最後まで全くカケラもなく、サクラリスはただ単に、ひたすら孤独に包まれた、少し頭が良すぎる幼女に過ぎなかったと……全てはそういうことなのか？


　ナイトは猛もう烈れつな居い心ごこ地ちの悪さを感じると同時に、ガツンと殴なぐられたような気持ちだった。自分は……またも、取り返しのつかないことをしてしまったのかも、しれない。


「……さようなら、ナイト君。僕は君の前から去ることにするよ。もう二度と、現れはしない。君は『闇ヤミ』と一いつ緒しよに、いつまでも暮らしていればいい」


　サクラリスが、ナイトの前から立ち去っていく……ナイトは反射的にサクラリスを呼び止めた。


「待ってくれ、サクラ！」


「うん」


　よかった。サクラリスは止まってくれた。まだだ、まだ、全て手て遅おくれになったわけではない──いや、正直な話、ナイトは徹てつ底てい的てきにサクラリスの純粋な心を傷つけまくって限りなくアウトな状じよう況きようだけど、それでもまだ、手のうちようはある。


「その……ごめん。今のは俺が悪かった。悪気はなかったんだ。ただ、勘違いしてしまって……」


「謝あやまることはないさ、ナイト君。僕は別に、これっぽっちも怒おこってないんだからね」


　硬かたい表情で言うサクラリス。それはあたかも、ナイトの言葉を拒絶しているようだった。


「一方的に悪者扱いしてしまったのは……俺の勘違いだ。だから……」


「繰り返すけど、僕は別に怒ってはいないんだ。少しだけ悲しいかとも思ったけど、そんな感情ももう意味がない。再度僕は自分の感情を凍結させるよ。それでもう、そんな感情ともおさらばだ」


　待って欲しい。それはつまり、もう感情を捨てるって言うことか？　せっかく理解したのに、それをもう一度、全部捨ててしまうということか？


「元々、こんなものは不要だったのさ……人間の感情ほど不確かで不要なものはない。事実、こんなくだらないもののせいで人類の歴史から闘とう争そうが消えたことはない……それでも、若じやつ干かんの興味があったから試ためしてみようかと思ったけど、結果、やっぱり無意味だとわかっただけだ。本当に、とんだ茶番だったよ」


「……それは違うぞ、サクラ」


　そうだ、違う……今のサクラリスは間違っていると、ナイトには感じられた。


「違うさ、サクラ……お前は、肝かん心じんなことを理解できていないし、誤解している」


「へぇ……面おも白しろいね、ナイト君。いったい僕が、なにを誤解しているんだい」


　よし……サクラリスが話題に食いついてくれた。なんとかとっかかりができたようだ。後は説得するだけだ。


「確かにお前から見たら人間の感情なんて不確かなものかもしれない……でも、それがあるから、人間は人間らしく生きていけるんだ。心を持たない人間は、たとえ周囲に何人人間がいても、永遠に一人だ。そして人間は一人では生きていけない。心がないということは、生きていく資格がないってことだ」


「……君の言うことは、ある意味正解かもしれない。でも、それは人間の話だ……僕には当てはまらないよ。僕は一人だって生きていける、その力を僕自身が持っている。僕にとって感情は不要だよ」


「いいや、サクラ。お前は人間だよ。俺に拒きよ絶ぜつされて悲しいと、寂しいと感じたお前は間違いなく人間だ」


「そうかもね。でも、だからこそ、僕は二度と迷わないためにこの気持ちを封ふうじるのさ」


「逃にげるな、サクラ！」


　ナイトは叫さけんでいた。


「傷つくことをおそれてなにもしないなんていうのは、退化だ！　傷つきながらも、苦しみながらも、犠ぎ牲せいを払はらってでも、それでも人は前へ進み続けるから、今まで発展してこれたんだ！　お前は、自ら進化することをやめようとしている。そうなれば確かにお前は苦しまないかもしれないけれど、お前は未み来らい永えい劫ごう一人だ！」


「随ずい分ぶん知ったようなことを言うじゃないか、ナイト君。君に僕のなにがわかる」


「わかるわけがない！」


　そうだ、ナイトはサクラリスのことを理解できなかった。理解しようとする努力が足りなかった──それが全ての元げん凶きようだ。


「俺は、俺たち人間は、サクラ、お前ほど頭がよくないんだ。なにも言わなくたって全てを悟さとるような、そんな都合のいい頭は持っていないんだ……だから俺たちは言語というものを生みだし、お互たがいの意思を伝達することで、お互いを理解しようとしてきた。でも、お前の場合、一番肝心なことを話してくれなかった……確かに俺も悪かった。でも、お前ももっと、自分の内面をさらけ出してくれればよかった」


「僕のせいだというのかい、君は」


　サクラリスは心外だね、と言った。


「僕は別に悪いことはしていないし、間違ったことはしていないよ。世の中のこと全てがくだらないとは思うけど、でもだからと言って僕は個人の欲よつ求きゆうを優先させたことなんてない。全ては、周囲のために……」


「なんでそこまで無理をするんだ、サクラ！」


　サクラリスは、頭がよすぎた──それが彼女の、最大の不幸だ。大人顔負けの──いや、人にん間げん離ばなれしたその知性、知能、それはすばらしいものだと思っていたけれど、彼女にとって、そんなものは自分を苦しめる諸もろ刃はの剣つるぎでしかないのだ。にもかかわらず、傷つきながらも彼女はそのことを他人に悟られないために、苦しむ自分自身の感情を捨ててしまった──そんな話は、悲しすぎる。これ以上、認めることはできない。


「人間は、もっと自由に、ワガママに生きたっていいんだ。特に子供は──好きなことをして生きていいって、権利がある」


「初耳だね、そんな権利」


「そんな単純なことを教えてくれる人が、お前のそばにはいなかった──それが問題だ。だから俺が今、教えてやる」


　サクラリスに近づくナイト。サクラリスはその場から一歩も動かず、静かにナイトを見上げていた。


「いいんだ、サクラ……自由に生きていいんだ。君は、今までずっと、周りの人間のために生きようとしてきた。それは、苦しかっただろう」


　その夢は、ナイトも抱いだいた──正義の味方になりたかった。周囲にいる困った人を助けることができる力が欲ほしかった、苦しむ全ての人を助けたかった──でも、ナイトのその夢は、挫ざ折せつした。どんなに力をつけても、全てを助けることなんてできはしない。


　だからナイトは、決めなければならない──本当に大切なものはなんなのか。そして、本当に大切なものを護まもるために、全力を尽つくさねばならない。それを護るための力を身につけなければならない。


　サクラリスは、ナイトと一緒だ。なまじナイトよりも力があるばかりに、ナイト以上の深みにはまって逃げられなくなっている。そんな彼女をそこから救い出せるのは、ナイトしかいない。


「サクラ。もう我が慢まんしなくていい……君の、好きなことを、やりたいことを言ってみな。やりたいように、生きればいい。君は自由だ」


「自由……」


　サクラリスは、その言葉を確かめるように呟つぶやいた。


「そうだ。なにをやったっていい。他人の迷めい惑わくとか、そういうものなんて考えなくていいんだ。むしろ多少は迷惑をかけるくらいでいい。そうやって、今から生きてみるんだ。君にはそうする権利がある」


「でもそれだと……」


「そうだ。それだと、困ったことになるかもしれない。でも大丈夫、俺がいる。君が間違ったことをしようとすれば、近くにいる俺が、正しいことを教えてやる。間違った道を進めば、俺が叱しかって元の道に戻もどしてやる──失敗したっていいんだ。やり直せばいい。間違ったっていいんだ。怒られて、繰くり返かえさなければいい。だからなにもおそれず、好きなことをしてみな」


「……ナイト君。それは理想論だ」


　サクラリスは、冷たい声で言う。でも、ナイトにはわかっていた。それはサクラリスの仮面だ。その仮面の下には、彼女の本心がある。ナイトの仕事は、その本心をあらわにすることだ。


「前も言ったとおり僕は人間じゃない」


　サクラリスが片手を持ち上げる。その手から、銀色の輝かがやきが漏もれた。魔ま力りよくである。人間では考えられないほど濃のう密みつな魔力が漏れ出て、視し認にんできるほどになっているのである。


「僕の魔力は、針先ほど制せい御ぎよをミスしただけで国が一個消え去ってしまうレベルだ。いわば僕は生きた核かく兵へい器きさ。そんな僕のそばにいて、平静でいられる人間なんていない。魔ま乖かい術じゆつ師しなら尚なお更さらだ」


「大丈夫だ、俺がいる。俺は絶対に、お前から離れたりしない」


「口ではなんとでも言えるよ」


「そんなことはない」


「なら試そうか」


　サクラリスが、右手を伸のばした。その手に、銀色の魔力が色いろ濃こく集中していく。


「触さわってごらん」


　ナイトが手を伸ばすと、指先で火花が飛び散って弾はじかれた。


「これは……」


「『異イ』の魔力が強すぎて、近づくもの全すべてを浸しん食しよくしようとするのさ。君のように違う系統の魔乖術師なら、魔力がことさら強く反発する。たとえるなら、溶よう鉱こう炉ろに手を突つっ込こむようなものさ。無理に触ろうとすれば、君の肉体が魔力に浸食されて、ボロボロに崩ほう壊かいしてしまうよ。どうだい、わかっただろう。これでもまだ、君は僕のそばにいられると言えるのかな」


　ダメだ……サクラリスは硬く心を閉とざしてしまっている。いくら言葉を重ねても、これ以上彼女の心を解きほぐすことはできない。でも……だからって、諦あきらめることはできない。


「言えるさ、サクラ」


　ナイトは一歩、サクラリスに近づいた。バチッと、全身を押おしのけるような力がかかる。ナイトはそれを無視してさらに一歩足を進めた。


「別にこんなの、なんでもない」


　サクラリスの小さな体に、手を伸ばす。バチバチッ、魔力が爆はぜる。指先から銀色の魔力がナイトへと侵しん入にゆうを開始した。


「なにをする気だい」


　そう言うサクラリスは、なにかに怯おびえる子供のようにも見えた。指先が、熱い、と言うより痛い。爪つめの間に釘くぎを突き刺さしてガンガン打ち込むような激痛が走る。でも、気にしない。汗あせが浮うかんでくるが、顔の笑顔を崩くずさない。そのまま……ナイトの手は、サクラリスの体に触れた。


「バカなことは止やめなよ。皮ひ膚ふで直接触ふれたりしたら、その手はもう二度と使えなくなるかもしれないんだよ」


「それが……どうしたんだ」


　サクラリスの小さくて細い体。その脇わきに手を入れた。華きや奢しやで、このまま力を入れれば簡単に折れそうな体だった。そのまま腕うでを上に上げて、サクラリスを持ち上げてみた。軽い……本当に軽かった。ほとんど力を入れてないのに、簡単に持ち上がってしまった。


「や、やめてよ、ナイト君。こんなの……」


　ジタバタ、持ち上げられて、サクラリスが暴れる。たぶん、経験がないからだろう。彼女には、こんなことをしてくれるような人間さえ、近くにいなかったのだ。


　ナイトは手を高く持ち上げた。サクラリスは今や、ナイトよりも高い位置にいる。不安定な体勢に戸と惑まどっているのか、サクラリスは細い手足を前後に動かして、逃げようとする。でも、そんなことでナイトは揺ゆるがない。絶対に落としたりしないように、けれど必要以上にサクラリスが痛がらないように、絶ぜつ妙みような力加減でしっかりと彼女を支えていた。


「どうだい、サクラ。高いだろう」


「べ、別に。そもそも僕は飛べるんだよ。これくらいの高さはどうってことないよ」




[image: ]


　この体勢は不安なのか、足をばたつかせる。サクラリスのつま先がナイトの顔に当たったけど、痛くも何ともなかった。


「そういうことじゃない。空を飛ぶのとは別の高さだ」


「どういう意味だい」


「人間としての、高さだ……よっと」


　腕に力を入れて、さらにヒョイッと、サクラリスの小さな体を上に上げる。


「うわっ」


　サクラリスの体の向きを変えて、肩かたの上にのせてやった。いわゆる肩車である。サクラリスの足がナイトの首から胸にかけてのび、その足首をナイトは手で固定してやった。首の後ろにサクラリスの全体重がかかっているのだが、重さはなにも感じなかった。


「人は一人じゃ生きていけない──時に自分が、世界の中でたった一人、孤こ立りつしていると感じることもあるかもしれない。でも、そういうときはちょっと落ち着いて、自分の足あし下もとを見るといい……案外そこに誰だれかいるかもしれない。人は知らず知らずのうちに……誰かに支えられて……助けられ……そうやって……生きているんだ」


　なんでだろう。なんだか、舌が上う手まく回らない。言いたいことは色々とあるはずなのに……なんでだろう……


「もういい、いいから、ナイト君。もう下ろして！」


　肩の上で暴れるサクラリスが、ナイトの頭を摑つかんで揺さぶる。大だい丈じよう夫ぶだ──サクラリスの体は羽のように軽い。足をしっかり摑んで、転げ落ちたりしないように固定しておく……「もういいんだ。これ以上僕に接せつ触しよくしてると、君の体が完全に乗っ取られるんだよ！」


　……あぁ、わかっているさ、そんなこと、わかっている。


　実は腕がもう、あまり動かない。見れば、銀色の魔力はナイトの腕の中に浸しん透とうして、銀の編み目が表面に走ってドクドク脈打っている。激痛だけは感じるのだけど、動かそうと思っても、もうロクに動きやしない。サクラリスを持ち上げていたとき、腕が動かなくなってきたから最後の力で肩車の体勢になったのだ。


　でも……それももう、苦しくなってきたかもしれない。こうしている間も魔力の浸食は止まらない……それは、耐たえ難がたい苦痛だ。皮膚を食い破って、血管に溶とけた鉄を流し込まれて体を内側から焼き尽くされていく感覚に似ている。熱すぎて痛いとしか感じられない。痛すぎてもう、それが痛みなのかなんなのかもわからず、今いま更さら悲鳴を上げるような気にもなれない、そんな感覚だ。許容量を超こえた痛覚とは、どうやらそういうものらしい。


　今も首から、サクラリスの魔力が流れてくる。首の後ろ、無防備なそこにサクラリスの体が触れ、そこから温かく、そして限りなく熱い何かがナイトの体内へと侵入し、全身へ浸食していく……頭が、ボーッとしてきた。どうやら、このままだとマズイようだ。


「なぁ、サクラ……本当にごめんな。謝あやまってももう遅おそいけど……でも、ごめん。俺は君を誤解して、傷つけてしまった……」


「それはもういいと言ったはずだ。僕はそんなこと気にしてないんだから、それよりも早く、僕から離れて！」


「あぁ……でもなんだかだんだん、痛みも感じなくなって……すごく気持ちよくなってきたんだ……夢でも見てるように……案外肩車をするのも、悪くない感覚なんだな……」


「違ちがうよ、それは全身を乗っ取られつつあるんだ。このままだと本当に手て遅おくれになるよ」


「それこそ……心配いらない……俺は、体が頑がん丈じようなのが取とり柄えでね……昔から風か邪ぜだって引いたことがない……」


「そんなのいいから、早く下ろして」


　サクラリスが初めて焦あせった声を漏らした気がする……


「大丈夫だ、サクラ……俺は君のそばにいても平気さ。だから……きっと、これからも……君の近くに……」


　体から、力が抜ぬける……サクラリスの足を摑んでいた手が離れ、ナイトの体がバランスを崩す。同時。サクラリスはナイトの頭に手をかけて勢いよく跳ちよう躍やくして、体を離した。


「ナイト君、なんてバカなことをしたんだ。こんな、くだらないことで……」


「くだらなくないさ」


　崩れかける体を、サクラリスが下から支えてくれた。


「言葉をいくつ重ねたって……届かないことだってある。そういうときは行動するしかないんだ……」


「でも、だからって、こんな……」


「大丈夫って……言ってるだろう」


　ナイトは、なんとかもう一度力を入れて立ってみた……大丈夫だ。自力で立てる。


「俺は、殺されたって死なない……だから、本当に、心配いらない……」


「でも、このままだと君の体は内部崩壊を起こすんだよ」


「なに……ほら、もう平気だ」


　大丈夫と言い続けていたら、本当に体の内側の痛みが消えてきた。手足も、少しだけど動くようになってきた……大丈夫なようだ。


「ほらな、もう大丈夫だ」


「そんな簡単に……」


　サクラリスもナイトのそばで、怪け訝げんな顔をする。


「……本当に……魔ま力りよくの反発が終息していく……信じられない。君の体が、僕の魔力を拒きよ絶ぜつせずに受け入れてしまった……」


「どうやらそうみたいだな」


　本当に、痛みが消えてしまったのである。ナイト自身、予想外だった。


「信じられない。二種類の魔力が体内に入れば、人間の体では絶対に耐たえきれないはずなのに……」


「なに、簡単な話だ……つまるところ、俺の体が人間以上に頑丈だったってことさ」


「ムチャクチャな理り屈くつだね」


「だからな、サクラ。もう気にしなくていいんだ。君が人間じゃなかったのだとしても……俺だって同類さ。だから俺たちはずっと、同じ場所にいられるんだよ」


「……バカだね、君は」


　サクラリスがそう呟つぶやいた。


「バカだ、君は。僕は君を買いかぶりすぎていた。君はどうしようもないほどの大バカだ」


「あぁ、そうさ……そんなことに今更気づいたのか」


「本当にバカだよ……君はね」


　ヒシッと、サクラリスがナイトにすがりついてきた──もう先ほどのような痛みは、感じない。どうやら、本当にサクラリスの魔力をナイトの体が受け入れてしまったようだ。


「……三回目……」


「なにがだ？」


　サクラリスがナイトの体に額を押しつけてきた。そのせいで、相手の顔が見えない。


「僕が生まれてから三回目だよ、こんなものを流す羽目になるのは……しかもそのうち二回は君のせいだ。本当に、君はバカな友人だよ」


「そう、か……」


　なんとなく、サクラリスの頭に優やさしく触れて、長い髪かみをなでてやった……艶つややかな髪は、ナイトの指に絡からむことなくまっすぐに流れていく。サクラリスは特に抵てい抗こうしなかったので、そのまま手を動かし続けた。サクラリスの頭は、見た目以上に小さくて、本当に、手の中にすっぽり隠かくれてしまいそうな、そんな錯さつ覚かくさえ覚えてしまった。


「ねぇ、ナイト君……本当に、ずっと僕のそばにいてくれるのかい」


「あぁ、生きている限りは、ずっといるさ」


「これから先も、本当にずっと」


「ずっとだ」


「僕がなにかワガママを言ってもいてくれるかい」


「ワガママが言えるのは子供だけだ。今のうちに好きなだけ言っておけ」


「うん……」


　すがりつくサクラリスを見ながら……なんだかこれって告白のシチュエーションみたいだよな、とナイトは思った。でも、今更この場の空気を壊こわすほどナイトは無神経ではない。まぁ、なるようになるしかないか。


「僕……本当に、ずっと、友達が欲しかったんだ」


「俺とお前は友達さ」


「うん……そうなんだね、本当に……僕友達ができたら、色んなことをして遊びたかったんだ」


「一いつ緒しよに遊ぼう。いくらだってつきあうさ」


「友達と一緒にご飯を食べに行きたかったんだ。僕の好きなウィン・ラスベガス・ホテルでディナーを食べよう」


「あぁ、いいとも」


　……安やす請うけ合あいしたけど、そのホテルどこだ？　ラスベガスってことはアメリカ？　サクラリスの感覚がどうなってるかは知らないけど、すごく高そうな気がする。少しだけ後こう悔かいした。


「それと、一緒にショッピングしたいんだ。荷物持ってくれるかい」


「腕わん力りよくと体力には自信がある。いくらでもいいさ」


「友達と一緒に泊とまって、一晩中語り明かしたいな」


「……うん、まぁ、いいだろう」


　今のサクラリスは四歳さいの子供なんだから、それくらいいいだろう、たぶん……


「仲がいいのも結構だけど、たまには友達同士くだらないことでケンカくらいしてみたいな」


「変わった注文だな……いいけど」


「最後は河原かわらでお互たがい素す手でで殴なぐり合って、ダブルノックアウトになって夕日に照らされながら大笑いしたいね」


「えらく日本的なケンカだな！……さすがにそれは難しいかもしれないけど、できるならな……」


　こんな小さな子供相手に殴り合いなんてできるか！　って思ったけど、でもサクラリスが本気を出せばたぶんナイトの方が軽くのされてしまうだろう。この辺りは慎しん重ちように返事をしておいた方が良さそうだ。


「えっと、それからね……」


　サクラリスの欲よつ求きゆうは、尽つきることがなかった。そのどれもが、内容を聞くと拍ひよう子し抜ぬけするようなものばかりだ。子供らしいというか、今更言うまでもないような内容のものが多かったからだ。


　そんな内容ではあったが、ナイトはそれをバカにすることなく、辛しん抱ぼう強づよくサクラリスの話を聞き続けた。


「それで……最後に一ついいかな」


「この際遠えん慮りよなんてするな」


「……もっと……撫なで撫でして欲しいな……」


　それはサクラリスにしては珍めずらしく消え入りそうに小さな声だった。


「ははは」


「笑うなんてひどいよ、ナイト君」


「いいよ、気にするな。そんなこと、いくらだってやってやる」


　静かに、優しく手を動かして、サクラリスの頭を念入りに撫でてやった。


「……んっ」


　！　ナイトは無言で驚おどろいた。頭を撫でてやったサクラリスの表情が和やわらいで、笑顔に、本当に嬉うれしそうな、年相応の笑顔を浮うかべたのだった。


「……ニコッ」


　心の底から嬉しそうな、本当に安らいだ微笑ほほえみ。今までの硬こう質しつな笑みとは全く違うそれを見て、ナイトはようやくサクラリスの本心を見ることができたような気がした。


　そしてその表情を見たナイトは、自分は間ま違ちがっていなかったのだと再さい認にん識しきするのであった。





「……結局、こうなるのよね」


「ですね～」


　そんな二人の様子を眺ながめる二つの影かげ──無論、ヨルとナナである。


　限界を超こえた力を行使して力尽きたヨルだったが、なんとか意識を取り戻もどすことができた。まだ本調子とはいかないものの、起き上がるくらいのことはできる。


　ナイトとサクラリスが色々とやっているうちに、失神したヨルはナナが回収して、少し離はなれた場所に避ひ難なんしていたのである。


「最終的に、ナイトが関かかわると、こういう形にまとまっちゃうのよね、なぜか……はなはだ不本意ではあるけれど」


　ハァ、ヨルは重いため息をついた。こうなりそうな予感がしたから、ヨルはなんとかして、サクラリスと白黒つけておきたかったのに。


「ならもう一度、『天テン才サイ』の人と戦うですか？」


「まさか……あの子の顔を見てみなさいよ」


　遠目ではあるが、ここからでもサクラリスの笑顔ははっきり確認できるのである。


「あんな顔した子供ともう一度戦うなんて……そんなの、わたしが完全に悪党になるじゃない」


「なら、このままでいいですね」


「しかたないわ。ナイトが入る前に決着をつけきれなかったわたしの落ち度よ……わたしもまだ、自分自身の力さえ制せい御ぎよしきれないのよね……」


　自じ嘲ちようにも似た言葉を吐はいて、ヨルはナナを振ふり返かえった。


「それよりもあなたはいいの、このままで？」


「ナナは別に、先生ぇがいいなら、『天テン才サイ』の人のことはど～だっていいです」


「そうじゃなくて、もう一人のあなたの方よ」


「…………」


　少しだけ、緊きん張ちようした空気が二人の間を流れた。


「もう一人のあなたは、いつまで傍ぼう観かん者を気取るつもりなの？　もう、わたし達に残された時間は少ないのよ。わたしたちの決着もいいかげんにつけないといけないし」


「……ナナは、別にヨル姉様と戦う気はないですよ？」


　無む邪じや気きに、首をかしげるナナ。ヨルは、フゥ、ともう一度ため息をついた。


「食えないわね、あなた」


「お互い様です～」


「まぁいいわ……今いま更さらサクラと戦う気にはなれないし……魔ま宴えんの決着、どうしようかしら」


「それはヨル姉様が勝ったことにすればいいですよ～。たぶん、他の誰だれも、文句は言わないはずです～」


「そうね……本当に、これが魔宴の決着なのね」


　なんだか、ヨルが思おもい描えがいていたのとはだいぶ形は違うが、魔宴はついに、終わるのである。





「ねぇ、ナイト君」


「なんだ？」


　サクラリスがナイトの体に抱だきついて、頰ほおをナイトの胸に当ててきた。


「知ってるかい。僕君のこと、結構好きだよ、大好きだ」


「俺もモチロン好きだ」


「うん、僕らはついに友人の垣かき根ねを跳とび越こえた、大親友になったんだね」


　大親友──まぁ、別にどんな呼び方でもいいけど。


「そうだな」


「やっぱりこうでないとね。敵味方同士の間あいだ柄がらに芽生える友情の方が強固であるっていう説は正しかったわけだね」


「まぁ……そうなるな」


「大好きだよ、ナイト君。友人として、大好きだ」


　そう……これは、友人として、好きなだけだ。何しろ相手は小さな子供だ。子供の好きという言葉にいちいち過か剰じよう反応していたらきりがない……だから不必要にドキドキするな、心臓。別に動どう揺ようしてるわけじゃないんだ！


　内心ナイトがそんな風に悩なやんでいるとは露つゆ知しらず、サクラリスは笑顔のまま、ナイトをまっすぐ見上げてきた。


「なら、やることは決まっているよね、僕らの友情を強固なものにするために」


「なにをするんだ？」


「もちろん、友情のキスを」


「え……っ」


　と、まったくの不意打ちだった。身構えるまもなく、跳び上がったサクラリスの小さな手がナイトの首に回されて、唇くちびるに柔やわらかなものが押おしつけられた。


「なっ」


　なんだか最近、こういうことが多いなぁ、と、ナイトは場ば違ちがいな感想を思い浮かべていた。サクラリスは目を閉じていて、夢見るような顔になっている。唇の接せつ触しよくした部分から互いに温かいものが交こう錯さくして……って、その先はマズイ！


　ナイトが思わずやめさせようとしたその時──声が響ひびいた。





『でかしたぞ、清すが夢む騎人ないと！　よくやった！　貴様は役目を果たしたぞ！』





　最初、その異変に気づいたのは……ナナだった。


「うん？」


　目つきを鋭するどくして、絡からみ合ったナイトとサクラ、二人の姿を睨にらむ。


「気配が……変わった？」


「なっ！　ナイトったら、また子供をたぶらかして、何回言ったら……」


　傍かたわらで、ヨルが顔を真っ赤にして怒いかりに震ふるえている。だが、今はそんなことより。


「……おかしくないか、この感覚？」


「え？　ナナ、あなた……」


「いいから、あれを見ろ」


　ナナが、ナイトを指さす。


　そのナイトの頭の中では、不思議な声が響いていた。


『すばらしいぞ、清夢騎人。実際可能性は、億に一つ、兆に一つもなかった……貴様がゾルグを倒たおすことは、不可能だったはずだ。だが貴様はその試練を見事乗り越えた。誉ほめてやる。貴様は我の望みを叶かなえてくれた』


　歓かん喜きにうちふるえる不思議な声……おかしい。なんだ、これは？　初めて聞くはずなのに、どこかで聞いたような気がする声だ。


『待ちわびた……待ちかねたぞ。我は四万と八千年の長きにわたって、この日が来るのを待ちわびたのだ。さぁ、讃たたえるがいい、愚ぐ民みんども、汝なんじ等らが主あるじの帰き還かんだ！』


　ナイトの体が、勝手に動く……口づけするサクラリスを摑つかんで、さらに力を入れて、強きよう烈れつに口を押しつけた。


「あ、う、ナイト君、君って結構……んっ！」


　なにかを言いかけたサクラリスの体が、こわばる。目を見開き、硬こう直ちよくしてしまう。唇から、何かがサクラリスの体内へと流れ込んできた。それは熱く、熱く、同時に凍いてつくように冷たい何かだった。ナイトの口からこみ上げてきたその何かが、一いつ瞬しゆんのうちにサクラリスの体内へと入ってしまったのだった。


「ふはっ！」


　体の自由が戻って、ナイトは慌あわてて体を離す……今のはなんだ？　変な声が聞こえたと思ったら、体が勝手に動いて……


「……ご苦労だったな、清夢騎人」


　サクラリスの唇から、ゾッとするほど冷たい声が漏もれた。




　プロローグ　終しゆう焉えん開かい闢びやく







「これが我の体か……ふん。十全ではないが、悪くない」


　ナイトの目の前で、サクラリスは自分の体を確認するように、手足を眺めていた。彼女が先ほどまで浮うかべていた子供らしい表情は完全に消え、他者を完全に拒きよ絶ぜつし、見下すように傲ごう岸がんな表情が、そこには浮かんでいた。


「清すが夢む騎人ないと……よくやった。本当に、貴様はよく働いてくれたな、我の手て駒ごまとして……ククククク、喜べ。貴様は用済みだ。貴様の肉体を、解放してやる」


「お前は……誰だ？」


　サクラリスじゃない……ナイトには、わかる。流れる魔ま力りよくの気配が、明らかに変わっている。目の前にいるのは、サクラリスじゃない、完全な別人だ。


「可能性は低かった」


　サクラリスは──いや、サクラリスの姿をした何者かは、低く押し殺した声で続けた。


「この世で我の力に耐たえきれる肉体など、存在はしない。だが、その中で貴様はよくやった方だ。元々魔ま乖かい咒じゆに耐たい性せいのあるその肉体のおかげで、我を体内に宿しながら、貴様は自己崩ほう壊かいを起こさずによく自我を保っていた。しかし、その貴様の体でも我が表に出るのは数分が限度だった──だから我は探したのだ。我の肉体にふさわしい存在をな」


　サクラリスが、ゆっくりと自分の胸に、手を当てた。


「当代最さい高こう峰ほうの魔ま乖かい術じゆつ師し、ゾルグの末まつ裔えい、サクラリス・アリヤ・ゾルグ──我を受け入れられる器うつわは、こやつ以外に存在しなかった。だが、こやつは想像以上に用心深かった。こやつの本体は、異次元に潜ひそんだまま表に出ることがない。こやつ自身の耐たい魔ま力りよく能力も桁けた外はずれだ。いかに我といえどたやすく乗っ取れはしなかった──だから我は待ったのだ。貴様に力を貸しながら、チャンスが訪おとずれるのをな！」


　そして、サクラリスは結論づける。


「貴様は見事、貴様の役目を果たした。サクラリス・アリヤ・ゾルグをこの世に引きずり出し、その上その心を最も無防備な状態で我の前にさらけ出させることに成功した──これでついに、我も悲願を果たせるというものよ」


「……つまり、お前はなんなんだ？」


　ナイトも、突とつ然ぜんの事態に戸と惑まどいながら、少ない情報をかき集め、なんとか把は握あくしようと努める──つまり、こいつの言葉をまとめると、こいつはナイトの中にいた何者かで、サクラリスを乗っ取ろうと前々から企たくらんでいた──要約すると、そういうことか？


「我か？　クククク。そうだな。貴様等は我の名も、存在すらも忘れ去った。世界が今あるのは、この世に貴様等が生を受けたのは、全すべて我の尽じん力りよく故ゆえだというのに、貴様等は自らの王の名を忘れ、あまつさえその存在すら抹まつ消しようしたのだ！」


「いったい、お前は……」


「控ひかえおろう！　我をなんと心得る。我こそは源げん祖そ。全ての魔乖を生み出した始まりにして終わりたる存在なるぞ」


　源祖──サクラリスが言っていた。魔乖咒を司つかさどる八つの系統、〈八や祖その禍まが家や〉。その八祖の始まり、始祖とされるのが八人の『魔王エル・ケーニツヒ』たち。だが、その『魔王エル・ケーニツヒ』を生み出した大元の存在がいる……それこそが源祖。魔乖咒の、本当の根源。


　だが、今のナイトにとって重要なことは一つだけだ。


「お前がなんなのか……そんなことはどうでもいい。源祖だか元素記号だかなんだか知らないけど、そんなのだってどうでもいい……重要なことは一つ、サクラをどうした！」


「答える必要があるか？」


　サクラリス──源祖は、鼻で笑う。


「我がこうして、こやつの肉体を手に入れた──ならば、前の持ち主がどうなったのかなど、言わずもがなであろう」


「貴様ぁぁぁぁぁぁっ!!」


　ナイトには、直感的にわかっていた。こいつは──ダメだ、存在してはダメな奴やつだ。あまりにもその気配は禍まが々まがしく、邪じや悪あく過ぎる。こいつを生かしておけば、多くの人間が苦しむことになる──そう直感できた。


　ナイトは、魔乖咒を紡つむぐ──殺す気は、ない。まだ状じよう況きようがはっきりしない。だが、このままにもしておけない。動きを拘こう束そくするつもりだ。だが……


「バカめ、なにをしている」


「な！　そんな！」


　魔力が……集まらない。魔ま法ほう陣じんを描えがこうにも、ナイトの体内にあふれているはずの魔力が、全く反応しないのだ！


「まぁいい。説明も面めん倒どうだ。清夢騎人。貴様の働きに我は満足した。よって、貴様に褒ほう美びを取らせてやろう。受け取るがいい」


　源祖の右手に、魔力が集中し、解き放たれた、銀色の光が、ナイトめがけて飛来する──その一いち撃げきは、人間一人を軽く消し飛ばす威い力りよくがあるだろう。防ごうにも、ナイトは魔乖咒が上う手まく使えない。逃にげるにも、もう手て遅おくれ……


「この、大バカ者がっ！　なにをぼさっとしている！」


　弾だん丸がんのような速さで接近した影かげが、ナイトの体を突つき飛とばした──ナナだ。駆かけ寄よってきた勢いそのままに、ナイトを渾こん身しんの力で突き飛ばす──ナイトは体を折り曲げ、まともに呼吸することもできないまま、小石のように吹ふっ飛ばされた。


　だが、それがナイトの命を救った。源祖の放った魔ま乖かい咒じゆは、ナナに命中した瞬しゆん間かん大爆ばく発はつを起こし、地じ盤ばんごと周囲を木こっ端ぱ微み塵じんにしたのだ──ナイトはギリギリで、その爆発に巻まき込まれずにすんだ。


「そ、そんな……ナナァァァァァァァァァァァァァァ!!」


　絶ぜつ叫きようする、ナイト。少し遅おくれて、ヨルも、ふらつきながらやってきた。


「あなたは……いったい」


「ふふん、また会ったな、『闇シユトレンベルグ』」


　ヨルを見て、源祖が笑みを浮かべる。


「だが慌てるな。貴様との対面は、少し早い。貴様と遊ぶのはもう少し先の話だ」


「とりあえず……話の通じる相手じゃないってことね」


　ヨルが身構えるが……うっと、その場にうずくまった。


「なに……手が……」


　ヨルの右手が、漆しつ黒こくの『闇ヤミ』に染まっていた。一時は収まったはずの『闇ヤミ』の魔力が再度、浮ふ上じようしてきたのである。


「なるほど。我の存在に呼応して、貴様の力も再度活発化してきたか……だが、今はやめておこう」


　パチリ、源祖が指を鳴らした。瞬間、ヨルはその場に崩くずれ、意識を失う──意識が消えると同時、『闇ヤミ』の魔力も消えてしまった。


「慌てるな、『闇シユトレンベルグ』──貴様への恨うらみは、何万年たとうと忘れん……時間をかけて、ゆっくりと晴らしてやろう」


　源祖はそう言ってヨルから視線を外し……首をひねった。その瞬間、その頰ほおを、光こう弾だんがかすめる。


「ほぅ……あの直ちよく撃げきを受けて、生きていたか」


「当たり前だ。この程度で死んでやれるほど、私は甘あまくない」


　爆発と煙けむりの収まった穴の底に──ボロボロのナナがいた。無傷ではない。だが、体の傷はどれも擦さつ過か傷しようレベルだ。服はボロボロになっているが、体のダメージは少ない。髪かみがほどけ、背中に大きく広がっている──ナイトは、ナナのその姿に、違い和わ感かんを覚えた。


「そうか……そういうことか。私でも摑みきれなかった、ナイト君の中に潜む影のようなもの、その正体は……」


「我の存在に気づいていたというのか？　面おも白しろいな、小こ娘むすめ。貴様、ただの魔ま乖かい術じゆつ師しではなさそうだな」


「魔乖術師だよ。ただのね」


　ナナが、不敵な笑みを浮かべる。





「少しばかり長生きしすぎた、ちょっと気まぐれでお節介焼きなかわいい魔乖術師だよ」





　ナイトはその声を聞いて──愕がく然ぜんとした。嗚あ呼あ、なんということだ……わかる。ナイトにはわかる。どれだけ待ちわびただろう。どれだけ夢に見て、どれだけ恋こい焦こがれただろう。


　外見はナナだ。でも、気配が違ちがう。態度が違う。姿勢が違う。口調が違う──なにもかもが、ナイトのよく知るある人物にそっくりなのだ。これって、つまり……


「『先生マイステリン』！」


　ナイトは、呼んだ。


「『先生マイステリン』なんでしょ！　『先生マイステリン』！」


「……そうだな、さすがに隠かくしきれんな、我わが弟で子しよ……私だ。息災かね」


　ナナは──ナイトの『先生マイステリン』たるアイリス・マリア・ヘルブストは、そう呟つぶやく。


「つもる話は後だ。ナイト君、黙だまってそこで見ていてくれ。さすがの私も、今回は手加減する余よ裕ゆうがないようなんでな」


　緊きん張ちようの面おも持もちで、アイリスが身構える……源祖はそれを見て、笑った。


「フハハハハハハハハ、愚おろかな。我と戦う気か、小娘？　ロクな魔力も持たぬ身で」


「魔力など必要ないさ……君が生きていた時代とは違う。我々は常に進化して、新しい技わざを生み出してきた」


　瞬間、アイリスの姿が消えた。源祖の懐ふところに飛び込んで、その胸に強きよう烈れつな蹴けりを叩たたき込む。源祖の体が弾はじき飛ばされた。


「ぬぅっ!?」


「どこを見ている。私はこっちだ」


　続いて弾かれた源祖を、横手から追つい撃げき。両手を脳天に振ふり下ろして、地面に叩きつける。さらに追撃。連続攻こう撃げきを、一瞬のうちに叩き込んだ。


　バンッ


　源祖の体が地面にめり込んだ瞬間、大地が爆発したように見えた。それだけ強烈な力だったのだ。


「……浅いな」


　アイリスが、攻撃の手をいったん止めて呟いた。


「さすがの私も、今の私より小こ柄がらな体たい軀くの相手と戦った経験は少ない。万全とは、言い難がたいな」


「……驚おどろいたな。『歪クライン』」


　土つち煙けむりのそこから、源祖が起き上がる。服が汚よごれてはいるものの、やはりたいしたダメージはなさそうだった。


「いや、この気配は、貴様『滅ヘルブスト』か？　はっきりわからんな……まぁ、どちらでもかまわん。確かに今の動きは多少面食らったが、その程度……我の敵ではない」


「なら、今度は確実に仕留めて見せよう」


　再度、アイリスが身構える。だが、源祖は笑い声を漏もらした。


「ククククク……清夢騎人。不思議か？」


　いきなり背後のナイトに話を振ってきた。


「魔ま乖かい咒じゆを使えない自分が、そんなに不思議か？」


「くっ」


　その通りだ。さっきからナイトは隙すきを見て、アイリスの援えん護ごをしようとしているのだが、魔ま力りよくが全然集まらないのだ。


「当然だ。まだわからんのか？　魔乖咒を使えるのは我が血族のみ……八や祖そでない貴様が魔乖咒を使えたこと自体、異常なのだ！　それは全て、我が貴様の中に存在したからよ。魔乖咒の根源たる我の影えい響きようで、貴様は魔乖咒を操あやつれたに過ぎん。我がいなければ、貴様などなにもできない無力な小こ僧ぞうにすぎんのだ！」


　つまり……ナイトはもう、二度と魔乖咒が使えないのか？


「さて……『滅ヘルブスト』。遊びは終わりだ。何万年たとうと、貴様はやはり甘いな。我が配下において、貴様こそが最強の戦士でありながら、同時に最も情にもろかった──それは子孫も同様だな」


「貴様、まさか……」


　アイリスが、ハッとする。源祖は片手を、ナイトに向けてのばした。


「貴様の弱点など、最初からお見通しよ！」


　バシュッ


　強烈な攻こう性せい魔乖咒が、ナイトめがけて放たれた。拡散する、銀色の閃せん光こう──逃げようがない。どの方向に逃げてもダメだ。魔乖咒の使えないナイトでは、防ぼう御ぎよすらまともにできない──終わった。


「おのれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」


　絶叫と共に、アイリスが、ナイトの目の前に現れた。迫せまる強力な魔乖咒を、素す手でで受け止める。


「無む駄だだ。威力は計算してある。弾いても、その余波だけで清夢騎人は死ぬぞ」


「ぬぅぅぅぅぅぅ!!」


　アイリスが必死の形相で、その攻撃を防ごうとする。素手で魔乖咒を受け止めたために、すでにボロボロだった服が真っ先に吹き飛んだ。続いて、両りよう腕うでの皮ひ膚ふが焼けただれ、剝はがれ落ちてしまう。腕の筋肉が爆はぜていく……


　ズガァァァァァァァァァァンッ


　魔乖咒はアイリスを中心に、大爆発を起こした。


「『先生マイステリン』ッッ!!」


　ナイトが、再度絶叫する。だが……煙の向こうに、立ちつくす人ひと影かげがあった。


「……無事、なようだな、ナイト君」


「『先生マイステリン』っ!?」


　アイリスだ。荒あらく息を吐はくアイリスが、そこにいた。


「ククク、なるほどな。攻撃を全て自らの体で受け止め、威力を減算させたか」


　源祖が低く呟いた。だが、と続ける。


「もはやそれでは、まともに戦えまい」


　アイリスは苦痛に顔をゆがめていたが、ナイトの無事を確かく認にんして表情を和やわらげた。


「なんとか間に合ったか……よかったよ、本当に。もう……十年前の失敗は……繰くり返かえしはしない」


「『先生マイステリン』……その、手は!?」


　アイリスの両手が、血で真っ黒だった。いや、血ではない。焼けこげて、表面が半ば炭と化しているのだった。焦こげ臭くささと脂あぶらの焼ける悪あく臭しゆうが鼻につく。アイリスの小さな腕にあった指は根こそぎ吹っ飛び、手首から骨が覗のぞく重傷だった。


「本当に、よかった……くっ！」


　膝ひざをつくアイリス。さすがにこれは、ひどすぎる。一歩間ま違ちがえば致ち命めい傷しようだ。


「『先生マイステリン』！」


　ナイトはアイリスを支えようとするが、アイリスは必死の形相で手首のない腕を振った。


「バカめ！　なにを遊んでいる！　さっさと逃にげろ！　私が何のために時間を稼かせいでいると思っている！」


「でも……」


「残念だが、手て遅おくれだな」


　冷れい徹てつな、源祖の声。源祖の手に、巨きよ大だいな魔力の塊かたまりが収束されていった。


「清夢騎人……貴様にはこれでも感謝しているのだ。だから安心するがいい。苦しまぬよう殺してやる。貴様は痛いと思うまもなくこの世から消え去るだろう」


「ぐっ！」


　ナイトは、アイリスの体を抱だきかかえて逃げようとした。だが、全すべてはあまりに遅おそすぎた。今からでは、どんなに速く逃げても、源祖はナイト達を逃のがさないだろう。


「さぁ、このまま、消え失うせろ！」


　源祖の攻撃──今度こそ終わりか、ナイト自身そう思った瞬しゆん間かん──


　ズバァァァァンッ


　ナイトの目の前、光の壁かべが現れて源祖の攻撃を阻はばんだ。


「ヌゥ、貴様らは……」


　それは、魔道書だった。


　ナイトが所有していた二冊の魔道書、『滅ホロび逝ユく愚グ者シヤどもの挽バン歌カ』、『見ミ果ハてぬ虚キヨ偽ギの外ガイ典テン』が懐から飛び出し、宙に浮ういていた。


　いや、二冊だけではなかった。いつの間に現れたのだろう。今まで収集した七冊の魔道書──『滅び逝く愚者どもの挽歌』、『見果てぬ虚偽の外典』、『闇ヤ淵ブチへの嘆タン願ガン書シヨ』、『歪ユガみし世セ界カイ樹ジユの紙シ片ヘン』、『如イ何カなる異イ界カイの怪カイ書シヨ』、『無ム辜コなる無ム効コウの誓セイ約ヤク書シヨ』、『時トキ々ドキ退ドき危キ機キ時トキ祈キ禱トウ書シヨ』が、全てそろっていた。七冊の魔道書を結ぶ線が光の壁となり、源祖の攻撃さえ防いだのだ。




[image: ]


「貴様ら……この期ごに及およんでまだ我に逆らうというのか！」


　怒ど声せいを漏らす源祖。


「貴様ら『魔王エル・ケーニツヒ』を生み出してやった恩を忘れ、四万年過ぎてもまだ我に逆らうか、この呪のろわれた不心得ものどもめ！」


　宙に浮く魔道書は、源祖に反はん抗こうするかのように、不気味な光の明めい滅めつを繰り返した。


「おのれ、この恩知らずどもが！　こうなれば、貴様らもろとも……」


　右手を振り上げた源祖。が、自分のその右手を、左手がつかんだ。


「なんだ、貴様……まだ……」「……ナイト君。早く逃げるといい」


「その声、サクラか！」


　源祖は──いや、サクラリスは、弱々しく頷うなずいた。


「僕としたことが……ミスをした。まさかこんな簡単に体の制せい御ぎよを奪うばわれるなんて……信じられないよ」


「無事だったんだな？　待っていろ、すぐに助けるから！」


「……ムリだよ、ナイト君」


　サクラリスは首を振った。


「僕は今、一秒間に数千万パターンの魔ま乖かい咒じゆを展開して内側から制御を奪おうとしている。でも、それでもこいつを倒たおすことはできない……僕にできるのは、完全に体が乗っ取られるのを引き延ばすだけだ。この僕でさえムリなんだ。この世の誰だれにも、こいつを僕の体から追い出すことなんてできやしない」


「やってみなけりゃわからない！　約束しただろ！　俺は絶対に、お前を助けてみせる！」


「……信じて、いいのかい」


　そう言うサクラリスの顔は、泣き出しそうだった。


「信じていいんだね、ナイト君……正直もう、僕は自分でもどうなるかわからない……僕自身がこのまま消え去るのか、どうなるのか……僕がこのままどうしてしまうのか……友人である君のことまで僕が殺してしまいそうで……そんな自分が、僕は……すごく、怖こわくて……」


「大だい丈じよう夫ぶだ、サクラ！」


　ナイトは、叫さけんだ。根こん拠きよなんてなにもない。でも、口にせずにはいられない。


「絶対助けてやる、ずっと一いつ緒しよにいるって約束しただろ！　だから、安心しろ！」


「うん……信じるよ、君を……僕の、最愛なる大親友を、信じる」


　サクラリスは頷いた。だが、すぐに苦しそうな顔で、頭を抱かかえた。


「ぐっ……ダメだ。これは少しでも気を抜ぬくと……」「死に損そこないが、さっさと失せろ！」


「ナイト君！」


　サクラが叫んだ。


「このままだと、自分でもどうなるかわからない。だから僕は、次元の果てに行く。この世から最も遠く離はなれた場所に、僕は自分自身を縛しばり付けてしまう……そこで、きっと待ってる。信じてるよ、君のことを、だから……」


「サクラッ！」


　サクラリスはそう言い残して、かき消すように消え去ってしまった。


「クソ……いったい、なにが、どうなっているんだ！」


　ナイトは一人、むき出しの地面を殴なぐった。拳こぶしから血がにじんだけど、気にせず何度も殴った。


　全てうまくいっていたはずなのに……全部、丸く収まるはずだったのに、なんだ、この体たらくは！


　ナイトの傍かたわらには、失神したヨルと、アイリスが地面の上でぐったりと横たわっている。ナイトにとって最も新しい友人は、ナイトに助けを求めながら異次元の彼方かなたへ消え去ってしまった。


　そして残されたナイトには……もはや魔乖咒を使うどころか、魔力のカケラさえも残されていなかった。


「いったい……俺は、どうすりゃいいんだよっ!!」


　やるせなさで胸が張はり裂さけそうで、ナイトは天に向かって咆ほう哮こうをあげるのだった……







（完）







　あとがき







　みなさまどうもありがとうございます。毎度毎度、こうして八街やちまたの著作を世に出すことができるのはこれ、全てこれを読んでくださっている読者の方々のおかげ。心の底より感謝を申し上げます。そして、この本の出版に関わった全ての方々に最大限の感謝を捧ささげたいと思います。





　と、いうわけでボルヨルシリーズも今作でついに七巻となりました。以前三～五巻をエリザベート編三部作と位置づけたのですが、鋭するどい方はお気づきかもしれません。それにちなんで、六～八巻は『天才』編三部作、という位置づけになっています。今回のメインどころはやはりサクラリス。本編はあんな終り方をしてしまいましたが、『天才』編は次巻で終しゆう了りよう。物語も最終決戦へと突とつ入にゆうする運びとなっています。ご期待ください。





　さて、話は変わりますが、とある人から、小説は普ふ段だんどのように書いているのですか、と質問をいただきました。


　文庫本一冊の分量（場合によってはもっとたくさん）を書くなんて、その人の感覚では信じられないようです。


　ただ一つ言っておきますと、八街は小説を書くのに苦労した経験はほとんどありません。こう書くと誤解されやすいのですが、もちろん困難が何一つないわけではないのですが、少なくとも小説を書き始めたら、始めから終りまでのストーリーは頭の中で構築されているので、特に苦労することなく書けます。


　ただ一番労力を使うのは、最初に話のあらすじをまとめて、そのあらすじを読んだ担当さんに、今回はまともな内容だな、と思いこませること（←コラ）と、実際に完成した原げん稿こうを読んだ担当さんの怒いかりの言葉を受け流して（←待て）、またゼロから書き直すこと、その二点くらいですね。その点さえ気をつければ、特に苦労することなく八街は小説を書くことができます。





　せっかくこういう話題が出たので、小説とはどのように作られるのか（作家編）をここに書いてみようと思います。





材料（文庫一冊分）


　紙とペン・一組、又またはワープロソフトの入ったパソコンでも可


　密閉できる部屋・一室


　ラノベ作家・適量





　材料はたったのこれだけ、すごく簡単ですね。この中で一番重要なのが、三番目のラノベ作家。たぶんこれがないと小説はできません。巷ちまたには星の数ほどラノベ作家が存在します。なにがいいのかはお好みで、好きな者を選べば結構でしょう。場合によっては好きな者を複数用意して、オリジナルのブレンドを考えてみるのも面白いかもしれません。





１・下準備


　なにごとも下準備が重要です。下準備として、用意したラノベ作家に次回作のあらすじを考えさせるのです。できたあらすじは、たぶん愚ぐにもつかない内容しか書いてないはずです。そもそもあらすじの段階で充じゆう分ぶん面白かったら、本編を書く必要がなくなってしまいます。だからここは物足りないものしか出てきません。そしてラノベ作家が吐はく「プロット（あらすじ）はイマイチかもしれないんですけど、本編はかなり面白くなります」という台詞せりふほど信用できないものはありません。読んでわかりにくいプロット、つまらないプロットが出てきたら、一言「ボツ」と言ってあげましょう。それだけでラノベ作家は粛しゆく々しゆくと書き直してきます。これを数回繰くり返かえしましょう。濃こい味が好きな方は、これを数十回繰り返すといいでしょう。百回以上繰り返す場合は、さすがにやりすぎだと思います。そう言う場合は不良品のラノベ作家を使っている可能性があるので、新品と取とり替かえましょう。





２・作り方


　下準備を終えたら、用意した材料を全て密閉できる部屋の中に放り込んで、しっかり鍵かぎをかけましょう。これだけで、中で熟成されて小説がいつの間にか完成するのです。不思議ですね。


　時々部屋の中でラノベ作家が奇き声せいを発したり、暴れ出したり、「お願いだ、出してくれ、もう三日もなにも食ってないんだ」などと冗じよう談だんを言い出したりすることもありますが、あまり気にしないようにしましょう。そう言う場合、密閉された部屋の中に少しガスが貯たまっている可能性があります。鍵を開けて、少しだけ扉とびらを開けてやりましょう。一日数時間程度ガス抜ぬきをしてやるといいようです。


　できるだけ速く完成させたい人は、扉に釘くぎを打ち付けて、絶対に出られないよう密閉しましょう。


　あっさり目の味が好きな人は、二週間ほどで完成するので、扉を開けて完成作を読んでみましょう。しっかり濃い目がいい人は、少なくとも一か月はそのままにしておきましょう。場合によっては二、三年熟成させると、より濃い味になりますが、やりすぎると腐くさってしまいます。加減に注意しましょう。腐った場合は、腹をこわしてしまうので、完成した原稿は読まずに燃やしてしまいましょう。ちなみにラノベ作家は燃えるゴミです。





３・完成


　これでライトノベル一冊が完成しました。自分で作った本は自分で読むと、感動もひとしおでしょう。ちなみに世間ではこのことを、自画自賛と言います。





　と、くだらないことを書いているうちに紙し幅ふくがつきたようです。では今回はこの辺りで。なお、毎度のことですが、このあとがきはフィクションです。実在の作家、編集とは一切関係ありません。




ぼくと彼かの女じよに降ふる夜よる


ガールズ・メイク・クライ～偽いつわりを慟どう哭こくする者もの





八やち街また　歩あゆむ
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